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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。










　目次







極上紳士の溺愛エスコート




　あとがき




ギャラリー







　　　１







　角を曲がったとたん正面から吹ふきつけてきた冷たい風に、草くさ間ま瑛あきらはぶるっと背中を震ふるわせた。

　もうすぐ四月だというのに、ボストンは昨日から真冬に逆ぎやく戻もどりしたような冷え込みに見み舞まわれている。空はどんよりと灰色に曇くもり、今にも雪がちらつきそうな気配だ。

（確かスープ缶かんの買い置きがあったよな……冷れい凍とう庫にパンも残ってたはず）

　食料品の買い出しをしてから帰宅するつもりだったが、寒くて億おつ劫くうになってきた。夕食は家にあるもので済ませようと決めて、家路を急ぐ。

　ボストンは近きん隣りんの市や町を含ふくむ一大都と市し圏けんで、ハーバードやＭＩＴをはじめ有名な大学がいくつもあり、その多くはここケンブリッジ市に集中している。アメリカ有数の大学都市として知られており、治安がよくて住みやすい街だ。

　瑛の住むアパートはケンブリッジの外れ、ノースケンブリッジと呼ばれる界かい隈わいにある。

　大学まで徒歩約十五分、閑かん静せいな住宅街の一角にあり、環かん境きようは抜ばつ群ぐんだ。車を持たない瑛にとって食料品店が遠いのがやや難だが、クラシックな外観も含めておおむね気に入っている。

「──!?」

　階段を上ってアパートの入口の扉とびらを開けようとした瑛は、ふいに背後から近づいてきた足音と荒あらい息いき遣づかいにびくりとした。

　まさかと思うが、強ごう盗とうか変質者か──。

「うわ……っ！」

　振ふり返ると同時に何者かに飛びかかられ、よろめいてアパートの扉にもたれかかる。

「……びっくりした。驚おどろかさないでよ……」

　いきなり飛びついてきた暴漢の正体は、薄うす茶ちや色いろのふさふさした毛並みの大型犬だった。大きな前まえ脚あしを瑛の胸に置き、嬉うれしそうに尻しつ尾ぽをぶんぶんと振りまわしている。

「えーと……きみはここの住人？」

　黒いつぶらな瞳ひとみを見つめ、英語で尋たずねる。

　このアパートは大家の許可があればペットを飼うことができる。犬を飼っている住人も何人かいるが、この犬は初めて見る顔だ。

「ひゃっ」

　べろんと頰ほおを舐なめられて、驚いて瑛は声を上げた。初対面の犬にこんなに親愛の情を示されたのは初めてで、ひどく動どう揺ようしてしまう。

「ちょ、ちょっと、待った、ストップ！」

　さらに顔を舐めまわされそうになり、慌あわてて手で制して顔を背そむける。

　瑛の言葉に反応し、犬は素す直なおにその場にちょこんと座った。

　どうやら躾しつけはされているようだ。屈かがんでそっと顎あごの下を撫なでてやると、気持ちよさそうに目を細めて顔を擦すり寄せてくる。

　垂れた耳や優やさしげな顔立ちはゴールデンレトリバーに似ているが、よく見ると首の周りから胸にかけて細かいぶち模様がある。多分雑種なのだろう。まるでレオパード柄がらのマフラーを巻いているような、なかなか洒しや落れた毛皮の男の子だ。

（散歩の途と中ちゆうで迷子になったのかな……）

　階段の上から通りを見み渡わたすが、犬を探している様子の人は見当たらない。

　どうしたものかと思案しながらふかふかした毛を撫でていると、深緑色の首輪に金属製のネームプレートがついていることに気づいた。


　ひっくり返すと、『MAX KINGSTON』という名前と電話番号が刻印されている。



（キングストンなんて人、このアパートにいたっけな？）

　瑛の知る限りキングストンなる人物はこのアパートにはいないが、全世帯の名前を把は握あくしているわけではない。

　寒いのでとりあえずロビーに入ろうと、バッグの中の鍵かぎを探す。瑛が扉の鍵を開ける間も、犬は大人しく座って待っていた。

「お入り」

　声をかけると、ぴょこんと立ち上がって中に入ってくる。

　扉を閉めて、瑛はバッグからスマートフォンを取り出した。しゃがんでネームプレートの電話番号を入力する。

　刻印されていたのは携けい帯たいではなく固定電話の番号だった。何度かのコールのあと、留守番電話の応答メッセージが流れる。

『ただいま留守にしています。ご用のかたはメッセージをどうぞ』

　電話機を買うと内蔵されている無機質な電子音声だ。なんと切り出すか迷ってしまい、一いつ拍ぱく遅おくれて口を開く。

「……マックス・キングストンさん？　今、あなたの犬を保護しました。場所は、えーと、ノースケンブリッジ三番通り十番地。これ聞いたら折り返しお電話ください」

　念のため、携帯の番号を吹き込んでおく。電話を切ってから名乗り忘れたことに気づいたが、まあいいかとバッグにスマホをしまう。

「さてと……うちで一いつ緒しよに、きみのご主人さまから連れん絡らくが来るのを待とうか」

　外はいつのまにか雪が降り始めていた。何か犬が食べられるものがあっただろうかと考えながら、ロビーの奥の階段に向かう。

「悪いね、このアパートはエレベーターがないんだ。しかも僕の部屋は五階。でもまあ、おかげで家賃は安いし脚も鍛きたえられるし、悪いことばかりじゃない」

　犬に話しかけながら、階段を上る。

　たまに訪ねてくる従兄いとこはエレベーターがないことに文句たらたらだが、犬は嫌いやな顔ひとつせず、嬉しそうに瑛のあとからついてきた。

「きみってお行ぎよう儀ぎいいね。絶対人より先に行かないんだな」

　ダウンタウンに住む従兄が飼っている犬を思い出し、苦く笑しようする。

　従兄の愛犬ビリーは、散歩の際にリードをぐいぐい引っ張るわ、興奮すると部屋中駆かけまわるわ、手に負えないやんちゃ坊ぼう主ずだ。飼い主同様愛あい嬌きようだけはたっぷりでなんとなく憎にくめないのだが、ああいう人の言うことを聞かない犬と一緒にいるとぐったりしてしまう。

　いきなり飛びつかれたときは驚いたが、この犬は実に躾が行き届いている──。

「到とう着ちやく……ここが僕の部屋」

　五階までたどり着き、青いペンキで塗ぬられたドアの鍵を開ける。

「お入り」

　先に入って手招きすると、犬は躊ちゆう躇ちよすることなく室内に入ってきた。ドアマットの上で立ち止まって、室内を興味深げな目つきで観察している。

　瑛が住む部屋は日本で言うところのワンルームの間取りだが、日本のアパートに比べると広々としていると言えるだろう。入ってすぐのところにキッチンとダイニングテーブル、奥の壁かべ際ぎわにシングルベッド、部屋の中央にはガレージセールで買った中古のソファがあり、本ほん棚だなと机を置いたワークスペースもある。

「まずは水だな」

　プラスチック製のボウルに水を汲くみ、足元に置いてやる。

　喉のどが渇かわいていたらしく、犬は瑛が「どうぞ」と言うとすぐに水を舐め始めた。

（ドッグフードも買いに行ったほうがいいかな……いつも行く食料品店、ドッグフード置いてたっけ？）

　窓から外を見下ろすと、歩道に雪が積もり始めていた。

　この天気で犬を外に連れ出すのは可か哀わい想そうだし、かといって知らない犬を部屋に置いて外出するのもちょっと不安だ。

「えーと……これなら食べられるかな」

　冷凍庫を開けて、鶏とり肉にくを取り出す。

　瑛が幼い頃ころ、家には母が拾ってきた中型犬がいた。母はカレーやシチューなどの煮に込こみ料理を作る際は人間用と犬用にふたつ鍋なべを用意し、犬用のほうは玉ねぎと香こう辛しん料りよう抜ぬきで作っていたと記き憶おくしている。

「ちょっと待っててね」

　夕食は缶かん詰づめのスープとパンだけで済ませるつもりだったが、ついでに自分用にも鶏肉と野菜のトマト煮を作ることにして、キッチンに材料を並べる。

　犬はソファの足元のラグに伏ふせて、瑛の動きを物もの珍めずらしそうに見つめていた。

「きみみたいに大人しく待っててくれると、ほんと助かるよ。ビリーだったら、今いま頃ごろ僕のベッドで飛び跳はねてクッションをずたずたにしてるところだ」

　犬は飼い主に似るというが、いったいどんな人が飼っているのだろう。

　躾が行き届き、フレンドリーでなおかつ落ち着いているということは、飼い主はきっと穏おだやかな性格だ。

　大声で喚わめき散らしたり威い圧あつしたりせず、犬の目を見て語りかける術すべを知っている、良識ある人物。深緑色の首輪も、毛皮の色に合っていて趣しゆ味みがいい。

　洒落た初老の紳しん士しを思い浮うかべ、瑛は口元に笑えみを浮かべた。







「……っ！」

　ソファでうたた寝ねしていた瑛は、電話の着信音にはっとして目を覚ました。

　足元のラグに大きな毛皮の塊かたまりがうずくまっていることに一いつ瞬しゆんぎくりとし、それから迷子犬を保護して飼い主からの連絡を待っていたことを思い出す。

　犬に鶏肉と野菜の煮込みを提供し、自分用のはトマトとバジルのソースで味つけして夕食にして、本を読んでいるうちにうとうとしてしまったらしい。

　着信は知らない携帯番号からだった。いつもなら取らないが、迷わず応答ボタンをタップする。

「はい、もしもし？」

『ああ……夜遅おそくに申し訳ない。キングストンといいます。うちのマックスを預かっていただいているそうで』

　寝起きのぼんやりした頭に、低い声が響ひびく。

　まるでベルベットのような、なめらかで魅み力りよく的な声だ。色に例えると、冬の夜空のような、深い藍あい色いろのイメージ。

『先ほど留守電のメッセージを聞いて……もしもし？』

　瑛が返事をしないので、キングストン氏は不ふ審しんに思ったらしい。訝いぶかしげな問いかけに、瑛ははっと我に返った。

「あ、ああ……すみません。ええと、そう、犬を預かってます」

『ありがとう。マックスはペットホテルに預けていたんだが、今日の午後そのホテルでぼや騒さわぎがあって、パニックになった犬たちがいっせいに逃にげ出したらしいんだ』

「そうだったんですか……あ、ご心配なく。マックスは怪け我がもなく元気にしてます」

　ようやく頭が働き始め、名札の名前は飼い主ではなく犬の名前だったのだと気づく。

　電話越ごしに飼い主の声を聞きつけたらしく、マックスはいつのまにか足元に来てつぶらな瞳ひとみで瑛を見上げていた。

『よかった。本当にありがとう。すぐにでも迎むかえに行きたいんだが、実は今シカゴにいるんだ。仕事があって、明後日あさつてまでそちらに戻もどれそうになくて……』

　なんていい声だろう。低いのに軽かろやかで、鼓こ膜まくに甘く響いてくる。ずっと聞いていたくなるような、実に心ここ地ちのいいトーンだ。

　今まで自覚したことはなかったが、もしかして自分は声フェチだったのだろうか。

『ケンブリッジ近辺の他ほかのペットホテルに空きがないか尋たずねてみるから、申し訳ないがもう少しだけ預かっていてもらえるかな？』

「え？　あ、ああ、うちは構いません」

　キングストン氏の声にうっとりと聞き入っていた瑛は、慌あわてて返事をした。

　声だけでなく話し方にも品があり、瑛の中でキングストン氏への好感度がどんどん上がっていく。

『ええと……今夜はもう遅いし、一晩だけ預かってもらえるとすごく助かるんだが』

　キングストン氏が遠えん慮りよがちに切り出す。壁かべの時計を見ると、もうすぐ十一時になろうとしていた。

「もちろんです。あの、明日あしたは休みですし、なんなら明後日までうちで預かりましょうか？」

　明日は授業は入っていない。大学の図書館で調べ物をするつもりだったが、天気も悪そうだし、家で来週提出のレポートに取りかかろうと決める。

『本当に？　そうしてもらえるとすごくありがたいけど、本当にいいの？』

「ええ、気ままなひとり暮らしの大学生で、犬を飼っていた経験もありますので。それにマックスはとても行儀がよくて、全然手がかからないですし」

　マックスがビリーみたいなやんちゃ犬だったら、すぐにでも別のペットホテルに連れていくところだ。

　そして飼い主がこんな魅み惑わく的な声でなければ……出張から帰ってくるまで預かろうと思わなかったかもしれない。

『本当にありがとう。ああ、まだ名乗ってなかったな。ロッドだ。ロッド・キングストン』

「瑛です。アキラ・クサマ」

『明日また電話する。どうにも手に負えないと思ったら、遠慮なく言ってくれ。念のためにペットホテルの空きも探しておくから』

「はい、わかりました」

『それじゃ……』

「あ、ちょっと待ってください」

　マックスがそわそわした様子でこちらを見上げていることに気づき、瑛は電話を切ろうとした彼を呼び止めた。

「あの、マックスに何か話しかけてあげてください。あなたの声が聞こえて喜んでいるみたいなので」

『ああ……』

　電話の向こうでロッドがくすりと笑った。

　こんなちょっとした笑い方まで上品で魅力的だなんて、いったい彼はどんな素す敵てきな紳士なのだろう。

『マックス、俺だ。ペットホテルから脱だつ走そうしたと聞いて、すごく心配したよ』

　屈かがんでスマホをマックスの前に差し出すと、マックスは飼い主の声に嬉うれしそうに尻しつ尾ぽをぱたぱたと振ふった。

『いい人に保護されて本当によかった。俺が帰るまで、いい子にしてるんだぞ』

　マックスが、返事をするようにキュンキュンと鼻を鳴らす。

『今のはマックスが上じよう機き嫌げんのときにしか出さない声だ。安心したよ、本当にありがとう、瑛』

「はい……」

　彼に名前を呼ばれ、半ばぼうっとしながら、瑛はこくこくと頷うなずいた。







　　　２







　空が藍色に暮れてゆく。

　いつのまにか部屋が薄うす暗ぐらくなっていたことに気づいて、瑛は電気スタンドのスイッチを入れた。

　──マックスを保護して三日目の、土曜日の夕刻。

　振り返ると、マックスはすっかり定位置となったラグの上で寝ね息いきを立てていた。

　今日は少し足を伸のばしてドッグランのある大きな公園へ連れて行った。思う存分駆かけまわり、くたびれたのだろう。

　マックスは賢かしこい犬で、朝夕二回散歩に連れ出すだけで、あとはほとんど手がかからなかった。預かった翌日に買ってきた特売品のドッグフードも喜んで食べてくれたし、人間の食べ物を欲しがったりせず、無む駄だ吠ぼえも悪戯いたずらもしないので、預かっている身としては実に助かる。

　そして自分でも意外だったのだが、マックスがいる生活は思いの外ほか楽しかった。ひとり暮らしを寂さびしいと思ったことはなかったのだが、マックスがいなくなると思うと少し寂しい。

「もうすぐお別れか……」

　時計を見やり、独りごちる。

　──一時間ほど前に、ロッド・キングストンから電話があった。今空港に着いて、これから車でそちらへ向かうという連れん絡らくだ。

　マックスとの別れは名残なごり惜おしいが、キングストン氏と会えるのだと思うと胸の高鳴りが抑おさえられなかった。ベルベットのような声が耳によみがえり、まだ見ぬキングストン氏のことをあれこれ想像してしまう。

（……何を期待してるんだ。キングストンさんはマックスを迎えに来るだけなんだから）

　そう自分に言い聞かせても、なんだかそわそわして落ち着かなかった。この一時間、パソコンに向かっているものの、課題のレポートは一行も進んでいない。

　マックスの飼い主は、いったいどんな男性なのだろう。声や話し方、仕事で出張中ということから考えると、瑛よりも年上である可能性が高い。少なくとも、同世代の大学生のようなしゃべり方ではなかった。

（……期待するな。うちの父親より年上かもしれないんだし）

　レポートを書くことは諦あきらめて、ファイルを閉じてパソコンの電源を落とす。

　──期待。

　そうだ……自分はちょっぴり期待しているのだ。キングストン氏が理想の男性なのではないかと。

　ため息をついて、瑛は椅い子すにもたれて天てん井じようを見上げた。

　父親のアメリカ赴ふ任にん中に生まれた瑛は、日米双そう方ほうの国こく籍せきを持ち、いくつかの州を転々としながら育った。十二歳のとき帰国して日本の中学校に転入し、初めて通う日本の学校にひどく戸と惑まどったのを覚えている。その頃ころ自分が同性愛者であることに気づき……思春期の多感な時期を、瑛は帰国子女かつゲイという非常に不安定な立場で過ごしてきた。

　幸い両親は、瑛が日本の学校に馴な染じめないことに理解を示してくれた。家族で話し合った末、瑛はペンシルベニア州に住む伯母おばの家に下宿させてもらい、アメリカの高校に進学することになった。

　伯母は留学中に知り合ったアメリカ人男性と結婚し、フィラデルフィア郊外の小さな町に暮らしている。彼女のひとり息子むすこであるレン・ラザフォードが、瑛の従兄いとこにしてビリーの飼い主だ。

　レンは瑛より十歳年上で、当時ボストンにある保険会社で調査員として働いていた。一いつ緒しよに暮らしたことはないが、瑛のことを何かと気にかけてくれて、週末や休きゆう暇かにちょくちょく会いに来てくれたものだ。

　瑛が高校を卒業する少し前、レンは保険会社を辞やめてフリーになり、ダウンタウンの倉庫の二階に住居兼けん探たん偵てい事務所を構えた。

『瑛、大学はボストンにしろよ。すごくいい街だぞ。寮りようなんか入らなくても、俺とルームシェアすればいいし』

　第一志望の大学がボストンにあったので瑛もその気になっていたのだが、いざ瑛がその大学に進学を決めた頃には、レンはちゃっかり彼女と同どう棲せいを始めていた。

（そういえばアマンダ元気かな……しばらく会ってないけど）

　レンの彼女のアマンダは、明るくて面めん倒どう見みのいい女性だ。このアパートも彼女が見つけてくれて、生活用品を買いそろえるのを手伝ってくれた。

　──ここに引っ越こすことになった経けい緯いを思い出し、眉み間けんに皺しわが寄る。

　三年半前、大学進学を機にボストンへやって来た瑛は、最初は大学の寮に住んでいた。

　ルームメイトはテキサス出身の陽気な青年で、多少騒さわがしいものの、それなりにうまくやっていた。しかし数ヶ月過ぎた頃から瑛に対する視線が熱を帯び始め……ある日、酔よった彼にベッドに押し倒たおされてしまった。

　驚おどろいて大声で叫さけび、隣りん室しつの住人が駆けつけてくれて事なきを得たが、男に欲よく情じようしたことを認めたくなかったルームメイトは「瑛のほうから誘さそってきた。俺はあいつに頼たのまれたことをしただけだ」と吹ふい聴ちようしてまわった。

　あのときのことは、思い出すのもつらい。皆みなが皆ルームメイトの言うことを信じたわけではないし、瑛がそんなことをするわけないと味方してくれた人もいる。

　けれど、一度広まった噂うわさを完全に消し去ることは不可能だ。寮りよう長ちようはすぐに部屋を替かえてくれたが、新しいルームメイトは瑛に冷たかった。他ほかにも同性愛を快く思わない人たちもいて、突つき刺ささる視線に耐たえられず、瑛は寮を出ることにした。

（あれから三年か……）

　からかわれてもひたすら無視し、耐えてきた。

　そういう輩やからにはいくら反論しても無む駄だだ。瑛がむきになればなるほど、相手は面おも白しろがってエスカレートする。他人と距きよ離りを置き、ひたすら勉強に勤いそしむことで、瑛は自分を守ってきた。

　その後、もとルームメイトは大学を中退してテキサスに帰ったと聞いている。当時のことを知る学生たちも減り、今では瑛に対してあからさまに冷れい淡たんな態度を取る者はいない。

　けれど、大学寮での一件は、今も瑛の心にしこりを残している。

　ルームメイト──カイル・ベケットが襲おそいかかってきたとき、自分ははっきりと拒きよ絶ぜつした。

　自分はカイルを誘ゆう惑わくしたことなどない。それは本当だ。

　けれど……誰にも言ったことはないが、内心密ひそかに彼のルックスを好ましく思っていたことは認めなくてはならない。

　金きん髪ぱつに青い目の甘いマスク、細身ながら均整の取れた体つき──初めてカイルに会ったとき、瑛の好きな映画俳優に雰ふん囲い気きが似ていて驚いた。

　カイルが好きだったかというと、そうではない。騒がしくて無神経で、お世辞にもいい人とは言えなかった。

　それでも、見た目だけは好みだった。

　自分がそういう目で見ていることに気づいたら、カイルはきっと嫌いやがる。そして瑛はゲイだと言いふらすに違ちがいない。

　だから、カイルに悟さとられないように必死で隠かくしてきた。

　カイルが好みのルックスであること──そして自分がゲイであることを。

「──！」

　ふいにインターフォンが鳴り、寝ねそべっていたマックスがぴょこんと頭を上げた。

「キングストンさんが来たみたいだね」

　言いながらドアに向かうと、マックスもぱたぱたと尻尾を振ってついてきた。飼い主が迎むかえに来てくれたことを察したのだろう。

「はい」

『キングストンだ』

　インターフォンの通話ボタンを押すと、案の定ロッドだった。マックスが興奮し、瑛の周りをぐるぐるとまわり始める。

　いよいよこの魅み惑わく的な声の持ち主と対面だ。

　高こう揚ようと緊きん張ちようが一いつ緒しよになって胸にこみ上げてくる。

「はい、すぐに行きます……！」

　上うわ擦ずった声で返事をして、瑛は弾はずむような足取りのマックスとともに部屋をあとにした。







「──ウォン！」

　ロビーに着いたとたん、マックスがこらえきれなくなったように一声吠ほえた。

　マックスが鳴くのを聞いたのは初めてだ。エントランスの扉とびらの向こうにご主人さまがいるのがわかって、喜びを抑えきれなかったのだろう。ちぎれそうなほど尻しつ尾ぽを振ふりまわし、瑛が扉を開けるのを今か今かと待ち構えている。

「ちょっと待ってて」

　言いながら、重たい扉をそっと押し開ける。

　扉が開くか開かないかのうちに、マックスはふがふがと鼻を鳴らしながら、目の前に立っていた人物に飛びついた。

「うわ、おい、落ち着け、マックス」

　マックスのご主人さま──ロッド・キングストンが、よろめきながら愛犬を抱だきとめる。

　顔をぺろぺろと舐なめまわされて、ロッドはその低く魅み力りよく的な声でくすくす笑った。　>>>♥

「よしよし、いい子だ。きみが瑛だね。マックスを預かってくれて、ほんとにありがとう」

　筋張った大きな手がじゃれつくマックスを引き剝はがし……その手の動きに見入っていた瑛は、はっと我に返って声の主を見上げた。

　まず目に入ったのは、ネクタイの結び目。

　そして太くてがっしりとした首と、頑がん丈じようそうな顎あご。

　黒に近い褐かつ色しよくの髪かみを撫なでつけ、ダークグリーンの瞳ひとみで瑛を見下ろしているのは、見上げるような大男だった。

（うわ……）

　本能的な恐きよう怖ふを感じて、無意識に半歩あとずさる。

　身長百七十二センチの瑛よりも優に頭ひとつ分高く、百九十センチ以上ありそうだ。グレーのスーツに包まれた胸むな板いたはどっしりとした厚みがあり、左右に子こ猫ねこが十匹ぴきずつ乗れそうなほど肩かた幅はばが広い。

（なんか、想像してたのと全然違う……）

　電話で聞いた声や話し方と目の前のマッチョな大男がどうにも結びつかなくて、瑛は戸と惑まどって目を瞬またたかせた。

　意志の強そうな太い眉まゆに高い鼻び梁りよう、面長の精せい悍かんな顔立ちは、男前と言って差し支つかえないだろう。いわゆる美男子ではないが、男くさいタイプが好きな女性には大いにもてそうだ。

　こういうタイプは嫌というほど見覚えがある。高校や大学のアメリカンフットボールチームの花形選手だ。

　実際ロッドは、どこからどう見てもスポーツ選手にしか見えなかった。ボストンにはアメリカの四大スポーツと言われる野球、アメフト、バスケ、アイスホッケーのプロチームが揃そろっている。もしかしたら、そのどれかに所属する選手なのかもしれない。

「……いえ、どういたしまして」

　自分が無言で彼を見つめていたことに気づき、慌あわてて瑛は視線をマックスに向けた。

　マックスは尻尾を振りながらしきりにロッドの手を舐めている。「早く家に帰ろう」と催さい促そくしているのだろう。

　しかし瑛の返事にもマックスの催促にも、ロッドの反応がない。マックスを脚あしにまとわりつかせたまま、彫ちよう像ぞうのように固まっている。

　おそるおそる視線を上げ……瑛は彼が何か信じがたいものを目にしたかのように驚きよう愕がくの表情を浮うかべていることに気づいた。

　眉まゆ根ねを寄せ、ダークグリーンの瞳を見開いて、瑛の顔をまじまじと見つめている。何か言いかけてやめたのか、大きな口は半分ほど開いていた。

（な、何……？）

　ひょっとして前に会ったことがあるのだろうか。それとも東洋人を見たのは初めてとか？　いやいや、それはありえない。ボストンにはアジア系の住民が多いし、チャイナタウンだってあるのだ。

「……ああ、ええっと、その……」

　瑛の訝いぶかしげな視線に、ロッドがようやくフリーズしていた口を動かした。

「本当にありがとう。見ず知らずの人に犬を預かってくれだなんて、すごく図ずう々ずうしいよな」

「いえ、僕もマックスと一緒に過ごせて楽しかったです」

　ロッドの食い入るような視線にたじろぎつつ、ぎこちない笑えみを浮かべる。

「こいつが迷めい惑わくかけてなきゃいいんだが」

「そんな、迷惑だなんて。マックスはすごくいい子にしてました、本当に」

　ロッドが瑛を見つめたまま動こうとしないので、瑛は次し第だいに居い心ごこ地ちが悪くなってきた。

　なぜこんなに凝ぎよう視しするのだろう。何か訊きいておきたいことでもあるのだろうか。

「……えっと、朝に一時間、夕方三十分ほど散歩に連れて行きました。ドッグフードはどれがいいかよくわからなかったので、スーパーにあった〝全米でいちばん売れてる〟って謳うたい文句のやつを……」

「ああ、いや、こいつなんでも食べるから」

　自分の不ぶ躾しつけな視線にようやく気づいたらしい。ロッドが顎を引き、落ち着かなげに視線を左右にさまよわせる。

　高い頰ほお骨ぼねのあたりが明らかに紅潮しており、瑛は嫌な予感を覚えた。

　繊せん細さいで整った顔立ち、ほっそりと華きや奢しやな体型──瑛の容姿は一部の男性を惹ひきつけてしまうらしく、街で声をかけられたことも一度や二度ではない。交際を申し込まれたこともあり、なかには強ごう引いんに迫せまってきたり目の色を変えて襲おそいかかってくる輩やからもいた。

　目の前の男の様子はまさにそういう……瑛に興味を持っている男の態度と酷こく似じしていた。

「じゃあこれで」

　これ以上ここにいてはまずい。わざと素っ気なく言って、瑛はくるりと踵きびすを返した。

「待って！　きみにぜひ、お礼がしたいんだ」

　階段の手すりを摑つかんだところで呼び止められて、仕方なく振り返る。

「そんな、お礼なんていいです」

　用心深く、瑛は言葉を選んだ。

　こういう場合、相手を怒おこらせると面めん倒どうなことになる。なるべく穏おだやかに、やんわりと拒きよ絶ぜつの意思を示さなくては。

　しかし瑛の言葉は彼に届いていないようだった。無言で猛もう然ぜんと近づいてくるので、びくりとして階段を一段上る。

「よかったら今夜食事でもどうかな。ご馳ち走そうするよ」

「いえ、今夜は予定があるので」

　間かん髪はつ入れずに断ると、ロッドはあからさまにがっかりした表情になった。

「じゃあ別の日に。いつでもきみの都合に合わせる」

「いえ、ほんとに結構です。どうぞお気き遣づかいなく」

　ロッドよりも高い位置にいたくて、瑛は手すりにしがみつきながら階段をもう一段上った。

　まずい事態だ。ロッドのダークグリーンの瞳は熱を帯び、獲え物ものを前にした猛もう獣じゆうのように爛らん々らんと輝かがやいている。

　今にも飛びかかってきそうで、瑛は恐怖のあまり背筋が震ふるえるのを感じた。

「食事がだめなら、せめてコーヒーでも……」

「いえ……ひゃっ！」

　手すりに置いていた手の上にロッドの大きな手が重なり、思わず瑛は悲鳴を上げた。

「あ、ああ……すまない」

　ようやく瑛が怯おびえていることに気づいてくれたらしい。ぱっと手を離はなし、ばつが悪そうに一歩後ろに下がる。

　ひどく気まずい空気だ。しかし瑛が逃にげるよりも早く、ロッドが何かを思い出したようにスーツの内ポケットを探さぐり始める。

「そうだ、これを渡わたさないと……」

　白い封ふう筒とうを差し出されて、瑛は目をぱちくりさせた。

「なんですか？」

　おそるおそる受け取ると、ロッドは瑛を安心させるように笑みを浮かべた。

「こいつ大食いだから、たくさん食べただろう？　だからその埋うめ合わせに」

　封筒の中身は小切手だった。二日間犬を預かった代だい償しようにしては、いささか多すぎる金額が書き込まれている。

「お金は結構です」

　丁てい重ちように断り、両手で封筒を突つき返す。

　相手がロッドでもそうでなくても、金銭を受け取るつもりはなかった。マックスの面倒を見たのは純じゆん粋すいに親切心からで、こちらも充じゆう分ぶん楽しませてもらったと思っている。

「じゃあディナーにつき合ってくれる？」

　すかさずロッドに切り返され、瑛はうっと言葉を詰つまらせた。

　先ほどまでのがっついた態度は影かげを潜ひそめ、ロッドは余よ裕ゆうを取り戻もどしていた。多分これが普ふ段だんの彼なのだろう。

　ほのかにコロンの香かおりが漂ただよってきて、今いま更さらながら彼が今まで周りにはいなかったタイプの大人の男性であることを意識してしまう。

　年ねん齢れいは二十代後半から三十代前半くらいだろうか。大学にもこれくらいの年代の男性はいるが、こんな高級そうなスーツをびしっと着こなし、男っぽい色気を振ふりまいているようなタイプはいない。

「……では、お言葉に甘えて、いただいておきます」

　金額が多すぎて気が引けるが、受け取っておいたほうがビジネスライクでいい。そう考えて、両手で封筒を受け取り、軽く頭を下げる。

「これも渡しておこう」

　名めい刺しを差し出されて一いつ瞬しゆん迷ったが、断るのも大人げないのでそれも受け取る。

　名刺の文字にちらりと目を走らせ、瑛は少々驚おどろいた。

〝ジェファーソン＆コーネル法律事務所　弁護士　ロッド・キングストン〟。

（弁護士なんだ……ちょっと意外）

　いや、意外ではないかもしれない。見た目はスポーツ選手のようだが、話し方や言こと葉ば遣づかいは知的で洗練されている。

「何か困ったことがあれば、いつでも相談に乗るよ」

　ロッドの申し出を、瑛は軽く頷うなずくだけにとどめて受け流した。

「それじゃ、失礼します……元気でね、マックス」

　マックスは瑛の顔を見上げ、ぱたぱたと尻しつ尾ぽを振ってくれた。

「じゃあ、また」

　また会えることを確信しているようなロッドのセリフに不安を覚えつつ、瑛は振り向かずに階段を駆かけ上がった。
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「瑛！」

　──土曜日の朝九時。

　アパートを出た瑛は、通りを数歩歩いたところで名前を呼ばれて立ち止まった。

（この声は……）

　後ろを振り返るが、誰だれもいない。戸と惑まどって左右を見まわしていると、魅み惑わく的な声がもう一度瑛の名をくり返した。

「瑛、こっちだ」

　通りの向こう側から、ロッドが笑え顔がおで手を振っている。その足元で、マックスも嬉うれしそうに尻尾を振って瑛を見つめていた。

（う……）

　聞こえなかったふりをするにはもう遅おそい。アパートを出る前にもっと周りの状じよう況きようを確かく認にんすればよかったと後こう悔かいしながら、瑛もしぶしぶ手を振り返した。

　──初めて顔を合わせた日から一週間。

　今週はロッドから三回も食事の誘さそいの電話がかかってきた。

　一回目は丁てい寧ねいに断り、二回目はやや素っ気なく断って、ロッドがまだ何か話したそうにしているのを無視して電話を切った。三回目は留守番電話にメッセージが入っていたが、返事をせずに放置している。

　そういう相手と顔を合わせるのは、ひどく気まずい。

「おはよう」

　大おお股またで車道を横切り、ロッドが近づいてくる。Ｔシャツにジーンズ、明るい緑色のウィンドブレーカーというラフな私服姿だ。スーツのときより若く見え、よりいっそうスポーツ選手にしか見えない。

　近づいてくる大きなスニーカーを見つめながら、留守電を無視したことを謝るべきかどうか悩なやんでいると、ふいに茶色い毛の塊かたまりが飛びついてきた。

「おっと……おはようマックス。僕のこと覚えててくれたんだ」

　マックスに全身で喜びを示されて、自然と頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　ふさふさした毛を撫なでてやると、マックスは嬉しそうに鼻を鳴らした。

「もちろん覚えてるさ。家でも瑛に会いたいってうるさくて」

　調子のいいことを言って、ロッドもマックスの背中を撫でる。

　ロッドと手がぶつかりそうになり、瑛はさりげなくマックスの体から手を離した。

「……それ、本当にマックスがそう言ったんですか？」

「ああ。俺とマックスは目で会話ができるんだ。な？」

　マックスがロッドの言葉を裏づけるように太ふと腿ももにすり寄ってきて、瑛は苦く笑しようした。

　まったく、犬をだしにするなんてずるすぎる。こんなに嬉しそうにされては、素っ気なく立ち去るわけにはいかなくなるではないか……。

「出かけるところだった？」

　瑛のショルダーバッグをちらりと見やり、ロッドがわかりきったことを尋たずねる。

「ええ、図書館にこもって課題を仕上げようと。月曜日が締しめ切りなんです」

　用心深く、用事があるのだということをアピールする。

「じゃあ途と中ちゆうまで一いつ緒しよに行こう」

「…………」

　寄るところがあると言って断ろうと思ったが、マックスが尻尾を振って待ち構えているので、なんとなく言いそびれてしまった。

（また食事に誘われたら断ればいいだけだ）

　そう自分に言い聞かせ、マックスを間に挟はさんでロッドと肩かたを並べて歩く。

「図書館って、大学の？」

「はい」

「どこ？」

「……タイスです」

　一瞬ためらってから、瑛は答えた。どうせ住んでいる場所も電話番号も知られているのだ。

「へえ、妹がタイスの法学部の卒業生だよ。去年卒業したばかりだから、もしかして知ってるかな。女子寮りようの寮長をしてたんだ。名前はゾーイ」

　その名前にぎくりとして、瑛は顔を強こわばらせた。

　タイス大学は少人数制の大学なので、目立つ学生の名前はだいたい知れ渡わたっている。ことに水泳部のキャプテンにして女子寮の寮長だったゾーイ・キングストンは、「学長の名前は知らなくても彼女の名前を知らない者はいない」とまで言われた有名人だ。

（ロッドってゾーイのお兄さんだったんだ……言われてみれば、ちょっと雰ふん囲い気き似てるかも）

　黒くろ髪かみに青い目の、長身で美しい女性だった。上品で洗練されているが押しも強く、とにかくエネルギッシュな印象が強かったのを覚えている。

　カイルの一件の際、ゾーイも寮長として事情聴ちよう取しゆの席に加わった。

　彼女は偏へん見けんに囚とらわれない公平な考えの持ち主で、双そう方ほうの言い分をきちんと聞いてくれた。その上でカイルが噓うそをついていることを見み抜ぬいて本当のことを話すように促うながし、追い詰つめられたカイルが切れて彼女に食ってかかって、あわや大だい乱らん闘とうになるところだった。

　ことを荒あら立だてたくなかった瑛にとって少々ありがた迷めい惑わくではあったが、学内のスター的存在の女性が味方してくれたのは心強かった。

　その後も何かと気にかけてくれて、キャンパスで顔を合わせるたびに声をかけてくれた。華はなやかな彼女に気き後おくれし、挨あい拶さつを返すのが精せい一いつ杯ぱいだったが、〝ゾーイの知り合い〟というポジションが瑛の名めい誉よ回復に大いにプラスに働いてくれたことは間ま違ちがいない。

「……ええ、知ってます。彼女は有名人でしたから」

　慎しん重ちように言葉を選んで答える。

　ロッドには、寮での一件を知られたくない。説明するのは面めん倒どうだし、あれはもう終わった話だ。

　心の中をよぎった〝恥はずかしい〟という感情を打ち消そうと、唇くちびるを固く引き結ぶ。

「はは、あいつは子供の頃ころから仕切り屋だったからな。今はＤＣにいるよ」

「そうなんですか」

　ゾーイは連れん邦ぽう政せい府ふの職員になったと聞いている。彼女なら、きっとどこに行っても成功できるだろう。

　それにしても不思議な縁えんだ。窮きゆう地ちを救ってくれた恩人の兄と、こうして偶ぐう然ぜん出会うとは……。

「専せん攻こうは？」

　ロッドに問いかけられ、心の中に浮うかびかけた〝運命〟という言葉を慌あわてて打ち消す。

「心理学です」

「そうなんだ。そういえばタイスは心理学で有名だね」

「ええ。高校のときにタイス大の教授の講演を聴きく機会があって、そのときすごく感かん銘めいを受けて……」

　それまで漠ばく然ぜんとした憧あこがれでしかなかったカウンセラーの仕事を、本気で目指そうと決心したきっかけだ。

　思わず力説してしまいそうになり、はっと我に返る。

（……何熱くなってるんだ）

　言うつもりのなかった個人情報をぺらぺらしゃべってしまったことに、ばつの悪い思いがこみ上げる。

　気をつけなくては。弁護士だけあって、ロッドはなかなか聞き上手だ。

　それとも、この声が警けい戒かい心しんを緩ませるのか……。

「瑛は留学生じゃなくて、こっちの生まれ？」

「……はい」

「どうりで英語が上手なわけだ。ボストン育ち？」

「いえ、父の転勤でいくつかの州を転々と」

「当ててみせよう。幼い頃ころ南部にいただろう。フロリダか……ジョージア」

　言い当てられて、瑛は驚おどろいてロッドの顔を見上げた。

　瑛の顔を見下ろし、ロッドがにやりと唇の端はしを持ち上げてみせる。

「ほんの少し、南部訛なまりがある」

「え、全然気づかなかった。どこが訛ってました？」

「今度、一緒に食事しながら教えてあげるよ」

「……っ」

　ダークグリーンの瞳ひとみに見つめられ、なぜかかあっと頰が熱くなる。

　混乱した気持ちを立て直そうと、瑛は必死で頭をフル回転させた。

「……なるほど。いつもそうやって女性を口説いているわけですね」

　クールに受け流したつもりだが、言ったあとでこれではまるで嫉しつ妬としているようだと気づいて動どう揺ようする。

　幸いロッドは、それを指し摘てきするほど意地悪ではなかった。

「人をプレイボーイみたいに言わないでくれよ。ところでコーヒーは好き？」

　唐とう突とつに問われて、瑛は目をぱちくりさせた。

「え？　ええ……」

「ちょっとこれ持ってて。すぐに戻もどる」

　マックスのリードを差し出され、面めん食くらいつつ受け取ってしまう。

　ロッドは通りに面したカフェに入り、やがて両手にコーヒーカップを持って戻ってきた。

「ここのコーヒーすごく美味うまいんだ。外の席は犬連れＯＫだから、一緒に飲もう」

　言いながら、テラス席のテーブルの上にカップを置く。

　なんとも巧こう妙みようなやり方だ。紙コップなら受け取って「ご馳ち走そうさまです、じゃあ失礼します」と立ち去ることができるが、陶とう器きのカップは持ち出すわけにはいかない。

　腹立たしさよりもむしろ呆あきれながら、瑛はマックスを連れて席に着いた。

「あなたって、すごく強ごう引いんですね」

「ありがとう。弁護士として、最高の褒ほめ言葉のひとつだ」

　ロッドが両手を広げて大おお袈げ裟さな笑え顔がおを作ってみせるので、瑛は苦笑した。

　認めるのは少々悔くやしいけれど、彼といると楽しい。その気持ちを押し隠かくすように、コーヒーを口にする。

「……ほんとだ。美味おいしい」

「だろう？　ときどきマックスの散歩の途中に寄ることにしてるんだ」

「それでマックスは、この道を知っていたわけですね」

　振ふり向いて、青を基調にしたシックな店構えを眺ながめる。

　いつも通る道なので、ここにカフェがあることは知っていた。けれど学生が気軽に入るには少々上品すぎる気がして、今まで入ったことはなかった。

　貧びん乏ぼう学生の瑛には、こういう洒しや落れた店で大学のカフェテリアの三倍の値段のコーヒーを楽しむような余よ裕ゆうはない。

　対照的に、ロッドは着ているものや持ちものからも、余裕のある生活を送っていることが窺うかがえる。

（食事の誘さそいは断って正解だったな……）

　弁護士が行くような高級レストランやバーにふさわしい服など持っていない。

　それでなくても、自分とロッドでは誰だれがどう見ても不ふ釣つり合いだ。

「ロッド？　ロッドじゃないか」

　紙コップを手に店内から出てきた若い男性が、ロッドの姿に目をとめてテーブルに近づいてきた。

「メイソン！　まったく、休みの日にまできみに会うとは、ついてないな」

　振り返ったロッドが、苦笑まじりに男を見上げる。

「何言ってるんだ。俺は幸運の天使だぞ。ああ悪い、連れがいたのか」

　同じテーブルに瑛がいることに気づいて、メイソンと呼ばれた男は瑛にも親しげな笑みを向けてきた。

　濃のう紺こんのブレザー姿の、これまたロッド同様体育会系の雰囲気を漂ただよわせる大男だ。

「瑛、こいつは俺の同どう僚りようのメイソンだ。メイソン、彼は瑛」

「ああ、きみがマックスを預かってくれてた学生さん？」

　大きな右手を差し出し、メイソンが茶色い瞳に好こう奇きの色を浮かべる。

「ええ……はい」

　戸と惑まどいつつ、差し出された手を軽く握にぎり返す。

　突とつ然ぜん現れたロッドの同僚にどう対応するべきかわからなくて、「お会いできて光栄です」と言いそびれてしまった。

「あの出張には俺も同行してたんだ。きみと電話で話したあと、ロッドが『すごく綺き麗れいな声の子だった』って感激してたけど、いやほんと……実物も実に美しい」

「…………光栄です」

　先ほど言いそびれた言葉をどうにか口にして、瑛はぎこちなく微笑ほほえんだ。

（すごく綺麗な声だった？　僕が？）

　自分の声を綺麗だと思ったことはない。少し鼻にかかった高めの声は、日本ではともかくこちらでは変声期前の少年や女性に間ま違ちがわれることもしばしばだ。

　本当に、ロッドはこの声を綺麗だと言ったのだろうか。それともメイソンにからかわれているのだろうか。

「だろう？　さわやかな土曜日の朝、俺は仕事の疲つかれを癒いやしてくれる美声にうっとりと聞き入っているところなんだ。できれば誰にも邪じや魔まされたくないと願いながらね」

　ロッドがメイソンを見上げ、わざと渋じゆう面めんを作ってみせる。

「おっと、そりゃ失礼。邪魔者は退散するとしよう。瑛、会えてよかったよ」

「ええ、僕も」

「じゃあロッド、また月曜日にな」

「ああ、月曜日が来ないことを祈いのってる」

　憎にくまれ口を叩たたいて、ロッドがひらひらと手を振る。それから瑛のほうに向き直り、少々困ったように肩かたをすくめた。

「えーと、まあそうなんだ。初めて電話でしゃべったとき、きみの声があまりにも耳に心ここ地ちよくて、きみがしゃべるのをもっと聞いていたいと思った」

「それは……ええと、どうも」

　口の中でもごもごと呟つぶやく。声を褒められたのは初めてで、嬉うれしいようなくすぐったいような、奇き妙みような気分だ。

（まさかロッドも僕の声を気に入ってくれていたとは……）

　自分も初めて電話で話したとき、ロッドの声に聞き惚ほれてしまった。

　一いつ緒しよにいて心地いいのは、多分この魅み惑わく的な声のせいもあるのだろう。

　けれどそのことは胸にしまい、黙だまってカップに残ったコーヒーを飲み干す。

「それで、今夜時間ある？」

　テーブルに身を乗り出して、ロッドが瑛の顔を覗のぞき込む。

「……え？」

「懲こりずに訊きくけど、食事どう？」

「いえ、このコーヒーだけで充じゆう分ぶんです」

　軽くカップを掲かかげて即そく答とうすると、ロッドが苦く笑しようした。

「俺って一緒にいてつまらない？」

「そんなことは……ただ、一緒に食事に行く理由がないだけです」

「理由？　マックスを預かってくれたお礼っていうのじゃだめ？」

「それはもう、充分いただきましたから……」

「瑛」

　ふいにテーブルの上に伸のびてきた大きな手に右手を包み込まれ、瑛はびくりとして固まった。

　硬かたい手のひらから、ロッドの体温がじんわりと伝わってくる。

　心臓が口から飛び出しそうだ。きっと、顔も赤くなっている──。　>>>♥

　数秒後、瑛は我に返り、さりげなく手を引っ込めた。

　ロッドの手はそれ以上追ってこなかった。しかしダークグリーンの瞳にじっと見つめられて、視線に囚とらわれたかのように身動きができない。

「……っ」

　赤くなった顔を見られたくなくて、慌あわてて瑛は俯うつむいた。

　テーブルの下に行ぎよう儀ぎよく座っていたマックスが、「どうかしたの？」とでも言いたげな目つきで瑛を見上げる。

「……こういうの、困ります」

　隣となりのテーブルの客に聞こえないように、小声で囁ささやく。

　だいたいロッドは、こんな通りから丸見えの席で男の手など握っていて大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

　知り合いや依い頼らい人に見られたらまずいのではないか。

　それとも彼は、カミングアウトしているゲイなのだろうか。

　いろいろな感情が渦うず巻まいて、頭の中は引き出しをひっくり返したように混乱していた。

「困るのは食事の誘い？　それとも……」

「単刀直入に訊きます」

　それ以上言葉遊びにつき合っていられる気分ではなく、急いで遮さえぎる。

「何？」

　ロッドは気を悪くしたふうもなく、穏おだやかな声で問い返した。

「…………あなたはゲイなんですか」

　一段と声を潜ひそめ、ロッドの目を見て瑛は尋たずねた。

　ロッドは面めん食くらったように目を瞬またたかせ……やがて大きく息をつき、観念したように肩をすくめた。

「今まで自分がゲイだと思ったことはなかったが、きみのことがすごく気になるってことは、そうなのかもしれないなと思い始めているところだ」

　正直な言葉に、今度は瑛のほうが面食らう。

　てっきりはぐらかされるか、冗じよう談だんめかして流されるかと思っていた。

「いや、まいったな。まずは友達になって、それからゆっくり時間をかけて口説こうと思ってたのに」

　急に照れくさくなったらしく、ロッドが両手で前まえ髪がみをぐしゃぐしゃとかきまわす。

　頰ほおが赤く染まっており、その言葉が噓うそではないことを物語っていた。

「……友達になりたいって感じじゃありませんでしたけど」

　つられて瑛も再び頰が熱くなってしまい、それをごまかすようにわざと素っ気なく突つっ込む。

「え、そんなにあからさまだった？」

　こくりと頷うなずくと、ロッドがショックを受けたように顔をしかめた。

「そうか……自分じゃ抑おさえてるつもりだったんだけど。兄貴によく言われたよ、おまえは思ったことが全部顔に出るって。この仕事を始めてからポーカーフェイスを身につけたと思っていたんだが、プライベートではどうもうまくいかない」

　ロッドのぼやきに、瑛は思わずくすりと笑ってしまった。

　あんなにぐいぐい迫せまってきていたのに、本人にはそういう自覚がまったくなかったらしい。

　ふいにロッドが、真しん剣けんな表情でぐいと身を乗り出してきた。

「男じゃだめ？　生理的に受けつけない？」

「えっ？」

　直球を投げ返されて、目をぱちくりさせる。

「俺は正直に答えた。だからきみも正直に答えて欲しい」

　真正面から見つめられ、瑛は言葉を失った。

　ここで「ええ、無理です」と言えば、多分ロッドはこれ以上しつこく迫ったりはしないだろう。

　けれど、正直に話してくれた彼に対して噓をつくのはフェアでない。

（だけどここでゲイだと認めたら、なんかロッドのこと誘さそってるように聞こえてしまうかも）

　慎しん重ちように考えた末に、瑛は曖あい昧まいな言葉を選んだ。

「……わかりません」

　その答えに、ロッドが詰つめていた息をほっと吐はき出す。

「よかった。可能性があるってことだ」

　前向きな受けとめ方に、どちらかというとネガティブに考えがちな瑛ははっとした。自分だったら突き放されたと感じて落ち込んでいただろう。

「今夜がだめなら、明日あしたどこか出かけないか？　映画でもボウリングでも、どこでもきみの行きたいところでいい」

　ロッドの熱心な誘いに、心がぐらりと揺ゆれる。

　ロッドは決して瑛の好みのタイプではない。

　けれど、声はすごく好みだ。少々強ごう引いんではあるが、彼の明るさとポジティブな考え方にも好感が持てる。

　改めてロッドに向き直り、じっと彼の目を見つめる。

　目が合うとロッドはにこりと笑い、「イエスと言って」と懇こん願がんするように首を傾かしげてみせた。

　その仕草に、瑛は苦笑した。マックスが「もう少しちょうだい」と控ひかえめに餌えさをねだるときの仕草とまったく同じだ。

　マックスとは二日間一緒に過ごして気心が知れている。しかし、飼い主についてはまだよく知らない。

（僕は……もう少しロッドを知る努力をするべきだろうか）

　ロッドを知るためには、彼の誘いに乗って一緒に過ごすのがいちばんいい。デートではなく、友達同士で出かけると思えばいいのだ。

　ロッドを見つめ、彼とふたりで並んで歩くところを想像し……ふいに瑛は、ダークグリーンの瞳ひとみがひどく熱を帯びていることに気づいた。

　──彼は自分に気のある男だ。ここで自分が「イエス」と言ったら、欲よく望ぼうのままに突っ走ろうとするかもしれない。穏やかな笑えみを浮うかべている彼が、紳しん士しの仮面を被かぶった獣けものではないという証しよう拠こはないのだ。

　こんな筋きん骨こつ逞たくましい男性に力ちから尽ずくで迫られたりしたら、自分はとても太た刀ち打うちできない──。

「……月曜までに課題を仕上げなくてはいけないんです。だから明日は無理です」

　目をそらし、硬い声で告げる。

「じゃあ来週の土曜日は？」

「……わかりません」

　瑛には、それが精せい一いつ杯ぱいだった。

　二度と会わないと決めるのはまだ早い。かといって、デートの約束を取りつけるほど積極的にもなれなかった。

　自分に今必要なのは、じっくり考える時間だ。

「じゃあ金曜日に電話していいかな」

　俯いているのでロッドがどんな表情をしているのかわからなかったが、少なくとも不ふ機き嫌げんな様子ではなかった。

「…………ええ。コーヒーご馳ち走そうさまでした」

　早口で言って、よろめきながら席を立つ。

「じゃあ金曜日に」

　ロッドの言葉に目をそらしたまま軽く頷き、屈かがんでマックスの頭を撫なでる。

「じゃあね、マックス」

　我ながら可愛かわいげのない態度だと思いつつ、瑛はそそくさと店をあとにした。







　大学に着き、図書館に入ろうとしたところで、バッグの中でスマートフォンが低く唸うなるように震ふるえ始めた。

（ひょっとして……ロッド？）

　先ほどのことで、何か予定の変へん更こうがあったのだろうか。

　急いでスマホを取り出して画面を見ると、電話をかけてきたのは従兄いとこのレンだった。少々拍ひよう子し抜ぬけして、人けのないベンチに移動してから液えき晶しよう画面をタップする。

「もしもし？」

『おう、瑛？　久しぶり！　元気か？』

　三十を過ぎた今も、相変わらずテンションの高いしゃべり方だ。顔をしかめて、瑛は耳から少しスマホを離はなした。

「うん。元気だよ。珍めずらしいね、レンが土曜の午前中に起きてるなんて」

『ははっ、まあな。あのさ、もし暇ひまだったらこれからダウンタウンまで出てこないか？　一いつ緒しよにランチでもどう？』

「うーん、嬉うれしいけど、月曜までに課題仕上げなきゃならないんだ」

『じゃあ月曜の夜は？　俺がそっちに行ってもいいよ』

「いいけど、どうかしたの？」

『うん、まあ、ちょっと頼たのみたいことがあってさ』

「翻ほん訳やく？　いいよ」

　レンは日本語を話すことができるので、ボストン在住の日本人や日系企き業ぎようから依い頼らいが来ることがある。ただし読み書きはあまり得意でないので、報告書の翻訳はたいてい瑛の役目だ。

『ちょっと違ちがうんだけど、ま、そんな感じ。詳くわしいことは会ってから話すよ』

「わかった。それじゃ、月曜に授業が終わってから電話するね」

『ああ、待ってるよ』

　電話を切って、ベンチの背にもたれて目を閉じる。

　頭の中は、ロッドのことでいっぱいだった。

〝あまり深刻に考えずに誘いに乗ればよかったのかもしれない〟という気持ちと、〝いや、やはり断ってよかったのだ〟という気持ちが、交こう互ごに浮うかんでは消えてゆく。

（……こういうの、慣れてないし）

　デートの経験は、一応何度かある。

　初デートは高校生のとき。同じ科学クラブのメンバーだった女の子に、一緒にプロムに行く相手がいないからとエスコート役を頼まれた。

　それはまだいい。互たがいに恋れん愛あい感情がないのははっきりわかっていたし、友達として楽しい時間を過ごすことができたから。

　そこから先は、悪い思い出ばかりだ。

　大学に入ってすぐの頃ころ、上級生の男子学生に誘われて映画に行ったことがある。

　ガラガラの客席の片かた隅すみでいきなり体を触さわられ、驚おどろいた瑛は彼を突き飛ばして映画館から逃にげ出した。

　その男は謝るどころか、『俺がそういうつもりで誘ってるんだってわかっててついてきたんだろう？』と言って瑛をなじった。

　そういうつもりで誘っていたのだとは、まったく気づかなかった。

　くどくどと非難され、当時は彼の言うことが正しくて鈍にぶい自分が悪かったのだと思ってしまったが、思い出すたびに腹立たしさがこみ上げてくる。

　彼はデートだなんてひと言も言わなかったし、好きだとかつき合ってくれとも言わなかった。恋愛に疎うとい瑛にそういうサインを見み逃のがすなと言われても無理な話だ。

　それだけでもダメージが大きかったのに、そのあとカイルの一件があり、さらにだめ押しのような一件が重なって、瑛の恋愛恐きよう怖ふ症しようはどんどん悪化していった。

（ほんと、嫌いやな思い出ばかりだ……）

　カイルに傷つけられた心が回復に向かっていた頃、夏期講習で知り合った同級生と、ちょっといい雰ふん囲い気きになったことがある。

　彼は優やさしくて紳士的で、『きみのことが好きになった』と甘く囁ささやいてくれた。

　その言葉に噓うそはなかったのかもしれない。けれど深い関係になる前に、彼には他ほかにもつき合っている女性がいることを知ってしまった。

　そのときの経けい緯いも最悪だ。洒しや落れたバーでのデート中、彼女とばったり鉢はち合あわせした彼は、ひどく慌あわてた様子で瑛のことを『友達だ』と紹しよう介かいした。

　そして瑛に彼女のことを恋こい人びとだと紹介し……二ふた股またをかけられていたことを知った瑛は、黙だまって彼にグラスのビールをぶちまけて立ち去った。

　ふうっとため息をつき、宙を見上げる。

　今のところ、ロッドはこれまでの最低男たちよりはましだ。

　いきなり体をまさぐってきたりしないし、瑛に対する正直な気持ちも打ち明けてくれた。

（だけど、他につき合っている人がいるかもしれないし、つき合ってなくても遊びの関係の人がいるかもしれないし）

　昔から瑛はロッドのようなタイプ──高校のアメフトチームのスター選手のようなタイプを信用していない。

　黙っていても次から次へと女性たちが群がってくるような男性は、まず間ま違ちがいなく遊んでいるものだ。少なくとも、瑛の知っている体育会系のイケメンは皆みなそうだった。

　世の中には、いっときの恋愛を後あと腐くされなく楽しめればそれでいいという考え方の人もいる。

　けれど、瑛はそうではない。

（レンにはお堅かたいって言われるけど……僕は自分の主義を変えるつもりはないし）

　いつのまにか眉み間けんに皺しわが寄っていることに気づき、人さし指を押し当ててぐりぐりと揉もみほぐす。

　あれこれ考えすぎず、ロッドとのことは流れに任せたほうがいいかもしれない。

　もし彼との間に縁えんがあるならうまくいくだろうし、そうでなければ縁がなかったということだ。

（同じ街に住んでるんだし、またどこかでばったり会ったりするかもしれないし……）

　そのときの直感を信じて行動するしかない。

　ぐりぐりしすぎて眉間が痛くなり、瑛は両手で顔を覆おおった。
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　──月曜日の夜七時。

　アパートの部屋を訪おとずれたレンを、瑛は笑え顔がおで出で迎むかえた。

「いらっしゃい。ここ来るの久しぶりだよね」

「ああ、相変わらず部屋も瑛も綺き麗れいだな」

　垂れた目め尻じりに皺を寄せ、レンが大おお袈げ裟さに手を広げてみせる。

　そう言うレンも、なかなかの美青年だ。褐かつ色しよくの巻き毛、茶色い瞳ひとみ、甘い顔立ちはアメリカ人の父親に似て彫ほりが深く、知らない人が見たら日米ハーフだとは気づかないだろう。百八十センチのひょろりと瘦やせた体に黒い革かわのジャケットとブラックジーンズがよく似合っており、アーティストかミュージシャンのような雰囲気を漂ただよわせている。

「これ、お土産みやげ」

「ありがとう。座って、もうすぐ焼き上がるから」

　レンからワインのボトルを受け取って、瑛は小さなダイニングテーブルに彼を招いた。

「美味うまそうな匂におい。もしかしてラザニア？」

　ジャケットを脱ぬいで椅い子すの背に掛かけ、レンがオーブンを覗のぞき込む。

「そう、伯母おばさんに習ったレシピだよ」

「それは楽しみだ。ここんとこ忙いそがしくて実家帰ってないから、食べるの久しぶり」

「そうなの？　僕もクリスマス以来ご無ぶ沙さ汰たしてるけど」

「ん？　おまえ、犬飼い始めたのか？」

　キッチンの隅すみに置いてあるドッグフードの袋ふくろに目をとめて、レンが怪け訝げんそうに振ふり返る。

「ううん、少しだけ迷子犬を預かってたときのだよ。まだだいぶ残ってて捨てるのもったいないから、ビリーへのお土産に持って帰ってくれない？」

「ビリー？　ううーん……あいつは好き嫌きらい激しいから……」

「そっか。じゃあ大学の友達に訊きいてみる」

　キッチンミトンを嵌はめて、オーブンから熱々のキャセロールを取り出す。お手製のラザニアは、ちょうどいい感じにこんがりと焼き色がついていた。

「迷子犬、預かったんだ。なんか意外だな。おまえは犬が嫌いなのかと思ってた」

「犬は好きだよ。ビリーのことが、ちょっと苦手なだけで」

　レンの顔を見上げて〝ちょっと〟を強調してみせると、レンが苦く笑しようした。

「ああ、まあ、あいつはあれだ。うちの親にもあの犬は二度と連れてくるなって言われてるからな」

　ワインのコルクを抜ぬいてグラスに注ぎ、レンが肩かたをすくめてみせる。

「あのさ……ジェファーソン＆コーネル法律事務所って知ってる？」

　ラザニアを皿に取り分けながら、瑛はさりげなく切り出した。

「知ってるよ。十数年前にやり手の弁護士ふたり組が老舗しにせ法律事務所から独立して作った事務所で、今じゃボストンで一、二を争う大手だ。なんで？」

「ん……迷子犬の飼い主が、そこの弁護士だったから」

「へえ、そうなんだ。やっぱりいかにもエリートの、上から目線で嫌みったらしい話し方をするやつだった？」

　保険調査員時代にいろいろあったらしく、レンは弁護士が嫌いだ。鼻の頭に皺を寄せていかにも嫌そうな顔をするので、瑛はくすくす笑った。

「ううん、感じのいい人だったよ」

「女？　女だったらツンと澄すました高飛車タイプもありだな」

「男だよ」

「なんだ。さ、熱いうちに食べようぜ。お腹なかぺこぺこなんだ」

　男と聞いて、興味を失ったらしい。フォークを手に、レンはいそいそとラザニアを口に運び始めた。

「美味い！　おまえ、ほんと料理上手だな」

「伯母さんにみっちり教わったからね」

　冷れい凍とう食品やファストフードも嫌いではないが、やはり手作りがいちばん美味おいしい。美味しいものを食べたければ、作れるように努力するしかない。そう考えて、伯母の家に下宿していたときに積極的に手伝いをして、日米双そう方ほうの家庭料理をひと通り作れるようになった。

「俺も習ったけど、からきしだめだ。このサラダもすごく美味いよ。この味はお袋オリジナルの醬しよう油ゆドレッシングだな」

「ところで話って何？　なんか僕に頼たのみたいことがあるんでしょう？」

　ワイングラスを傾かたむけながら、瑛はレンに問いかけた。

　ロッドのことをそれとなく相談してみようかと思ったが、それは食事のあとでいい。まずはレンの用件が先だ。

「うん、ちょっと仕事のアシスタントを頼みたいと思って」

　フォークを置いて、レンが瑛に向き直る。

「アシスタント？　どんな仕事かにもよるけど……」

　レンの探たん偵てい事務所の主な仕事は素行調査だ。配はい偶ぐう者しやの浮うわ気き相手をつきとめて欲しい、裁判の証人の信用を損そこなうような材料を探さぐって欲しい、姿なきストーカーの正体を暴あばいて欲しいなどなど、いろいろな依い頼らいがあるらしい。

　瑛が手伝ったことがあるのはそういった調査の報告書をタイプしたり翻ほん訳やくしたりする事務作業だけで、実際の調査に立ち会ったことはまだない。

「前にも言ったよな、世の中には探偵事務所を便利屋と勘かん違ちがいしてる人がいるって」

「うん。ペットの捜そう索さくとかゴミ屋や敷しきの片付けとかしたって言ってたね」

「それはまだいいほうだ。女性の口説き方を教えてくれとか、ひとりでストリップクラブに行くのが不安だから付き添そって欲しいとか、それ探偵事務所に頼むことか？　って依頼も結構多い」

「それは……いろいろ大変そうだね」

「ああ、だけど選えり好みなんてしてられないからな。俺は頼まれた仕事は基本的に受けることにしている」

「それで、僕に頼みたいのはどういう仕事なの？」

　やけに前置きが長いのが気になって、少々不安な面おも持もちで瑛はレンを促うながした。

「今回の依頼はすごく条件がいいんだ。依頼人はリッチな実業家で、成功報ほう酬しゆうもたっぷりはずむと言ってくれている。だから、絶対に、引き受けたい」

　一語一語区切るように言われて、瑛はごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

「なに、簡単な仕事さ。土曜の夜にとあるお屋敷のパーティに行って、誰だれにも気づかれないように、ある物をある場所に置いてくるだけだ」

「……ちょっと待って。まさか、爆ばく弾だんとかじゃないよね？」

「違ちがう違う！　えーと、これから話すことは誰にも言わないでくれよ」

　グラスに残ったワインを飲み干し、こくりと頷うなずく。

　レンが空になった瑛のグラスにワインを注ぎ、ついでに自分のグラスにもたっぷりと注ぎ足した。

「その実業家には高校生の息子むすこがいてだな。二週間ほど前に友達の親が所有する別べつ荘そうでパーティがあって、そこで酔よっぱらって羽目を外したらしいんだ」

　よくある話だ。親の留守中に高校生の息子や娘むすめがパーティを開き、家をめちゃめちゃにされたという話は何度も聞いたことがある。

（僕は真面目まじめなガリ勉タイプだったから、そういうのに呼ばれたことはなかったけど）

　瑛が参加したのは学校主しゆ催さいのパーティと、せいぜい友達の誕生日パーティくらいだ。もちろんアルコール抜きの健全なパーティで、羽目を外したことなど一度もない。

「何か壊こわしたの？」

　サラダを口に運びながら尋たずねる。〝高校生のパーティ〟〝酔って羽目を外した〟……どうやらあまり楽しい仕事ではなさそうな雰ふん囲い気きだ。

「それよりちょっと込み入っててな。別荘にあったアンティークの嗅かぎ煙草たばこ入れを、無断で持ち帰ってしまったらしい。依頼人の妻が息子の部屋で発見して問い詰つめたら、持ち出したことを認めたそうだ」

「……それって盗ぬすんだってことだよね」

「本人は盗んだわけではないと言ってるそうだ。酔って分別をなくし、綺麗だったからついつい持ち帰ってしまったと」

　それを盗んだと言うのではないだろうか。甘ったれた言い訳に、瑛は顔をしかめた。

「きちんと謝って返すしかないね」

「それが、そういうわけにはいかないらしいんだ。その嗅ぎ煙草入れってのは宝石がついている値打ちもので、ウィスキーをひと瓶びんくすねたとかそういうレベルじゃない。おまけに悪いことに、依頼人とその別荘の持ち主はあまり良好な関係とは言い難がたい間あいだ柄がらだそうで」

　レンのもったいつけた言い方に、瑛は苦笑した。

「つまり、謝って許してもらえるような感じじゃないってこと？」

「そのとおり。そこで俺たちの出番だ。今週の土曜日に、その別荘でパーティが開かれることになっている。今度は高校生のどんちゃん騒さわぎじゃなくて、親が主催のフォーマルなパーティだ。俺たちの任務は、パーティに潜せん入にゆうして嗅ぎ煙草入れをこっそり元あった場所に戻もどしておくこと」

「それってやばくない？　もう盗とう難なん届とか出されてるだろうから、持ってるとこ見つかったらレンが犯人にされちゃうよ」

「いや、別荘主はまだ紛ふん失しつに気づいていない。メイドが掃そう除じに来て、パーティをやったことはばれたみたいだけどな。で、依頼人としては、別荘主が気づく前に一刻も早く返したいと」

「なるほど……息子に窃せつ盗とうの前科をつけるわけにはいかないって思ったわけだね」

「そういうこと。なあ、頼むよ。前ぜん途とある高校生がほんの出来心でやったことだ。彼の未来のために、ちょこっと汚お点てんを拭ふき取る作業だと思えばいい」

「レンひとりでもできるんじゃない？」

　どうにも気乗りしなくて突つき放すと、レンが大おお袈げ裟さに顔をしかめた。

「わかってないな。フォーマルなパーティってのは男女同どう伴はんが基本なんだよ。そういう場でひとりだと、悪目立ちしちまう」

「ちょっと待って。男女？」

「そう、男女。ゲイカップルを否定するわけじゃないが、今回の任務の性質上、目立つことは避さけたい」

「……まさかと思うけど、僕に女装しろって言ってるの？」

「大当たり」

「嫌いやだよ……！　っていうか、普ふ通つうに女性を同伴すればいいじゃない！　アマンダは？　彼女、パーティは嫌きらいじゃないでしょう？」

「…………」

　アマンダの名前を出したとたん、レンがひどく悲しげな表情になった。瑛の目を見つめ、長々と陰いん鬱うつなため息を漏もらす。

「どうしたの？　何かあったの？」

「実は俺……アマンダと別れたんだ」

「ええっ、そうなの？　いつ？」

「先月。他ほかに好きな男ができたって、荷物まとめて出ていった……」

　テーブルに肘ひじを乗せ、レンはがっくりと項うな垂だれた。

「そうだったんだ……それは残念だね」

　心から同情し、瑛はそっと手を伸のばしてレンの手に触ふれた。

「相手は証券会社に勤めてるエリートだって。当然俺より稼かせぎもよくて、郊こう外がいに一いつ軒けん家やを持ってるってさ。アマンダは結けつ婚こんしたがってて、だけど俺が長年煮にえ切らない態度でいたから……」

「きっとレンにもいい人が見つかるよ」

「彼女、別れるときに俺のだめなところをひとつひとつ挙げていったんだ。全部で八つ……いや、十だったかもしれない。五つ目くらいから何言われたのか全然覚えてなくて……当分立ち直れないよ……」

「誰にだってだめなところはあるよ。それに、いいところもいっぱいある」

「俺にもある？」

　がばっと顔を上げたレンに問いかけられ、瑛はうっと言葉を詰まらせた。

「えっと……ほら、僕が伯母おばさんちに下宿してたとき、心配して週末ごとに様子見に来てくれたでしょう？　日本で不登校になったあとだったから、いろいろ不安で……レンがあちこち連れてってくれたり馬ば鹿か言って笑わせてくれたりして、おかげですごくリラックスできたよ」

「つき合い始めた頃ころ、アマンダにも言われたな……あなたと一いつ緒しよにいると楽しいって。でも別れるときには、あなたは口から出任せばかりで、自分の言ったことさえ忘れてるって……」

「ストップ。レンのいいところのひとつに、くよくよしないってのがあったはずだよ」

「そうだけど……今回はダメージでかすぎて無理」

「そう言わないで。ええと、レンにはビリーがいるじゃない、ね？」

　落ち込んでいるときにはビリーの騒そう々ぞうしさや図ずう々ずうしさが案外慰なぐさめになるかもしれない。そう思って口にしたのだが、レンはいっそう悲しげな表情になった。

「……ビリーはアマンダが連れて行った……」

「え、そうなの？　それはよかっ……いや、残念だ。えーと……そうだ、よく言うじゃない、仕事に没ぼつ頭とうすれば、つらいことを忘れられるかも」

　レンが上うわ目め遣づかいでちらりと瑛の顔を見やる。

「そう思うなら、協力してくれよ……」

「いやあの、ぜひそうしたいけど、女装は無理だよ。アマンダがだめなら他を当たればいいじゃない。女優の卵を雇やとうとかさ」

「無理。わかってくれよ、瑛。俺は今、猛もう烈れつな女性不信に陥おちいってるんだ。行きつけの食堂のウェイトレスがこっちを見ただけで、彼女俺のこと見下してるんじゃないかってびくびくしちまう。女友達にも会いたくないし、ましてや初対面の女性なんて、怖こわくてとても話せないよ」

「……重じゆう症しようだね」

　アマンダに手ひどくふられて、かなりまいっているらしい。

　カイルの一件で瑛も他人に対して恐きよう怖ふ感かんを覚えていた時期があったので、レンが女性との接せつ触しよくを嫌いやがる気持ちも理解できた。

「でもさ……実際問題、僕の女装じゃ無理があると思うよ」

「何言ってるんだ。ハロウィンのときの仮装、完かん璧ぺきだったじゃないか」

「あ、あれは、アマンダが無理やり……」

　うっかりアマンダの名前を出してしまい、慌あわてて口を噤つぐむ。

　──一昨年おととしのハロウィン、レンとアマンダが開いたハロウィンパーティに招かれた瑛は、不本意ながら女装する羽目になってしまった。

　アマンダはプロのメイクアップアーティストだ。初対面のときから瑛の顔をいたく気に入っており、何度もメイクさせてくれとせがまれた。そのたびにやんわりとかわしていたのだが、ハロウィンパーティでついにアマンダの策略にはまってしまった。

『私が着ようと思って買ったコスチュームなんだけど、サイズが合わなくて。せっかくだから、瑛、着てくれる？』

『でもこれ……女物でしょう？』

『いいえ、エルフよ。妖よう精せいだから男でも女でもないの』

　あれよあれよというまに当時ヒットしていたファンタジー映画の衣い裳しようを着せられ、『役に合わせてちょっとだけ』のはずが、しっかりメイクされてしまった。

　その結果、どこからどう見ても少女にしか見えない顔にされてしまい……。

『思ったとおり、すごく化け粧しよう映ばえのする顔立ちだわ。人形にして飾かざっておきたいくらい』

　そう言ってアマンダは喜んでいたが、女装趣しゆ味みのない瑛にとっては楽しいとは言い難い思い出だ。

「なあ頼たのむよ。実を言うと、アマンダが出てったから家賃の支し払はらいが苦しくてさ……この仕事の報ほう酬しゆうがあれば、かなり助かるんだ」

「…………」

　そう言われては、瑛には断ることができなかった。

　伯母夫ふう婦ふには世話になったし、レンにも感謝している。恩を返すと思って、引き受けるしかない。

「……わかったよ」

「やった！　実はアマンダが瑛に着せたいって買っておいたドレスもあるんだ。アマンダが選んだやつだから、絶対似合うと思う」

　さっきまで見せていた暗い表情が噓うそのように、レンが晴れやかな笑え顔がおで両手を揉もみ合わせる。

（……本当にアマンダにふられて落ち込んでいるんだろうか……）

　少々不信感を覚えつつ、瑛は引きつった笑みを浮うかべた。
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「瑛、起きろ。別べつ荘そうが見えてきたぞ」

　──ダウンタウンから車で約一時間。

　助手席でうとうとしていた瑛は、運転席のレンの声にはっとして目を開いた。

「あそこに見える建物？　うわ……映画に出てくるお金持ちの別荘そのものだね……」

　前方の高台にそびえ立つ白はく亜あの建物に、思わず声を上げる。

　思っていたよりも、ずっと大きい。敷しき地ちも広々としており、ちょっとしたリゾートホテルほどもありそうだ。

「ほんとにな。依い頼らい人によると、別荘主はＩＴ企き業ぎようの幹部らしい。まったく、羽は振ぶりがよさそうで羨うらやましいぜ」

　ぼやきながら速度を落とし、レンは車を路ろ肩かたに停とめた。

「さてと、門をくぐる前にもう一度おさらいだ」

「うん」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、レンのほうへ向き直る。

　今夜のレンは、万が一知り合いに会った場合に備えて軽く変装している。髪かみをぴっちり七三に分け、黒くろ縁ぶちの伊達だて眼鏡めがねをかけたレンは、いつもより少し老ふけて見えた。

「……何？　やっぱりおかしい……？」

　口をぽかんと開けたレンにまじまじと見つめられ、瑛は眉まゆ根ねを寄せた。

「違ちがう違う！　改めておまえの変身ぶりに感心してたんだよ。ほんと、ここまで完璧な美女に化けるとはな……」

「……アレハンドロの腕うでがいいからだね」

　数時間前、準備のためにダウンタウンのレンの事務所へ行くと、レンとアマンダの共通の友人であるアレハンドロが待ち構えていた。

　アレハンドロはプエルトリコ出身の美容師で、おねえ口調のゲイだ。短く刈かり上げた髪を金色に染めて両耳にいくつもピアスをし、常に右手の小指を立てている。

「うん、確かに。一昨年のハロウィンのときはふんわり美少女って感じだったけど、今夜はすごくセクシーだ」

「うわ、やめてよ……レンにそういうこと言われるとぞわっとする」

　顔をしかめ、瑛は落ち着かない気分で膝ひざの上のクラッチバッグをいじりまわした。

　レンが見とれてしまうのも仕方がない。瑛の女装は、アレハンドロの協力によってかなり完成度の高いものになっていた。

　アマンダが瑛に着せようと買っておいたドレスというのは、冬の夜空のようなミッドナイトブルーのロングドレスだった。

　さすがに肩かたや胸むな元もとを露ろ出しゆつするドレスは無理があると思ったのだろう。アマンダはハイネックの長なが袖そでを選んでいた。シースルーではあるが、一応袖そでがついていることに瑛はほっとした。

　ただし背中は大だい胆たんに露出するデザインで、腰こしまでほとんど裸はだか同然だ。

『なんて綺き麗れいな背中！　肩けん胛こう骨こつのラインが絶ぜつ妙みようだわ……！』

　アレハンドロは絶賛していたが、瘦やせた骨っぽい背中のどこがいいのか自分ではさっぱりわからない。

「ねえ、やっぱりウィッグ被かぶったほうがよかったんじゃない？」

　車のバックミラーを覗のぞきながら、レンに尋たずねる。

「いやいや、全然問題ない。そのほうがずっといいって」

　アレハンドロは数種類のウィッグを持参していた。しかしメイクを終えた顔を見て、これなら地毛をヘアジェルで撫なでつけてベリーショート風にしたほうがいいと言い出したのだ。

『そりゃあこのストレートの黒くろ髪かみのウィッグなんかすごく似合いそうだけど、完璧すぎてちょっと目立ちすぎちゃうのよね。目立ちたくないんだったら、こうやって額を出して髪を耳にかけるくらいがいいわ』

『ほんとだ。ウィッグなしでも充じゆう分ぶん美女に見えるよ』

　横で見ていたレンも、感心しながら頷うなずいていた。

　濃こいめのメイク、額を出したヘアスタイル、胸には控ひかえめなパッドを入れ、ネイルもばっちりだ。仕上げにアレハンドロが耳の横に花の形の髪かみ飾かざりをつけてくれたが、瑛はまだまだ不安だった。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、見た目は完かん璧ぺき。それにおまえは声も柔やわらかいから、男だと疑う要素ゼロだ。名前は？」

「えっと……メレディス・パーカー？」

「そう、俺はジョン・パーカー」

　タキシードの内ポケットから、レンがパーカー夫妻宛あての招待状の封ふう筒とうを取り出す。どうやって入手したのか謎なぞだが、依頼人が用意してくれたものだ。

　今夜のパーティは、別荘主である夫妻の結けつ婚こん二十周年を祝うものらしい。招待客が百人を超こえる大々的なパーティで、こっそり紛まぎれ込むにはまたとないチャンスだ。

「見取り図も、もう一度よく見て覚えておこう」

「うん」

　渡わたされた別荘の見取り図に目を落とし、頭に叩たたき込む。依頼人の息子むすこが記き憶おくを頼たよりに描かいた見取り図はかなり大おお雑ざつ把ぱでいい加減だが、何も情報がないよりはましだ。

「パーティの会場は、多分一階のこの広間とテラスのあたりだろう。書しよ斎さいは玄げん関かんホールを挟はさんだ反対側だ。もしかしたら書斎の隣となりの遊技室も開放してるかもしれないから、書斎に入るところを見られないよう気をつけよう」

「了りよう解かい」

　クラッチバッグを開けて、女物のスカーフで厳重にくるんだ嗅かぎ煙草たばこ入れを取り出す。

　指が細かく震ふるえていることに気づき、瑛はふうっと大きく息を吐はいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。自信を持って堂々とふるまっていれば、誰だれも怪あやしんだりしないさ」

「だといいんだけど」

「さあ、行こうか。今からおまえはメレディス・パーカーだ。いいな？」

　瑛がこくりと頷くと、レンもやや緊張した面持ちで静かに車を発進させた。







「いらっしゃいませ。招待状を拝見します」

　黒いスーツを着た警備係の中年男性がレンと瑛を素す早ばやく検分するように眺ながめ、慇いん懃ぎんな笑えみを浮かべた。

「招待状……どこに入れたかな。ああ、あったあった。これだ」

　レンがしなくてもいい小こ芝しば居いをしてみせるのを、瑛は隣で冷や冷やしながら見守った。

　しかし警備係は疑う様子もなく、封筒の表に目を走らせると、すぐにふたりを中に入れてくれた。

「ふう……とりあえず第一関門突とつ破ぱ」

　数メートル歩いてから、レンがぼそっと呟つぶやく。

「レ……ジョン、ふたりきりのときは日本語でって言ったでしょう」

　華きや奢しやなサンダルで慎しん重ちように玄関の石段を上りながら、瑛は小声で囁ささやいた。

「ああ、そうだったな。靴くつ、大丈夫か？」

「まあね……だいぶ慣れてきたし」

　アレハンドロの指導の下もと、レンの事務所内を歩きまわってコツは摑つかんだと思う。足は痛いが、いつもより視界が高いのはなかなか悪くない。

（女の人が踵かかとの高い靴を履はきたがる気持ち、ちょっとわかるかもな……）

　ヒールが八センチあるので、なんと今夜は身長百八十センチだ。レンと目線が同じで、いつも見下ろされている瑛としては実に気分がよかった。

（ロッドは百九十以上ありそうだから、八センチヒール履いてもまだまだ見下ろされちゃうだろうけど）

　女装姿の自分がロッドと並んだところを想像してしまい、慌あわてて振ふり払はらう。

　そんなこと、ありえるはずもない。くだらないことを考えていないで、任務に集中しなくては。

　玄関ホールに着くと、先客が数人立ち止まって談だん笑しようしていた。その横をすり抜ぬけて、奥の広間へ向かう。

　広間に入った瑛は、想像以上の広さに驚おどろいた。アンティークの嗅ぎ煙草入れから古めかしいイギリス風の屋や敷しきを想像していたのだが、家具や調度品もモダンなテイストでまとめられている。あちこちに飾かざられている花も、アレンジが前衛的だ。

「これだけ人がいれば、誰が誰だかさっぱりだな」

「ほんとに……すごいね、どこかのホテルみたい」

　男性はタキシード、女性はイブニングドレスに身を包み、笑いさざめいている。広間の隅すみにはグランドピアノが置かれ、年配の男性がジャズのスタンダードナンバーを奏かなでていた。

　ピアノの音ね色いろ、重なり合う話し声、むせ返るような香こう水すいの匂におい……広間に足を踏ふみ入れてまだ五分と経たっていないのに、早くも瑛はパーティの空気に飲まれつつあった。

「飲みものをもらってこよう」

「待って、任務が終わるまでアルコールはだめだよ」

「わかってる。飲むふりだ」

　レンが振り返り、軽くウィンクしてみせる。

（まあ確かに、大人の男性がジュースじゃかえって目立っちゃうかもだな）

　周囲を見み渡わたすと、ほとんどの人がシャンパンのグラスを手にしていた。

　任務が成功したら一いつ杯ぱいいただこうと決めて、瑛はそろりそろりと軽食の置いてあるテーブルに向かった。

「こんばんは、おひとりですか？」

「……っ」

　カナッペに手を伸のばしかけたところで、ふいに隣に立った誰かに話しかけられてぎょっとする。

　振り返ると、白髪しらが交じりの中年の紳しん士しが笑みを浮うかべて瑛を見つめていた。

「いえ……主人が一いつ緒しよです」

　なるべく高い声を出すよう意識して、短く答える。

「そうですか。以前どこかでお会いしましたかな？」

「いいえ、お会いするのは初めてだと思います」

　気持ちを落ち着かせようと、瑛はカナッペをひとつつまんで口に入れた。

「確かに、お会いするのは初めてだ。あなたのような美しい人は、一度会ったら決して忘れないでしょうから」

　ナンパの常じよう套とう句くに、瑛は背中にぞわっと鳥とり肌はだが立つのを感じた。なんとか笑みを作り、「お上手ですね」と答えて目をそらす。

「素す晴ばらしいパーティですな」

「ええ、本当に」

　舐なめるような視線が唇くちびるから胸むな元もと、そして細い腰こしのあたりに執しつ拗ようにまとわりついてくる。

　会場の年ねん齢れい層が全体的に高めなので、まさかこんなあからさまに粉をかけられるとは思わなかった。

（レン……っ、何してるんだよ、早く戻もどって来てよ……っ）

　会場を見渡すふりをしてレンを探すと、なんとレンはバーカウンターの前で若い女性と和なごやかに談笑していた。

（何してるんだよ……っ）

　アマンダにふられて女性恐きよう怖ふ症しようになったのではなかったのか。

「よかったら一曲ご一緒に……」

「すみません、失礼します」

　中年男の誘さそいを素早く遮さえぎり、瑛はつかつかとバーカウンターのほうへ向かった。

　しかし目の前を塞ふさいでいた人ひと垣がきが崩くずれて視界が開けたとたん、ぎくりとして立ち止まる。

（まさか……）

　レンから少し離はなれた場所で、ひときわ背の高い男性が、かたわらの女性に何か話しかけている。

　瑛の位置からは横顔しか見えないが、あれはロッドではないか──。

　慌てて踵きびすを返し、元いた場所へ戻ろうと人波をすり抜ける。が、軽食のテーブルのそばに先ほどのナンパ紳士がいることに気づき、大きな花か瓶びんの陰かげになっている目立たない場所へと身を寄せる。

　おそるおそる、花瓶の陰からバーカウンターを窺うかがい見る。

　間ま違ちがいない。やはりロッドだ。

　黒いタキシード姿のロッドは、いつにも増して威い風ふう堂どう々どうとして目立っていた。そして隣となりには、すらりとした長身の褐かつ色しよくの肌はだの美女が寄り添そっている。

（どういうこと？　あの人、いったい誰なんだろう）

　シャンパンのグラスを手に親しげに語り合うロッドと美女に、ひどく心がざわめいてしまう。

　──昨日の夜、約束どおりロッドから電話がかかってきた。

『すみません、明日あしたは従兄いとこの用事につき合わなくてはならなくなって』

　そう言って、瑛はロッドの誘いを断った。

『そうか……残念だ。また電話してもいいかな？』

『…………はい』

　ロッドとのことは金曜日までにいろいろ考えようと思っていたのだが、断る口実ができたので、考えることを先送りにしてしまった。

　土曜日に用事が入ってしまったのは、ロッドとの間に縁えんがなかったからだ。きっと神さまが、ロッドとデートするなと言っているのだろう。

　ゆうべはそう結論を出したのだが、ロッドと美女のカップルを見つめているうちに、自分はただ怖おじ気づいているだけなのだと気づく。

（僕は……誰だれかと親密な関係を築くのが怖こわいんだ）

　過去の出来事のせいで、傷つくのを怖おそれている。

　だから踏み出すことができず、縁があればいずれ……などというロマンティックな妄もう想そうに逃にげているのだ。

　現実には、瑛の超ちようスローなテンポに合わせてくれる男性などいない。

　現にロッドだって、瑛がデートに応じないからさっさと別の人とデートをしているではないか──。

「ここにいたのか、探したぞ」

　ふいに日本語で囁きかけられ、瑛はびくりとした。小こ脇わきに抱かかえていたクラッチバッグを落としそうになり、慌ててがっちりと摑み直す。

「どうした、顔が真っ青だぞ。気分悪いのか？」

　レンが気き遣づかわしげに瑛の顔を覗のぞき込む。

「え？　いや……うん、ちょっと来て」

　広間を出て、瑛はレンを廊ろう下かに連れ出した。

　玄げん関かんホールの手前の目立たない場所で立ち止まり、振ふり返る。

「まずいよ。知り合いがいる」

「え、知り合い？　誰？」

「さっきレンがバーカウンターのところで女の人と話してたでしょう？」

　小声で囁ささやくと、レンは少々ばつが悪そうな顔ででれっと鼻の下を伸ばした。

「ああ、あれは知り合いじゃない。人ひと違ちがいで声をかけられたんだけど、はいさようならってわけにもいかなくて、ちょっとおしゃべりしてただけ」

「その人じゃなくて、僕の知り合いがいたんだよ」

「え、どういうこと？」

　ようやくレンにも瑛の話が伝わったらしい。ふたりとも、日本語だとどうもちぐはぐしてしまう。

「こないだ迷子犬を預かったって言ったでしょう、その飼い主がいた」

「ジェファーソン＆コーネルの弁護士？」

　こくこくと頷うなずく。

「そんな、心配しなくたって、一回会ったきりの相手だろう？　絶対気づかないって。長年の親友だって、おまえだとは見み抜ぬけないさ」

「それはまあ……そうだろうけど」

　自分が濃こいメイクをして女装していることを、すっかり忘れていた。確かにこの姿では、まさか瑛だとは気づかないだろう。

「それでも、知り合いがいると思うと不安なんだ。早いところ片づけて、さっさと帰ろうよ」

「そうだな。まずは仕事を済ませないとな」

　レンも真顔になり、大きく頷く。

「さっきメイドを捕つかまえて、パーティの進行を訊きいておいたんだ。九時過ぎに広間で夫妻のスピーチがあるらしい。招待客が全員広間に集まるから、やるならその時間帯が狙ねらい目だな」

　さすが探たん偵てい事務所をやっているだけあって、レンはなかなか抜ぬけ目がなかった。

「あと、遊技室のことも尋たずねたら、今夜は開放していないそうだ」

「ってことは、多分書しよ斎さいも鍵かぎが閉まってるよね」

「テラス側からまわって、入れそうな扉とびらがないか調べてみる」

「わかった。僕も一緒に行く」

　ぎこちなく腕うでを絡からませて、瑛はレンとともに広間に戻った。

「念のために訊くけど、その弁護士ってどの人？」

「あそこのカウンターにいる背の高い人」

「あの、スーパーモデルみたいなアフリカ系美女と一緒にいる男？　へえ、なんかやけに迫はく力りよくあるな。弁護士っていうよりアクション映画の俳優みたい」

「いいから、早くテラスに出よう」

　レンを促うながし、瑛は広間から直接出られるようになっているテラスへ向かった。

　広々とした庭に面したテラスは、手すりに置かれたキャンドルが映はえるように、照明はかなり絞しぼってあった。

　まずは手すりに近づいて、庭を眺ながめるふりをしながら周囲を観察する。

　テラスは屋や敷しきの南側全体についているようだ。これなら玄関ホールを通らなくても、テラス伝いに書斎へ行くことができる。

「書斎って、あそこ？」

「多分。いちばん端はじっこの部屋がそうだろう」

　再び腕を組み、テラスをそぞろ歩きながら書斎のある方向へ向かう。

　幸いそんなところまで足を伸のばす物好きな客はいないようで、テラスの端には誰もいなかった。遊技室の前を通り過ぎると明かりもほとんど届かず、こっそり書斎に忍しのび寄るには好都合だった。

　書斎には、テラスから直接入れるようにガラスの扉がついていた。扉の脇わきに大きな鉢はち植うえの木があったので、その陰に滑すべり込んで中を覗き込む。

　カーテンは閉まっておらず、ガラス越ごしに室内の様子を窺い見ることができた。壁かべ一面の本ほん棚だな、大きなマホガニーのデスク……なかなか居い心ごこ地ちのよさそうな書斎だ。

「嗅かぎ煙草たばこ入れが入れてあったキャビネットってのは、あれだな」

「他ほかにキャビネットないし、あれだろうね」

「まさか、開いてないよなあ……」

　念のために手て袋ぶくろを嵌はめ、レンがそっと扉のノブをまわしてみる。当然ながら、鍵はしっかりとかかっていた。

「これくらいの鍵ならピッキングできるけど……セキュリティシステムどうなってるのかな」

「警報鳴ったりするのは勘かん弁べんしてよ」

「わかってるって」

　レンが小型のペンライトを取り出し、ドアの周囲を念入りに調べる。

　そのとき、ふいにがちゃがちゃと金属が擦こすれ合うような物音が聞こえてきた。

（何!?）

　レンが素す早ばやくペンライトを消し、瑛の腕を摑つかんで窓の下にしゃがみ込む。

　明かりが点つき、誰かが書斎に入ってドアを閉めたらしい気配が伝わってくる。

　どきどきして口から心臓が飛び出しそうだった。こんなところを見つかったら、忍び込もうとしていたのがばれてしまう──。

　窓の下に座り込んで固まっている瑛とは対照的に、レンは落ち着いていた。音を立てないように扉へ近づき、そっと中を覗き込んでいる。

「……この別べつ荘そうの主あるじのマイルズだ。何か取りに来たんだろう。慌あわてた感じでデスクの引き出しを探さぐってる」

「…………」

　首だけ動かして、レンのほうを見やる。

「スピーチの原げん稿こうかな？　いや、小切手帳か？」

「レン、実じつ況きようはいいよ、静かにして」

「おっと、探しものが見つかったみたいだ。封ふう筒とうを抱かかえて書斎を出て行く」

　瑛の耳にも、書斎のドアを閉めるばたんという音が聞こえた。

　同時にレンが立ち上がり、扉から中を覗き込む。

「瑛！　チャンスだぞ！　マイルズは慌てていて、引き出しの鍵はかけたがドアの鍵をかけ忘れていった！」

「それって、また戻もどってくるからじゃないの？」

「かもしれん。けど足止めはできる。おまえ、廊下側の扉から入って嗅ぎ煙草入れを戻してきてくれ。俺はマイルズを見張って、書斎に戻ろうとしたらなんとかそれを阻そ止しする」

「わかった……っ」

　立ち上がり、脱ぬげかけていた靴くつをしっかり履はき直す。

　一刻も早く仕事を終わらせて、ここから立ち去りたい。意を決し、瑛はさりげなさを装よそおってレンと広間へ急いだ。







　広間は先ほどよりも人が増えてごった返していた。

　ざっと見み渡わたす限り、ロッドの姿は見当たらない。

「いた。マイルズは誰だれかに封筒を渡わたしている。何か話し込んでる様子だ」

「じゃあ行ってくる」

「もし廊ろう下か側から出られそうになかったら、テラスの扉から出てもいい。鍵はあとでなんとかする」

「了りよう解かい」

　クラッチバッグをしっかりと抱え、瑛は書斎へ急いだ。

　玄関ホールには何人か立ち話をしている客がいたが、誰にも見み咎とがめられることなく書斎側の廊下へ進むことができた。遊技室のそばに化け粧しよう室があり、まずはそこへ入って、中に人がいないのを確かく認にんしてから腕うで時ど計けいに目をやる。

　八時五十分……微び妙みような時間だ。

　スピーチの前に、マイルズは鍵をかけ忘れたことを思い出して戻ってくるかもしれない。

（そうなったら、レンがなんとかしてくれる）

　レンならわざとぶつかってシャンパンをかけたり、知り合いのふりをして話しかけたりする芝しば居いはお手のものだ。

　前に報告書の翻ほん訳やくを手伝いに行ったとき、レンが宅配便の業者を装って電話をかけ、相手からいとも簡単に情報を聞き出しているのを目まの当たりにしたことがある。あれはなかなかの名演技だった。

　バッグからレースの手袋を取り出し、両手にしっかりと嵌める。

　深呼吸をして、瑛は化粧室をあとにした。

　書斎の扉は斜ななめ向かいだ。玄げん関かんホールに先ほど瑛をナンパしようとした男が立っていてぎくりとするが、彼はスマホの操作に夢中で顔を上げようともしなかった。

（今だ……！）

　早足で書斎のドアに近づき、ノブをまわす。

　素早く中に滑り込み、瑛は静かにドアを閉めた。

　胸がどきどきしている。不安と恐きよう怖ふ──そして奇き妙みような高こう揚よう感かん。

　急いでキャビネットに近づいてガラス扉を開け、クラッチバッグからスカーフに包まれた嗅ぎ煙草入れを取り出す。

　マイルズ氏がコレクションしているらしく、キャビネットの中にはさまざまな色や形の嗅ぎ煙草入れが等とう間かん隔かくに並べてあった。一いつ箇か所しよ不自然な隙すき間まがあるのは、多分ここに盗ぬすまれた嗅ぎ煙草入れが置いてあったからだろう。

（あと少し……あと少しだ。最後まで、慎しん重ちように……）

　スカーフの中から嗅ぎ煙草入れを取り出し、空いたスペースにそっと置く。

（任務完かん了りよう！）

　キャビネットの扉とびらを閉めて、瑛は詰つめていた息を吐はき出した。

　あとは誰にも見つからないようにここを出て行くだけだ。

　入ってきたときと同じように、慎重に絨じゆう毯たんを踏ふみしめながらドアに向かう。

　まずはドアを細く開いて、廊下に誰もいないことを確かめてから……。

「……っ！」

　ドアまであと二メートルほどのところで、ふいに廊下側から誰かがドアを押し開けた。

　全身が凍こおりつき、その場に立ちすくむ。

　予期せぬ出来事は、まるでホラー映画のクライマックスのように瑛を恐怖のどん底に突つき落とした。

「……瑛、こんなところで何をしているんだ？」

　穏おだやかで深みのある声が、怪け訝げんそうに問いかけてくる。

　ゆっくりと視線を上げた瑛は、目の前に立ちはだかるロッドの姿に、文字どおり飛び上がりそうになった。　>>>♥

（なんでここに!?　ああそうか、ロッドもこのパーティに来てて……でもどうして？）

　今の状じよう況きようがよくわからなくて混乱する。

　ダークグリーンの瞳ひとみに見つめられ、瑛はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすしかなかった。

「瑛？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　微び動どうだにしない瑛が心配になったのだろう。ロッドが後ろ手に書しよ斎さいのドアを閉め、つかつかと歩み寄ってきた。

「……っ」

　目の前で指を振ふられた瞬しゆん間かん、体を凍りつかせていた魔ま法ほうがとけてゆく。

　我に返り、瑛は自分が置かれている状況を正確に思い出した。

「…………どなたかと、お間ま違ちがえでは」

　掠かすれた声で、そう呟つぶやく。

　そうだ、自分は今、メレディス・パーカーなのだ。なぜロッドにばれてしまったのかわからないが、しらを切り通すしかない。

　瑛の返事にぽかんとし、それからロッドは実に可笑おかしそうにくすくすと笑い始めた。

「何を言ってるんだ、瑛。俺がきみを見間違えるはずはない」

　自信満々に言われて、急速に自信が薄うすれてゆく。

　レンは「絶対ばれない」と力説していたが、あれは瑛を勇気づけるための噓うそだったのだろうか……。

（どうしよう……どうしたら……）

　こういう場合、まずは基本に立ち帰ることが肝かん心じんだ。

　必死で頭をフル回転させて、今いちばん大事なのは一刻も早く書斎から立ち去ることだということを思い出す。

　ロッドのことをあれこれ考えている場合ではない。まずはこの場を切り抜ぬけ、彼のことはアパートに帰ってひとりになってからゆっくり考えるのだ──。

「……いいえ、本当に、人違いです」

　うわごとのようにくり返し、瑛はロッドの横をすり抜けるようにしてドアに向かった。

　しかしすれ違いざまに腕うでを摑つかまれて、足元がぐらりと傾かたむいてしまう。

「おっと、大丈夫か？　これはまた、ずいぶんと高いヒールを履いてるんだな」

「離はなしてください……っ」

「ああ、やっぱり瑛だ。ここにほくろがある」

「ひゃ……っ！」

　右の耳の下、首と顎あごの境目あたりをするりと撫なでられて、思わず小さな悲鳴が漏もれてしまった。

　慌あわてて不ふ埒らちな手を振り払はらい、数歩あとずさる。

「……っ」

　無意識にロッドに触ふれられた場所を手で押さえると、まるでそこに心臓があるかのようにどくどくと脈打っていた。

　そこにほくろがあることすら忘れていた。たった二回会っただけなのに、そんな細かいところまで見て覚えているなんて、ロッドはどうかしている。

「きみは気づいていないようだが、もうひとつきみが瑛に違いないという証しよう拠こがある」

　まるで弁護士みたいな口ぶりだ。

　いや、ロッドは弁護士なのだから当然か。

　頭がぼうっとして、視線が定まらない。気がつくと、ロッドがすぐ目の前まで迫せまっていた。

　ヒールのせいで、ロッドの顔がいつもより間近に見える。肉感的な唇くちびるがにやりと笑えみの形を作るのを、瑛はただ魅み入いられたように見つめるしかなかった。

「俺が近寄ると赤くなるのも、きみが瑛である証拠だ」

　言われた言葉の意味を理解した瞬間、瑛は髪かみの毛の先まで赤く染まるのを感じた。

　ロッドは気づいていたのだ。瑛がロッドを意識し、密ひそかにときめいていたことに。

（違う！　決してときめいていたわけではなく、他人との接せつ触しよくに慣れてないから……！）

　心の中で否定するが、大学の友人や教師に近寄られてもいちいち赤くなったりしないことに思い当たり、全身の血が沸ふつ騰とうする。

「……あ、あなたのそういうところが嫌いやなんです！」

　恥はずかしさのあまり、瑛は拳こぶしを握にぎり締しめて叫さけんだ。

　わかっている。これは逆ギレというやつだ。変装ばかりでなく、気づかないふりをしていた心のうちまで暴あばかれて、ロッドに八つ当たりをしている。

　ロッドが驚おどろいたように目を見開き……それからゆっくりと穏やかな笑みを浮うかべた。

「どういうところ？」

「……こういう格好でここにいるということは、何か事情があるんだなと察してください」

「で、見て見ぬふりをしろと？」

　こくりと頷うなずくと、ロッドはくすりと笑った。

「これがきみ以外の誰だれかだったら、俺も見て見ぬふりをしたかもしれない。でも、他ほかでもないきみだから」

　優やさしく諭さとすように語りかけられ、瑛の心はぐらりと揺ゆれた。

　こんなときに「きみは特別だ」みたいな言い方をするなんて、ずるいではないか。

「きみのことは全部知っておきたいんだ。困っているなら助けたいし、悪の道に進もうとしているのなら手を引っ張って連れ戻もどしたい。だからその事情とやらを説明してくれるまで、きみをここから逃にがす気はない」

　口調は穏やかだが、ロッドの視線は鋭するどかった。

　いつもなら怖こわいと思ってしまっただろうが、慣れない仕事に緊きん張ちようし、気持ちが張り詰めている今、ロッドがひどく頼たのもしく見えた。

　何もかも打ち明けて、すがりつきたくなってしまうほどに……。

「……っ！」

　広間でマイルズ夫妻のスピーチが始まったらしい。マイクを通した声と拍はく手しゆが書斎にも聞こえてきた。

「急がないと、スピーチが終わったら帰り始める客もいる。ここからこっそり抜け出したいんだろう？」

「…………」

　こくりと頷く。

　それでもまだ打ち明ける決心がつかなくて左右に視線を泳がせていると、ロッドがそっと瑛の腕を取った。

「おいで」

　肩かたに手をまわされて、瑛はびくびくと震ふるえた。

「そんなに怖がらないでくれよ。責めるつもりはない。ただきみを守りたいだけなんだ」

　ロッドが苦く笑しようし、手近にあった肘ひじ掛かけ椅い子すに瑛を座らせた。

　そして書しよ棚だなのそばにあった脚きや立たつを持ってきて瑛の前に置き、逃げ道を塞ふさぐようにどっかりと跨またがる。

「…………ちょっと、書斎を覗のぞいてみたかっただけです」

「その格好はどう説明するんだ？」

「それは……」

「瑛」

　ダークグリーンの瞳に見つめられ、ついに瑛は観念した。

「……従兄いとこが、探たん偵てい事務所をやっているんです。それで、今日はその仕事の手伝いを」

「さっきテラスで一いつ緒しよにいた眼鏡の男性？」

「そうです。……え、気づいてたんですか？」

「もちろん。遠目だったが、すぐにきみだとわかったよ。まあいつもとかなり感じが違うから、少々驚いたけどね」

「従兄には、絶対ばれないって保証されたんですけど……」

「俺は例外だ。で、仕事というのは？」

「……この話は内密にしていただけますか」

「約束しよう、と言いたいところだが、それは話の内容次し第だいだな」

　仕方がない。大きく肩で息をして、瑛は今夜のミッションについて手短に説明した。

　ロッドは瑛が話し終えるまで口を挟はさまなかったが、次第に眉み間けんに皺しわが寄っていく様子から、この件をどう思っているのかは伝わってきた。

「……なるほど。金持ちの馬ば鹿か親が考えそうなことだ。息子むすこが盗ぬすんだものを、こっそり返してなかったことにしようなんて」

　ロッドの言葉に、瑛はしゅんと項うな垂だれた。

　レンのために協力しようと決めたのは自分だが、こうしてロッドの口から非難めいた言葉を聞くと、ひどく悪いことをしてしまったような気になってくる。

「……よくないことだとわかっています」

「きみを責めているわけじゃない。正直言うと、ほっとしたよ。きみがここから何か持ち出そうとしていたわけじゃないとわかって」

「さすがにそれは、頼まれても絶対しません」

「ああ、わかってる」

　瑛を安心させるように微笑ほほえみ、ロッドは脚立から立ち上がってキャビネットへ向かった。

「どれがその嗅かぎ煙草たばこ入れ？」

「水色のやつです。鳥の模様がついてる……」

「ああ、これか」

　ロッドが小さな楕だ円えん形の嗅ぎ煙草入れを覗き込む。

「ふうん……俺はこういうものにはあまり詳くわしくないんだが、細工も凝こってるし、この中じゃいちばん綺き麗れいだな。これを選ぶなんて、その高校生とは趣しゆ味みが合いそうだ」

　のんびりと感想を述べるロッドを、瑛ははらはらしながら見守った。

　彼はまだ肝かん心じんなことを口にしていない。この件を黙だまっていてくれるのか、それとも間ま違ちがいを正したいと思っているのか。

「あの、そろそろここを出ないと……」

　椅子から立ち上がり、瑛はおずおずと切り出した。

　広間から盛大な拍手が聞こえてくる。多分、夫妻のスピーチが終わったのだろう。

「そうだな。だがその前に、この件の口止め料について相談しようか」

　振ふり返ったロッドは、人の悪そうな笑みを浮かべていた。

「…………口止め料!?」

　ロッドの口から飛び出した思わぬ言葉に、瑛は驚いて目を見開いた。

「口止め料と言っても、金じゃないよ。この件を黙っているかわりに、俺の頼みを聞いて欲しいというだけで」

「……それって、脅おどしですか」

「まさか。きみを脅すなんてありえない。ちょっとしたお願いを、聞いて欲しいだけだ」

〝ちょっとしたお願い〟の部分を強調され、不安がこみ上げてくる。

　いったいロッドは、何を要求しようとしているのだろう。

（か……体とか？）

　無意識にドレスの襟えり元もとを手で押さえ、じりじりとあとずさる。

「きみが何を想像しているのか見当がつくが、俺はそこまで恥はじ知しらずな人間じゃない」

「じゃあ何を……」

「おいで、広間に戻って一緒に踊おどろう」

　手を握られて、瑛は目を白黒させた。

「ええ？　ちょっと待って、踊るって、どういうことです!?」

「だから〝ちょっとしたお願い〟だよ。恋こい人びと同士のように、スローなダンスがいいな」

「……っ」

　ロッドの要求に、瑛は口をぱくぱくさせた。

（ロッドと恋人同士みたいに踊る？　この格好で？）

　──無理だ。

　ロッドとの関係については、まだ考えがまとまっていない。

　こんな展開はまったく予想していなかったので、思考も感情もすべて吹ふき飛んで、頭の中は真っ白だ。

「行こうか」

　ぎこちなく顔を上げると、いかにも紳しん士し然と微笑むロッドと目が合った。

　ダークグリーンの瞳ひとみが言外に「きみは断れないはずだ」と語りかけてくる。

「…………」

　この場はロッドのいうことを聞いて、やり過ごすしかないだろう。

　抵てい抗こうすることを諦あきらめて、瑛はぎくしゃくと足を踏ふみ出した。







　ロッドは外の物音を窺うかがったりすることなく、平然とドアを開けて瑛を書しよ斎さいから連れ出した。

　廊ろう下かの先には数人の客がいたが、誰だれもふたりを怪あやしんでいる様子はない。

（なるほど……こそこそしていると、かえって怪しまれるかもしれないな）

　ロッドの堂々とした態度に感心していると、ふいに大きな手が腰こしにまわされた。

「ちょ、ちょっと……っ」

　驚おどろいて立ち止まり、無礼な手を振り払はらう。

　ロッドは少し肩をすくめただけで、懲こりずに体を寄せてきた。

「これくらいの役得は許して欲しいな。きみを抱だき締しめたい衝しよう動どうを必死で抑おさえているんだから」

　生々しいセリフに、かあっと頰ほおが熱くなる。

「……こういうの、まずいんじゃないですか？　連れの女性がいたでしょう」

「なんだ、きみも俺に気づいてたのか」

「…………ええ、まあ」

　認めると、ロッドは瑛の手を取って自分の腕うでに絡からませた。

「心配しなくていい。彼女は俺の叔母おばだ。親おや父じの弟の奥さん」

「叔母……？」

「そう。本来は叔母夫妻が招待されていたんだが、叔父おじが仕事で来られなくなってね。土曜の夜に暇ひまを持て余あましていた俺が、代わりにエスコート役を命じられたんだ。こういうパーティに顔を出して人脈を広げることも大事だって諭さとされて」

「そうなんですか……」

　若く見えたから、てっきりロッドの相手かと思っていた。胸の中のもやもやが晴れ、無意識に安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

「本当は気になっている子とデートしたかったんだが、用事があるって断られたものでね。おまけにその子はパーティで見知らぬ男と一緒にいるし」

「…………ああ、それで思い出しました。ちょっと従兄にメールさせてください」

　ロッドの腕からするりと抜ぬけ出し、玄げん関かんホールの隅すみに行ってバッグからスマートフォンを取り出す。『無事に任務完かん了りよう』とだけ打って送信し、瑛はロッドを見上げた。

「なるべく早くここを出たいんです。だから、一曲だけにしてください」

「了解」

　にっこりと微笑み、ロッドが瑛の肩かたを抱き寄せる。

（う……）

　広間に近づき、人目も増えてきたので振り払うこともできない。

　仕方ない。一曲だけの我が慢まんだ。自分に言い聞かせ、顎あごを反らすようにして背筋を伸のばす。

　ピアノがロマンティックなメロディを奏かなで、広間の中央にはダンスに興じる人々の輪ができていた。

　ロッドは瑛を輪の隅の目立たない場所へ導き、ごく自然な感じで腰に手をまわしてきた。

「振り払わないでくれよ。これはダンスだ」

「わかってます……っ」

　唇くちびるを尖とがらせて、ロッドを睨にらみつける。

　ヒールのせいで、ロッドの顔がいつもより近くて落ち着かなかった。おまけにドレスの薄うすい布地を通して大きな手の感かん触しよくがはっきりと伝わってきて、体温と心しん拍ぱく数すうがぐんぐん上じよう昇しようしていく。

　スローダンスなんて、高校のプロム以来だ。あのときは『なんか変な感じだね』などと笑い合いながら気楽に楽しむことができたが、今回は楽しむ余よ裕ゆうなどまったくない。

「まったく、きみの背中は色っぽすぎて目の毒だ。他ほかの男には見せるわけにはいかないな」

　言いながら、ロッドがさりげなく瑛の背中を壁かべ側へ向けさせる。

「ちょっと、触さわらないでください……っ」

　大きな手が腰から背中に這はい上がってきて、瑛は目を剝むいて抗こう議ぎした。

「触るなって言われても無理だ。背中にほとんど布地がない」

「つまり、布地で覆おおわれていない部分には触るなってことです」

「厳しいな」

　ロッドが、わざと瑛の耳元でくすぐるように囁ささやく。

　うなじに走った謎なぞの電流に、瑛はびくびくと首をすくめた。

（うう……なんでこんなことに……っ）

　レンのせいだ。いや、仕事を断らなかった自分が悪い。

　タキシード姿のロッドが眩まぶしすぎて直視できず、瑛は気持ちを落ち着かせようと広い肩かた越ごしに視線を遠くへ投げかけた。

（レン……！）

　花か瓶びんの陰かげから、レンがこちらを見てしきりに合図を送っていた。口だけ動かし、〝何やってるんだ〟〝早く帰ろう〟とくり返している。

〝大だい丈じよう夫ぶ、すぐ行く〟

　瑛も口だけ動かし、玄関ホールのほうを指さした。

「どうかしたのか？」

　瑛の動きに気づいたロッドが、怪け訝げんそうに見下ろす。

「え？　いや、ちょっと、従兄いとこが心配してるから」

「ああ……」

　振ふり返ったロッドは、レンを見て勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべた。

　レンはぎょっとしたように目を見開き、こそこそと逃にげるように玄関ホールへ向かう。

「盗ぬすまれたものをこっそり返す仕事を請うけ負うなんてあまり感心できないが、きみの従兄に感謝しないとな」

「僕は今、この仕事を手伝ったことを猛もう烈れつに後こう悔かいしてます」

「そうだろうな。素す直なおに俺の誘さそいに応じていれば、土曜の夜をこんな堅かた苦くるしいパーティではなく、映画館でポップコーンでも食べながらくつろいで過ごせたのに」

「……僕は映画を見るときにポップコーンを食べない主義です」

　素直に頷うなずけなくて憎にくまれ口を叩たたくと、ロッドが声を立てて笑った。

「覚えておこう。で、明日あしたは何時に迎むかえに行けばいい？」

「なんの話です？」

「映画が嫌いやなら、遊園地でもいい。湖までドライブしてもいいし」

「僕まだ行くって言ってませんけど」

　つんと顎を反らして挑ちよう戦せん的に言い放つと、ロッドがわざとらしく眉まゆをそびやかした。

「きみに断るという選せん択たく肢しはないだろう？」

「……それって、脅おどしてるんですか？」

「いいや。〝ちょっとしたお願い〟だよ」

「……人の弱みを握にぎってお願いを強要するなんて……」

「人聞きが悪いな。普ふ通つうにデートに誘っても応じてもらえないから、アプローチの仕方をちょっとばかり変えただけだ」

「ちょっとばかり？」

「そう、ちょっとばかり」

　ロッドが楽しそうにくり返す。

　ため息をついて、瑛はしぶしぶ「じゃあランチだけ」と呟つぶやいた。







　　　６







　──午前十一時二十分。

　壁の時計を見上げ、瑛はため息をついた。

　今日はロッドとランチに出かけることになっている。

　昨日は気が動転していたので何時でもいいなどと言ってしまったが、時間を決めておけばよかった。早々と着き替がえてスタンバイし、何も手につかない自分が滑こつ稽けいに思えてくる。

（……まさかこんな展開になるなんて……）

　ゆうべは実にめまぐるしい一夜だった。初めて経験する大人のフォーマルパーティ、スリリングな任務、予想外のアクシデント、そしてロッドとのダンス。

　平へい凡ぼんな貧びん乏ぼう学生の瑛にとって、一年分の行事をすべて合わせたよりも濃のう密みつな夜だった。

『おいおい、どういうことだよ？　なんであの弁護士とダンスなんか……』

　パーティから抜け出し、駐ちゆう車しや係がまわしてくれた車に乗り込んだとたん、レンの質しつ問もん攻ぜめが始まった。

　ロッドに弱みを握られたことを話そうかどうしようか迷った挙げ句、瑛は一部を省いて説明することにした。

『任務は問題なく終えたよ。ちゃんとキャビネットに戻もどした。指し紋もんもつけてない』

『書しよ斎さいを出るところを誰だれにも見られてないな？』

『……うん、大丈夫』

　噓うそではない。ロッドと一いつ緒しよだった事実を伏ふせただけだ。

『それで、広間に戻ろうとしたら玄げん関かんホールでロッド……あの弁護士と鉢はち合あわせして、そしたらなんか僕だってばれちゃって』

『ええっ!?　ばれたのか!?　一度しか会ったことないのに!?』

『そのあとも偶ぐう然ぜん会ったから、二度かな』

『一度でも二度でも、今夜のセクシーな美女と普ふ段だんのいかにも真面目まじめな優等生のおまえが同一人物だと気づくなんてすげーよ。で、ダンスに誘ってきたんだな？』

『うん……事情があって女装してるって言ったら、黙だまっててやるかわりに一曲つき合えって』

『なんだそりゃ。あの弁護士、連れがいただろう。彼女をほったらかして、そんな……』

『あれは叔母おばさんだって』

『……もしかしてその弁護士、おまえに気があるのか？』

　レンの質問に、瑛は真っ赤になってしまった。

　問い詰つめられて、実はデートに誘われていたことを白状した。

『へええ……まあおまえは高校生のときから男にもてもてだったもんな。同級生にストーカーされて、親おや父じが学校に相談に行ったこともあったし』

　嫌な思い出を蒸むし返されて、瑛は顔をしかめた。

『とにかく、嗅かぎ煙草たばこ入れは無事に元の場所に戻したから。こんなこと、二度とごめんだからね』

『悪かったよ。でもほんと助かった。ありがとうな。で、その弁護士とデートするのか？』

『…………ランチくらいはつき合うかも』

『そうか。まあデートしてみないと人となりとか相あい性しようとかわからないからな。弁護士ならそう無茶はしないだろうし』

　レンにはまだ、自分がゲイだということは話していない。

　けれど寮りようでの一件も知っているし、薄うす々うす勘かんづいているのだろう。

（レンのそういうところ、好きだ）

　無理に聞き出そうとせず、さりげなくフォローしてくれる。

　高校時代、同級生の男子生徒にストーカーされたとき、何より瑛が怖こわかったのは、おまえもゲイなのかと訊きかれることだった。

　けれどレンも伯母おば夫ふう婦ふもそのことにはいっさい触ふれず、親身になって味方してくれた。

　瑛にとって、それがどれほどありがたいことだったか。

（少しだけ、恩返しできたかな）

　ぼんやりと足元のラグを見つめていると、ふいにインターフォンが鳴った。

「……っ！」

　十一時四十五分。きっとロッドだ。

　バッグを手に取り、急いで瑛はドアに向かった。







「やあ、瑛」

　アパートの外に出ると、青いＳＵＶに寄りかかっていたロッドが軽く手を挙げた。

「……こんにちは」

　ぼそっと呟き、視線を地面に落とす。

　気持ちを落ち着かせてから出てきたはずなのに、ロッドの顔を見たとたん心しん拍ぱく数すうが跳はね上がってしまった。

　ゆうべのタキシード姿とは打って変わって、今日はカジュアルな装よそおいだ。けれどマックスの散歩中に偶然会ったときのような体育会系コーディネイトではなく、濃のう紺こんのコットンセーターにベージュのチノパン、足元もスニーカーではなく茶色い革かわ靴ぐつを履はいている。

　対照的に、瑛は空色のパーカと洗いざらしのジーンズ、くたびれたスニーカーという貧乏学生スタイルだ。

（もうちょっと小こ綺ぎ麗れいにしてくるんだった……ただでさえ釣つり合わないのに）

　これでも何を着るか、たっぷり三十分は悩なやんだ。あまりおめかしすると、気合いを入れていると誤解されてしまう。熟考の末に先月セールで買ったパーカを下ろすことにして、あとは普段と同じものを着たのだが、今すぐアパートに戻って着替えたい。

　ロッドは車に寄りかかったまま、瑛が近づいてくるのを待ち構えていた。

　ダークグリーンの瞳ひとみに頭のてっぺんからつま先まで舐なめるように見つめられ、一歩進むごとに体温が上がっていく。

「ゆうべのきみも綺き麗れいだったけど、やっぱりこっちのほうがいいな」

「……ゆうべのことには触れないでもらえます？」

　素っ気なく言ったつもりだが、自分でも顔が赤くなるのがわかった。

「了りよう解かい。マックスも一緒だけどいいかな」

「もちろんです」

　車の後部座席でマックスが尻しつ尾ぽを振ふっているのを見て、瑛は少し緊きん張ちようをといた。マックスが一緒なら、なんとか間が持ちそうだ。

「どうぞ」

　ロッドが助手席のドアを開けて、にっこりと微笑ほほえむ。

「……どうも」

　女性のような扱あつかいにむっとしつつ、ここで言い争う気力もないので素す直なおに乗り込むことにする。

「こんにちは、マックス。会えて嬉うれしいよ」

　振り返って手を伸のばし、ふかふかした毛に触れる。

「よかったな、マックス。おまえも瑛に会いたがってたもんな」

　ロッドも振り返り、マックスに語りかける。

　犬を間に挟はさんで会話するなんて、まるで倦けん怠たい期の夫婦のようだ。早くも今日のデートの失敗を予感し、瑛は憂ゆう鬱うつな気分になってしまった。

「サンドイッチを買ってきたんだ。今日は暖かいから、ボストンコモンで食べよう」

「……いいですね」

　瑛としても、店に入るよりもそのほうが気が楽だ。

　車が静かに発進し、窓の外に視線を向ける。

（こんなふてくされたような態度を取りたいわけじゃないのに……）

　強ごう引いんな誘さそい方には驚おどろいたが、決して嫌いや々いや出てきたわけではない。

　しかしはしゃいでいるとも思われたくなくて、こういう場合の匙さじ加減がわからない瑛は、内心かなり焦あせっていた。

　ロッドもしばらく無言で運転していたが、ふたつめの交差点の信号で足止めを食くらうと、ちらりと瑛のほうを見やった。

「瑛」

「はい」

　前を見つめたまま、硬かたい声で返事をする。

「えーと……ゆうべは思いがけずきみに会えて舞まい上がってしまって、少々調子に乗りすぎたと思ってる」

「…………」

　意外な言葉に、瑛はロッドのほうへ振り向いた。

　ロッドも瑛のほうを見て、少々ぎこちない笑えみを浮うかべる。

「だけどきみのことをもっと知りたいし、俺のことも知ってもらいたい。こうやって一緒に過ごす機会を作らないと、それもできないから」

「…………ええ」

　短く答えたあと、瑛は急いでつけ加えた。

「金曜にあなたの誘いを断ったのは、決して嫌だったからじゃないんです。従兄いとこにはいろいろ世話になったので、役に立ちたくて」

「じゃあゆうべみたいな手を使わなくても、もう一度誘ったら応じてくれてた？」

　ロッドの質問に、瑛は視線を宙にさまよわせた。

　どうだろう。応じただろうか。いろいろ考えすぎて、尻しり込ごみしたかもしれない。

「…………わかりません」

「ゆうべきみにあそこで会えて、俺はすごくラッキーだったってことだな。そうじゃなかったら、今日こうして一いつ緒しよに出かけることもなかっただろうから」

　ロッドの前向きな言葉に、瑛はふっと口元をほころばせた。

　ロッドのこういうポジティブなところはとても好感が持てる。自分みたいな臆おく病びようで警けい戒かい心しんの強いタイプなんて面めん倒どうなだけだろうに、それを責めたりもしない。

「ボストンコモンは久しぶりなので楽しみです。外でランチっていうのも久しぶりだし」

　少々棒読みになってしまったが、瑛は精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そうを口にした。







　ボストンコモンは、ダウンタウンの中心にあるアメリカ最古の公園だ。広大な敷しき地ちは市民の憩いこいの場として親しまれている。

　穏おだやかな晴天の日曜日とあって、公園内は多くの家族連れやカップルで賑にぎわっていた。

「ところで、念のために訊いておきたいんだが、きみは未成年じゃないよな？」

　芝しば生ふを歩きながら、ロッドが瑛を見下ろす。

「え？　ええ……二十二です」

「よかった。いやその、メイソンが……ほら、前にカフェで会った俺の同どう僚りよう。ちょっと心配してたもんだから」

　メイソンの心配に、肩かたをすくめて苦く笑しようする。こちらではアジア系は若く見られがちなので、未成年だと思われるのはいつものことだ。

「電話で大学生だって聞いてなかったら、俺もきみのこと高校生だと思っただろうな。あ、ちなみに俺は二十九。ぎりぎり二十代」

「マックスは何歳ですか？」

「一歳と……十ヶ月かな」

「ゴールデンレトリバーなんですか？」

「いや、雑種だよ。でもまあ、どっちかの親がそうだったかもしれないね」

　瑛の怪け訝げんそうな表情に気づいたのだろう、ロッドがくすりと笑って続ける。

「マックスがうちに来た経けい緯いは、なかなかドラマチックなんだ。二年前、今の事務所に転職して最初の依い頼らい人は、アパートの取り壊こわしを巡めぐって大家を訴うつたえた住人の男性だった。いろいろ頑がん張ばってみたんだが、結局敗はい訴そしてアパートは取り壊されることになってね。取り壊しの当日、俺も現場に立ち会ったんだが、床ゆか下したに生まれたばかりの子犬がいることがわかって、依頼人と大家と協力して助け出したんだ」

「マックスはそのときの子犬なんですか？」

「そう。子犬は五匹ひきいた。一いつ匹ぴきは大家が飼ってくれることになって、三匹びきは依頼人が奔ほん走そうしてもらい手を見つけた。で、残るは一匹。当時住んでいたアパートはペット禁止だったんだけど、こいつのために引っ越こす決意をしたってわけ」

　自分の話をしているのがわかったのか、マックスがしきりにロッドの顔を見上げている。

　微笑みながらマックスを見つめ返すロッドに、思わず瑛は見とれてしまった。

　愛情のこもった、温かい眼まな差ざしだ。ロッドがマックスを慈いつくしんでいることがよくわかる。

「この一件は、なかなかいい思い出なんだ。依頼人と大家は長年いがみ合ってて、取り壊しの日も依頼人は抗こう議ぎのプラカードを掲かかげてた。けど、犬を救出する際にふたりは絶ぜつ妙みようの連れん携けいプレーを見せてくれて……裁判には負けてしまったけど、子犬を救い出したあとふたりが握あく手しゆしているのを見て、なんかすごくほっとしたんだ」

「……いい話ですね」

「だろう？　まあ、映画化するほどじゃないけどね」

　ロッドのおどけた言い方に、瑛はくすくす笑った。

　瑛の笑い声に、ロッドがふいに真顔になる。

「瑛、手をつないでもいいか？」

「ええっ？」

　思いがけない申し出に、驚いて振り返る。

「なんか今、すごく手をつなぎたい気分なんだ」

　言いながら、ロッドはリードとサンドイッチの入った紙かみ袋ぶくろをひとまとめにして握にぎり直し、空いた手で瑛の手の甲こうにそっと触ふれてきた。

　指先が触れたところからびりびりと電気が流れてきて、瑛は飛び上がった。

「な、何言ってるんですか。こんな、公衆の面前で……っ」

「やっぱりだめか」

　ロッドが苦笑し、瑛の手を握ろうとした左手を所在なげにズボンのポケットに突つっ込む。

「僕はまだしも、あなたは同僚とか依頼人とかに見られたら困るんじゃないですか？」

「どうして？　プライベートで誰だれとつき合おうが俺の自由だ」

「でも、メイソンも……」

「メイソンが気にしていたのはきみの年ねん齢れいのことだけだよ。未成年に手を出すのは犯罪だが、男同士の恋れん愛あいは犯罪じゃない」

「それはまあ、そうですけど……」

　ロッドが人目を気にしないと知って、意外な気持ちだった。カミングアウトしているゲイならともかく、自分でもまだよくわからないと言っていたのに。

　二ふた股またをかけていた同級生──アーロン・ロジャースは、ふたりきりのときは優やさしかったが人前では素っ気なかった。

　常に他人の視線を気にし、手をつなぐことはおろか、恋こい人びとめいた空気を漂ただよわせることすら嫌がっていた。

『別にいいだろう？　きみと一緒にいることで、誰かにあれこれ言われるのが嫌なだけだよ』

　アーロンは気づいていなかったようだが、その言葉は瑛を深く傷つけた。

（なんであのとき、僕は怒おこって別れを切り出さなかったんだろう）

　今思い返すと、あんなことを言われて黙だまり込んでしまった自分も自分だ。

　けれど、あのときはアーロンを愛していると思い込んでいた。

　今ならそれが錯さつ覚かくだったとわかる。自分はカイルのことで心底参っていたせいで、優しい言葉に飢うえていただけだったのだ。二股のことがなかったとしても、いずれ目が覚めて別れを告げていたに違ちがいない。

「俺ががつがつしてるから、怖こわくなった？」

　瑛の顔を覗のぞき込み、ロッドが気き遣づかわしげに尋たずねる。

「いえ、まさか……。この程度で怖がったりしません」

　苦笑して、瑛は肩をすくめた。

「そうか、よかった。いやなんか、きみはちょっと近づいただけでびくびくしている小動物みたいなイメージだからさ」

「それほどやわじゃありません。本当に身の危険を感じたら、毛を逆立てて牙きばを剝むきますから」

「ああ、思い出した！　マックスを実家に連れて帰ったとき、母が飼っている猫ねこがまさにそういう反応を見せたよ。なあマックス、あのときは怖かったな。おまえは友達になりたかっただけなのに、鼻はな面づらを引っかかれて散々だった」

　ロッドがマックスに同情するように話しかける。

「そういう場合は、僕も遠えん慮りよなく咬かみつかせていただきます」

　ロッドが声を立てて笑い、瑛も口元をほころばせた。







　車に乗ったときはどうなることかと思ったが、ボストンコモンでのデートは楽しいひとときとなった。

　日当たりのいいベンチに並んで腰こしかけ、サンドイッチとコーヒーの昼食を取りながら、ロッドはいろんな話をしてくれた。

　生まれも育ちもボストンだが、高校生の頃ころ一時期ボストンの古い街並みやしきたりに嫌いや気けがさして、大学は敢あえて西海岸を選んだこと。

　スタンフォードに進学し、週末にはサーフィンを楽しむような生活を送っていたが、卒業する頃には自分には西海岸のライフスタイルは合わないと悟さとったこと。

「わかります。僕も少しの間ロスに住んでたんですけど、長年東部に住んでいたせいか、どうしても馴な染じめなくて」

　ロサンゼルスでの暮らしを思い出し、瑛は相あい槌づちを打った。

　降りそそぐ太陽の光、明るいビーチ、椰や子しの並木……ロスが嫌きらいだったわけではないが、どうもしっくりこなくて違い和わ感かんが拭ぬぐえなかった。

「わかってもらえて嬉うれしいよ。やっぱり冬は雪が積もらないと、どうも調子が出なくてね」

「ええ、雪の積もった朝、ドアから歩道まで雪かきしたり、凍こおった池でスケートしたり」

「ああ、きみも池でスケートしたんだ。俺もだよ。伯お父じの家のそばに池があって……ほんとは危ないからスケートするなって言われてたんだけどね。十歳のときだったかな、こっそりスケートしてたら大人たちの警告どおり氷が割れて、危あやうく溺おぼれそうになったことがある」

　冷たい池に落ちるところを想像し、瑛はぶるっと背中を震ふるわせた。

「うわ……よく無事でしたね」

「伯父の飼ってた犬が、家まで走って知らせてくれたんだ。普ふ段だんは大人しいのに吠ほえ続けるから、俺に何かあったんだとぴんと来たらしい」

「その犬に感謝ですね」

「ああ、今改めて感謝してるよ。あのとき助けてもらったおかげで、こうしてきみと出会えたんだから」

「……っ」

　じっと見つめられて、瑛は慌あわてて目をそらした。

　ロッドはこんなふうにさりげなく殺し文句を交ぜてくるので油断がならない。上手うまい切り返しが思いつかず、聞こえなかったふりをしてやり過ごすことにする。

「マックスにも感謝だな。俺は犬に縁えんがあるみたいだ」

　言いながら、ロッドは足元で犬用のおやつを齧かじっているマックスの背中を撫なでた。

　ふと、ロッドがマックスの印象と重なる。

　マックスは躾しつけが行き届いていて行ぎよう儀ぎがいいが、結構図ずう々ずうしいところもある。アパートで預かっているときも早々に自分の居場所を決めて占せん領りようしていたし、控ひかえめな態度ながら餌えさの追加や散歩の延長の要求もしていた。

　ロッドも礼儀正しい紳しん士しのようでいて、ここぞというときは押しが強い。

「どうした？　黙り込んで」

　ロッドが顔を上げ、瑛の顔を覗き込む。

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを向けられて、瑛はくらくらと目め眩まいを感じた。

「……あなたとマックスの共通点について考えていたんです」

「へえ、どんな？」

「一見紳士だけど、実は結構……」

「ワイルド？」

　おどけたセリフに、瑛はぷっと噴ふき出した。

「いいえ。前にも言ったように、強ごう引いんだなって」

　瑛の言葉に、ロッドはにやりと笑って間合いを詰つめてきた。

「それ、きみが言うと褒ほめ言葉にしか聞こえないんだが」

　耳元に囁ささやきかけられ、瑛は顔をしかめた。ロッドが近づいてきた分だけベンチの端はしに移動し、彼との間に防ぼう波は堤ていのようにバッグを置く。

「あなたのそういう前向きなところは見習いたいです」

「じゃあ次はもうちょっと遠出しようか。車で二時間ほどのところに、マックスが好きな湖があるんだ。なんなら一いつ泊ぱくしてもいいし」

　さらりと一泊付きを提案され、瑛は驚おどろいて目を見開いた。

「ちょっと待ってください。泊とまるのはだめです」

「どうして？」

「それは……僕たちまだつき合ってないですし」

「心配しなくても、きみが嫌いやなら部屋は別々でもいい。湖こ畔はんのロッジから眺ながめる朝あさ陽ひは、きっとすごく綺き麗れいだよ」

「いいえ。それは遠慮します」

「じゃあ今度の土曜日、日帰りで」

「ええ、それなら……」

　泊まりがけのデートを回かい避ひすることができて、瑛はほっとして頷うなずいた。

　しかし数秒後、ロッドの策略にはまったことに気づいてはっとする。

　まだ次のデートに応じるかどうか考えていなかったのに、いつのまにか約束を取りつける方向に持っていかれてしまった……。

「ちょっとこれで遊ぼうか。マックスが大好きなんだ」

　ロッドが紙かみ袋ぶくろの中からフライングディスクを取り出し、瑛に見せる。

「……僕も子供の頃よくやりました」

　マックスが目を輝かがやかせてそわそわし始めたので、とりあえず瑛は目の前のフライングディスクに集中することにした。







　結局その日は、午後五時近くまでボストンコモンで過ごした。

　フライングディスクで遊び、園内をそぞろ歩き、大道芸人のパフォーマンスに見入り……時間はあっというまに過ぎていった。

「送ってくださって、どうもありがとうございました」

　ロッドの運転するＳＵＶがアパートの前に停車し、瑛は運転席のほうを振ふり返って礼を言った。

「今日はとても楽しかった」

　ロッドが満足そうな笑みを浮うかべる。

「ええ、僕も」

　言いながらシートベルトを外そうとすると、ふいに大きな手に腕うでを摑つかまれた。

「……っ」

　振り向いた瑛は、ロッドの瞳ひとみがひどく熱を帯びていることに気づいてぎくりとした。

　──キスされる。

　そんな予感に、体の芯しんがぶるっと震える。

　怖こわいような、期待しているような、やっぱり怖いような……自分でもよくわからない感情が、頭の中で激しく渦うずを巻き始める。

　拒きよ否ひするべきか、それとも受けるべきか。

　答えが出なくてロッドの瞳に魅み入いられたように固まっていると、ロッドの唇くちびるがふっと笑みを浮かべた。

「──！」

　唇が近づいてきて、思わず目を閉じて首をすくめる。

　しかし、いつまで経たってもキスは降ってこなかった。

「……？」

　不思議に思って目を開けたところで、ロッドの唇が額に軽く触ふれた。　>>>♥

（え？　お、おでこ……？）

　熱い感かん触しよくは、すぐに離はなれていった。唇へのキスを覚かく悟ごしていたので、拍ひよう子し抜ぬけしてため息が出そうになってしまう。

「おやすみ、瑛」

　そう言ってロッドは微笑ほほえみ、摑んでいた腕を放してくれた。

「…………おやすみなさい」

　掠かすれた声で返事をし、ぎくしゃくと車から降りる。

（なんだったんだ、今の……）

　振り返らずに、瑛はアパートの扉とびらを開けて中に入った。五階まで一気に駆かけ上がり、部屋に飛び込んで鍵かぎを閉める。

（うわ……もしかして僕、ロッドにキスされるのを期待してた？）

　そのことに気づいて、全身からどっと汗あせが噴き出す。

　部屋のドアにもたれて、瑛は震える手でロッドの唇が触れた場所に触れてみた。

　決してがっかりしたわけではない。唇にキスなんかされたら、きっと驚いて突つき飛ばしてしまっただろう。

　でも……目を閉じたとき、ほんの少し期待していたのも事実だ。

（……僕は、ロッドと恋こい人びと同士になりたいんだろうか……）

　恋人同士になるのは、まだ少し怖い。

　過去の出来事のせいもあるが、それだけではなく……瑛はロッドの逞たくましい体が怖かった。

　つき合うということは、いずれセックスをするということだ。ロッドが裸はだかでのしかかってくるところを想像しただけで、怖くて欲よく望ぼうも萎しぼんでしまう。

（まさか自分が、あんな背が高くて筋きん骨こつ逞たくましいタイプとつき合うことになるかもしれないなんて、思いもしなかった……）

　ロッドは会うたびに少しずつ瑛のテリトリーに踏ふみ込んでくる。

　今のところ瑛の反応を窺うかがいながらのゆっくりしたペースではあるが、一歩一歩確実に近づいてきている。

　来週のデートでは、きっと今日よりもまた一歩踏み込んでくるだろう。

　いつしかガードを破って侵しん入にゆうしてきたロッドに心も体も貪むさぼられてしまいそうで、それが怖くてたまらない。

（だけど……恋というのはそういうものなんだろうか）

　ソファに倒たおれ込み、答えの見えない思考をくり返す。

　やがて瑛は、ロッドと手をつないで歩くことを思い浮かべながら眠ねむりに落ちていった。
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「まったく金持ちの連中と来たら、なんだかんだ理由をつけて毎週のようにパーティを開いてやがる。シャンパンにキャビアに部屋いっぱいの蘭らんの花。贅ぜい沢たく三ざん昧まいだな」

　隣となりで顔をしかめているレンに、瑛は作り笑え顔がおを浮かべたまま頷うなずいた。

「パーティプランナーやケータリング業者は大喜びだけどね」

「こんなの間ま違ちがってると思わないか？　俺たち庶しよ民みんはあくせく働いて、それでも家賃が払はらえなくて汲きゆう々きゆうとしてるのにさあ」

「家賃が払えないのは、先週の報ほう酬しゆうをちゃんと取っておかないからだよ」

「……それはまあ……だけどローンの支し払はらいとかいろいろあって……」

　レンが、ばつが悪そうに言こと葉ば尻じりを濁にごす。

「よかったじゃない。また仕事の依い頼らいが舞まい込んで、しかもこのお屋や敷しきの主人がパーティ開いてくれたおかげで潜せん入にゆうできたんだから」

　ため息をついて、瑛は肩かたをすくめた。

　──ロッドとの公園デートから四日目の木曜日。

　またしても瑛は、レンの助手としてとあるお屋敷のパーティに来る羽目になってしまった。

　嗅かぎ煙草たばこ入れを無事に元の場所に戻もどしたことで、依頼人はレンの仕事ぶりを高く評価したらしい。高校生の息子むすこが他ほかにも窃せつ盗とうをやらかしていたことが発覚し、さっそくレンに声がかかったというわけだ。

（ほんとだったら、ロッドとディナーに出かけてたかもしれないのに）

　デートの約束は土曜日だが、その前にお互たがいの都合が合えば一いつ緒しよに食事しようと誘さそわれていた。ゆうべロッドから電話がかかってきて明日あしたはどうかと訊きかれたのだが、あいにく二日前に、レンから懇こん願がんされてしぶしぶ助手を引き受けたところだった。

「こないだは一階だったからよかったけど、二階のゲストルームってのは難易度高そうだな」

　シャンパンを飲むふりをしながら、レンがさりげなく周囲を見み渡わたす。

　──今日のパーティ会場は、ボストンの高級住宅街、ビーコンヒルにある古いお屋敷だ。

　先週の別べつ荘そうほど広くはないが、煉れん瓦が造りの建物は優ゆう雅がで気品にあふれている。年代物の家具や調度品は手入れが行き届いており、この家の人たちが先祖から受け継ついだ品々を大切に扱あつかっている様子が窺えた。

　招待客は約五十人。屋敷の当主が理事を務めている学術団体の親しん睦ぼく会らしい。先週のようなフォーマルパーティではないため、男性はほとんどがスーツにネクタイ、女性も仕事帰りのようなワンピースやスーツ姿が多かった。

「この格好、ちょっと浮いちゃったかな」

　ドレスを見下ろし、眉まゆ根ねを寄せる。

「そうでもないさ。あそこの真っ赤なドレスのご婦人のほうがよっぽど浮いてる」

　それでも不安で、瑛は肩が隠かくれるように長い黒くろ髪かみのウィッグをいじった。

　今回アレハンドロが用意してくれたのは、優やさしい色合いのクリームイエローのロングドレスだ。上半身はホルターネックになっており、肩と背中が大だい胆たんに露ろ出しゆつしている。

『これはまずくない？　二の腕丸見えなんだけど……』

『まったく問題ないわ。そこらの女性のほうがよっぽど筋肉質よ。腋わき毛げも生えてないから問題なし』

『生えてます』

　抗こう議ぎするように腕を上げてみせると、アレハンドロが苦く笑しようした。

『ベイビー、これは生えてるって言わないの。産うぶ毛げよ。それもごくごく繊せん細さいなね。あたしの妹の鼻の下のほうがよっぽど剛ごう毛もうだわ』

　そう言って、アレハンドロは腋の下にパウダーをはたいてくれた。剃そらずに済んでほっとしたが、なるべく腕を上げないように気をつけている。

（だけど問題は、どっちかというと下半身かも……）

　先週のドレスはスカートがふんわりと広がっていたので何も問題なかったのだが、アレハンドロが選んだドレスは体にぴったりフィットするタイプだった。

『あらやだ。下着の線が丸見えじゃないの。そんなの脱ぬいでちょうだい』

　いつも穿はいているボクサーブリーフの上にドレスを着ると、アレハンドロが目をつり上げた。

『ええ……っ、脱ぐって、まさか、パンツなしで過ごせとか言わないよね？』

『こういうぴったりしたドレスのときはＴバックを穿くの。ちゃんと用意してきたわ』

　アレハンドロが白いレースのＴバックをひらひらさせ、驚おどろいて瑛は首を横に振ふった。

『そんなの穿けないよ！　先週のドレスは？　あれならパンツ替かえなくていいでしょう？』

『あー……あれはまだクリーニングから戻ってきてない』

　レンが申し訳なさそうに頭をかき、瑛は愕がく然ぜんとした。

『嫌いやならノーパンでもいいのよ』

『…………わかりました。穿きます』

　仕方なく受け取って身につけたが、初めて穿いたＴバックのせいでひどく落ち着かない気分だった。後ろの細い紐ひもが尻しりの割れ目に食い込んで気持ち悪いし、女物なので前も少々窮きゆう屈くつだ。

　パンツの穿き心ごこ地ちも気になるが、横から見たときに股こ間かんの膨ふくらみが目立つのではないかとそれも気になっている。

『下向きに収納して股またに挟はさめばいいのよ。あたしもドレスのときはそうしてる』

　アレハンドロはそう言ったが、残念ながら瑛のペニスは股に挟めるほど長くない。なんとか目立たないように下向きにして、小さなショーツに押し込むのが精せい一いつ杯ぱいだった。

『ぜんっぜん問題ないわ。まさかここにおちんちんがついているなんて、誰だれも思わないわよ』

　太たい鼓こ判ばんを押され、瑛は複雑な気分だった。小ぶりなサイズを気にしたことはなかったが、まったく影えい響きようがないと言われると少々へこむ。

（うう、なんかすごく穿き心地悪い）

　もじもじと腰こしを揺ゆらして位置を調整するが、収まりの悪さは変わらなかった。

「こないだより人数も少なめだから、部屋を抜ぬけ出すのも目立たないようにしないとな」

　広間を見渡すレンの目つきが険しくなる。

　瑛もシャンパングラスに口をつけるふりをして、どうやって二階へ忍しのび込むか考えを巡めぐらせた。

　階段は全部で三つ。玄げん関かんホールの大階段は目立つからまず無理だろう。東側の廊ろう下かの突つき当たりか、西の厨ちゆう房ぼうの横の階段を使うしかない。

「俺は厨房を探さぐってくる。おまえは廊下の突き当たりの様子を見てきてくれ」

「了りよう解かい」

　小声で囁ささやき合って、瑛はレンと別れて玄関ホールへ向かった。







「お客さま、どちらへ？」

「……っ」

　玄関ホールから東側の廊下に足を踏ふみ入れたところで、ふいに背後から声をかけられぎくりとする。

　振り向くと、受付にいた執しつ事じらしき年配の男性だった。

「ああ、えっと……化け粧しよう室はどこでしょう？」

　慌あわてて笑顔を作って言うと、執事も口元だけ笑みの形を作った。

「ご案内いたします」

「ありがとう……」

　西側の廊下に誘ゆう導どうされ、瑛はすごすごとついていった。

　先週のようにはいかなそうだ。東側の廊下には立ち入ることができないとなると、あとは厨房の横に賭かけるしかない。

　執事に礼を言って、瑛は婦人用の化粧室に入った。バッグからスマホを取り出し、レンに「東は無理。執事が見張ってる」とメールを送信する。

　一分後、レンから「こっちも無理。メイドが目を光らせてる」という返事が来た。

（ということは、正面の階段しかないってことか……）

　執事が席を外した隙すきに駆かけ上がるしかない。

　しかし、そんな危険を冒おかしてまでやらなければならない仕事だろうか。

　いったん広間に戻って、瑛はレンを待つことにした。部屋の隅すみに立ち、人々が歓かん談だんしている様子をさりげなく観察する。

（レンの言うとおり、あの赤いドレスの人、ちょっと浮ういてるなあ……）

　色だけでなく、デザインもひどい。熱帯魚のような姿についつい見入ってしまい、近づいてきた長身の人ひと影かげに気づくのが遅おくれてしまった。

「こんばんは、お嬢じようさん」

　頭上から降ってきた低い声に、瑛はぎくりとした。

　この声は……。

　おそるおそる振り返ると、ダークグレーのスーツに身を包んだロッドが、人の悪そうな笑えみを浮かべて立っていた。

　──まずい。また見つかってしまった。

　今日はウィッグを被かぶって先週以上に別人になりすましているのに、どうしてばれてしまったのだろう。

「先週もどこかのパーティでお会いしましたね」

　ロッドが、わざとらしく問いかける。先ほどの執事同様、口元に笑みを浮かべてはいるが、目は笑っていなかった。

「…………ええ」

「ちょっとふたりきりで話したいんだが、いいかな」

　言いながら、ロッドが廊下を指し示す。

「…………はい」

　こんな目つきで睨にらまれて、ＮＯと言えるわけがない。

　腰に手をまわされてびくりと震ふるえるが、振り払はらうこともできずに連行されてしまう。

「……離はなしてください」

　廊下に出てから小声で訴うつたえる。

「だめだ。離したら逃にげるだろう？」

　両手でがっちり腰を摑つかまれて、かあっと頰ほおが熱くなる。

「逃げません……っ」

　ようやくロッドが離してくれたので、瑛は肩かたでぜいぜいと息をした。大きな手の感かん触しよくが残っている場所が、燃えるように熱い。

「どういうことか説明してもらおうか」

「…………」

　仕方なく、瑛はレンにもう一度仕事の助手を頼たのまれたことを打ち明けた。

　瑛が話し終えるまで腕うでを組んで仁に王おう立だちになっていたロッドが、はあっと大きなため息をつく。

「きみはとても危険なことをしているんだよ。わかってるのか？」

「……はい」

「で、今度は何を戻もどすんだ？」

「……これです」

　クラッチバッグを開けて、スカーフでくるんだ嗅かぎ煙草たばこ入れを見せる。今度は長方形で、薔薇ばらが描えがかれた陶とう製せいのものだ。

「高校生にして嗅ぎ煙草入れのコレクターとは、なかなか渋しぶい趣しゆ味みだ。おいで」

　ロッドが苦く笑しようし、瑛の肩に軽く触ふれる。

「どこへ……？」

「いいから俺に合わせて」

　そう言って、ロッドは瑛の肩を抱だいて玄関ホールに誘導した。

　先ほどの執事が無表情で立っていたが、ロッドを見ると親しげな笑みを浮かべる。

「ちょっと書しよ斎さいに入らせてもらっていいかな。彼女に祖父のコレクションを見せたいんだ。大学でシェイクスピアの研究をしているそうだから、興味があるんじゃないかと思ってね」

「さようでございますか。どうぞ、ご案内いたします」

　執事がにこにこしながらふたりを書斎に案内してくれた。ポケットから出した鍵かぎ束たばで鍵を開け、恭うやうやしげにドアを開けてくれる。

「ありがとう」

　中に入ってロッドが扉とびらを閉めるまで、瑛はただ目を白黒させるしかなかった。

「どういうことですか？　祖父って……」

「ここは母方の祖父の家なんだ」

「……びっくりです」

「ああ、俺もびっくりだよ。ディナーに誘さそった子に用事があるからって断られて、たまには顔を出せと言われて仕方なく出席したパーティでその子に鉢はち合あわせするなんて」

「…………ごめんなさい」

　しゅんと項うな垂だれると、ロッドが口元に笑みを浮かべた。

「ま、いいさ。こうして会えたんだし、きみのドレス姿を拝めるのは滅めつ多たにないことだから」

「どうしてわかったんですか？　今日はウィッグなのに」

　ロングヘアで前まえ髪がみもあるので、かなり印象が違ちがって見える。鏡を見た瑛は、これなら両親も自分だとわからないだろうと自信を持っていたのだが……。

　不思議に思って尋たずねると、ロッドがにやりと笑った。

「恋こいする男の嗅きゆう覚かくを舐なめてもらっては困る」

「……っ」

「ま、その話はあとにしよう。まずはきみの仕事を終わらせないと。これは二階の寝しん室しつにあったやつだな」

「ええ、ゲストルームから持ち出したって聞いてます」

「こっちだ」

　ロッドに促うながされ、入ってきたのとは別の扉から廊下に出る。扉は玄関ホールからは見えない位置にあり、目の前に二階への階段が伸のびていた。

「ちょっと待って」

　小声で言って、足音を立てないようにハイヒールを脱ぬぐ。すかさずロッドが肘ひじを支えてくれて、クラッチバッグも持ってくれた。

（う、うわ……っ）

　右手に脱いだハイヒールをぶらさげて階段を上ろうとすると、左手をしっかりと握にぎられてしまった。振ふり払うわけにもいかず、ロッドと手をつないで二階へ向かう。

　二階の廊ろう下かはしんと静まり返っていた。

　ロッドが迷わず三番目のドアの前に立ち、まずは薄うすくドアを開けて中の様子を窺うかがう。

「大だい丈じよう夫ぶ、入って」

「はい……っ」

　瑛が中に入ると、ロッドが後ろ手にドアを閉めた。

　ゲストルームは、くすんだ緑色を基調にした古風な部屋だった。大きな天てん蓋がい付きのベッド、マホガニーのチェスト、窓辺にはウィングチェアが二に脚きやく置かれている。

「その嗅ぎ煙草入れは、確かここにあったはずだ」

　ロッドがベッドの向こう側にあるチェストに歩み寄る。

　チェストの上にはガラスの花か瓶びんや寄せ木細工の箱、陶器の人形などが雑然と、しかしある種の統一感を持って飾かざられていた。

「ここは客が来ない限り、あまり掃そう除じにも入らないしな。これだけごちゃごちゃ置いてあったら、メイドもなくなっていることに気づかないだろう」

　言いながら、ロッドがスカーフから取り出した嗅ぎ煙草入れを空いている場所にそっと戻す。

　その間、瑛はドアのそばで廊下の物音に耳をそばだてながら立ちすくんでいた。

「よし、任務完かん了りよう」

　ロッドが振り返り、おどけたように両手を挙げてみせる。

「まだ完了じゃありません。気づかれないように広間に戻らないと……」

「そうだな。でもその前に、ちょっとおいで」

　手招きされて、瑛はおずおずと部屋の中央に向かった。天蓋付きのベッドの足元まで来たところで、歩み寄ってきたロッドに両りよう肩かたを摑まれる。

「今回は俺の祖父の家だったからよかったけど、もうこんな危ない真似まねはしないで欲しい」

「……はい」

　ロッドに諭さとされて、瑛はしゅんと項垂れた。

　実際ロッドがいなければ今回の任務は遂すい行こうできなかっただろう。最悪の場合、執しつ事じに見み咎とがめられて警察沙ざ汰たになっていたかもしれない。

「それと、俺の誘いを断るときは理由を正直に言うこと」

「了りよう解かいです」

　生き真面目まじめな表情で頷うなずくと、ロッドがくすりと笑えみを浮うかべた。

「ここは子供の頃ころによく泊とまったんだ。兄と姉と三人でここに寝ねかされたな」

　言いながら、懐なつかしそうに天蓋付きのベッドを見下ろす。

「お兄さんとお姉さんがいるんですか？」

「それに妹と弟。俺は五人きょうだいの真ん中だ。瑛は？」

「僕はひとりっ子です……五人きょうだい、賑にぎやかで楽しそうですね」

「うちは両親もきょうだいが多いから、親しん戚せきの数もすごいんだ」

　ロッドの話を聞きながら、瑛はレンから聞いた話を思い出した。

『今度のお屋や敷しきはボストンの名士の家らしい。代々政治家を輩はい出しゆつしてて、当主は元ボストン市長なんだと』

　ロッドの話し方や物もの腰ごしには育ちの良さが表れているように感じていたが、その印象は間ま違ちがっていなかったようだ。

「レンから聞きました。お祖父じいさま、元市長なんですってね」

「ああ、ずいぶん昔の話だけどな。俺が物心ついた頃には既すでに引退してたから」

「あなたも……いずれ政治家になろうと思ってるんですか？」

「いいや。兄貴はいずれそっちに進みたいと思ってるらしいけど、俺は弁護士が天職だと思ってるから。瑛は？　大学卒業したらどうするか決めてるの？」

「大学院に進学することが決まってます。カウンセラーになりたいので」

「カウンセラー？　心配だな。きみのその優やさしい声で『悩なやみを話してみてください』なんて言われたら、どんな男もぐらっと来てしまいそうだ」

「……僕が目指してるのは小学校のスクールカウンセラーです」

　茶化されてむっとし、瑛はロッドを睨にらみつけた。

　ロッドが目を見開き、大きく頷く。

「ああ……それはすごくいいね。俺みたいなタイプは子供に警けい戒かい心しんを持たれてしまうが、きみは子供に好かれそうだ」

「だといいんですけど」

「いや、本当に。きみは穏おだやかで威い圧あつ感かんもないし、悩みを持つ子供たちにとって、話しやすくて親しみやすい相談相手になれそうだ」

「…………」

　ロッドの言葉は、ときどき自信をなくして落ち込む瑛の心に強く響ひびいた。

　優しげな風ふう貌ぼうや内気な性格は実社会ではあまり評価されないが、悩みを聞く仕事にはプラスに働くのではないかと思っている。その考えを肯こう定ていされたのは初めてで、胸がじわっと熱くなる。

「大学院に進学するなら、まだしばらくは学生だな」

「ええ、当分貧びん乏ぼう学生です」

　瑛は、いつのまにか自分がリラックスしていることに気づいた。

　任務をほぼ終えることができた解放感のせいだろうか。知らない屋敷のゲストルームに忍しのび込んでいるというのに、まるでキャンパスで立ち話をしているような気分だ。

（ロッドといるとがちがちに緊きん張ちようしてたのに……）

　今もまだ、緊張感は少し残っている。ふたりきりだということを意識すると、じわっと頰ほおも熱くなる。

　けれど、以前のような警戒心や恐きよう怖ふ心はかなり薄れていた。

　もう少しここでふたりきり、窓辺の椅い子すに座っておしゃべりを続けていたいような……。

「……っ！」

　ふいに廊下から足音が聞こえてきて、瑛はびくりと体をすくませた。

　ロッドも言いかけた言葉を飲み込み、人さし指を唇くちびるに当てる。

　足音は次し第だいにこちらに近づいてくる。方向から察するに、どうやら瑛たちが使った階段ではなく、中央の階段か厨ちゆう房ぼうの横の階段から上ってきた人物のようだ。

「……寝室にいるところを見つかると面めん倒どうだな。ちょっとこっちへ」

　小声で囁ささやき、ロッドが瑛の肩かたを抱だき寄せる。そして部屋の奥にあるクローゼットの扉とびらを開け、瑛の体をそっと押し込んだ。

（え、えええ!?）

　吊つるされた服の間に押し込まれ、目を白黒させる。

　しかもロッドも中に入ってきて内側から扉を閉めたので、厚い胸むな板いたが目の前に迫せまってきた。

「狭せまいけど、ちょっとだけ我が慢まんして」

「……っ」

　薄うす暗ぐらいクローゼットの中でロッドと体が密着し、瑛は焦あせって場所を移動しようと試みた。

　しかし足元に箱がいくつも積み重ねてあり、左右どちらにも身動きが取れない。

　誰だれかがドアを開ける音……そして話し声。

「確かここにあったはずよ。ええと、引き出しの中」

　年配の女性の声だ。ロッドがクローゼットの扉に耳を押し当て、小声で「祖母だ」と呟つぶやく。

「ああ、ここにありました、奥さま」

　スペイン語訛なまりのある女性の声が返事をする。多分、先ほど広間で配はい膳ぜんをしていたメイドのひとりだろう。

「よかった。一年以上前からあげると約束していたのに、いつも忘れて延び延びになってたの。これでようやく義理を果たせるわ」

「きっと喜ばれますよ」

「だといいけれど」

　ふたりの女性が、話しながら部屋を歩く音が伝わってくる。

　やがてドアがばたんと閉まり、部屋はしんと静まり返った。

「見つからなくてよかった……」

　ほっとして、小さく呟く。

「ああ、さすがにゲストルームに女性を連れ込んでいるところを見られたら、俺もばつが悪い」

　ロッドが瑛の背中に手をまわし、くすくすと笑う。

「もう、触さわらないでください」

　ロッドの手を振ふり払はらおうとするが、狭くて身動きが取れず、かえって胸板に体を擦すり寄せるような格好になってしまった。

（うわ……）

　ハイヒールを脱ぬいだので、ロッドとは身長差が二十センチほどできている。自分が彼の逞たくましい胸にすっぽりと納まっていることに気づき、心しん拍ぱく数すうがぐんぐん上がってしまう。

「……こういうシチュエーションも悪くないな」

　ロッドの声のトーンが変わったことに気づいて、ぎくりとする。

　まずい。こんな狭いところにふたりきりで、しかも体が密着している状態だ。

　ロッドが妙みような気を起こさないうちに、一刻も早くここから脱だつ出しゆつしなくては。

「早くここを出ましょう」

　手を伸のばし、クローゼットの扉をまさぐる。

　しかしその手を大きな手に摑つかまれてしまい、瑛はびくりと体を震ふるわせた。

「瑛」

　ロッドの声には、明らかに欲よく望ぼうの色がにじみ出していた。

　そしてそのことに気づいたとたん、瑛の体も呼応するように熱くなる。

「ちょ、ちょっと……っ」

「悪い……少しだけ」

「あ……っ」

　剝むき出しの背中をまさぐられ、吐と息いきが漏もれてしまう。

　大きな手は瑛の背骨を撫なで下ろし、ほっそりとした腰こしを摑んで抱き寄せた。

「いや……っ」

　荒あらい息いき遣づかいが首筋を掠かすめ、首の付け根のあたりにちくりとした痛みが走る。

　熱い唇は首筋を這はい上がり、やがて瑛の唇へとたどり着いた。

「……っ！」

　唇を塞ふさがれて、心臓が跳はね上がる。

　──ロッドにキスされている。

　普ふ段だんの紳しん士し的な振る舞まいからは想像もつかないような、激しい口づけだった。瑛の唇を覆おおい尽つくし、抗あらがう間もなく舌を押し込んでくる。

　キスは初めてではない。けれど、こんなふうに舌を絡からませ合うようなディープキスは初めてだ。

　あまりの衝しよう撃げきに、瑛はただ呆ぼう然ぜんと貪むさぼられるままになってしまった。

　まさかロッドが、こんなふうに欲望を剝き出しにして迫ってくるとは思わなかった。

　礼れい儀ぎ正しく、優しい紳士だと思っていた彼が、こんな情熱を秘ひめていたなんて……。

「……う……っ」

　ふいに嗚お咽えつが漏れて、ぽろぽろと涙なみだがこぼれてくる。

　さめざめと泣き出した瑛に、ロッドがぎょっとしたように唇を離はなして顔を覗のぞき込んだ。

「すまない、ちょっと強ごう引いんだったな」

「うう……っ」

　俯うつむいて、瑛は手の甲こうで涙を拭ぬぐった。

　二十二にもなってキスされたくらいで泣いてしまうなんて、恥はずかしくてたまらない。

「悪かった……泣かないでくれ」

　優やさしく頰を撫でられるが、涙は止まらなかった。

　嫌いやだからではない。ロッドが怖こわかった。

　いや、怖いのはロッドではなく、ロッドのキスに思わぬ反応を見せた自分だ……。

（どうしよう……クローゼットから出られない）

　ロッドの抱ほう擁ようとキスに、瑛のペニスは素す直なおに反応していた。

　普段の服装だったらごまかせるだろうが、体にぴったりフィットしたドレスは膨ふくらみを隠かくしてくれない。

「本当にすまない。きみを怖がらせてしまうなんて……とにかくここを出よう」

　ロッドに促うながされるが、瑛はその場に足を踏ふん張って抵てい抗こうした。

　勃ぼつ起きしていることを、ロッドに知られたくない。粗そ相そうをしてしまった子供のような、居たたまれない気分だった。

「……先に行っててください。あとで行きます」

「ここにきみをひとり残していくわけにはいかないよ」

「ひ、ひとりになりたいんです……」

「俺のこと、怒おこってる？　顔も見たくない？」

　ロッドが屈かがみ込み、瑛の顔を覗き込む。

「……う……っ」

　ダークグリーンの瞳ひとみに見つめられ、新たな涙が溢あふれ出る。

「……俺は急ぎすぎたようだな。きみが他人を寄せ付けないように高い壁かべを張り巡めぐらせていることを知っていたのに、無理やり壁を叩たたき壊こわしてしまった」

「だ、だめ……触らないで……っ」

　腰を抱だき寄せられそうになり、瑛は必死で抵抗した。

「他人との接せつ触しよくが苦手なことも知っている。だから、こんなことになってびっくりしてしまったんだろう？」

「あ……っ」

　下半身が密着し、瑛は声を上擦らせた。

　恥ずかしい秘密が、ロッドの太ふと腿ももに触ふれてしまう。

　同時にお腹なかのあたりに、硬かたく盛り上がったものが押しつけられた。

「恥ずかしがらなくていい。俺も勃起してる」

　ロッドが瑛の首筋に顔を埋うずめ、呻うめくように呟く。

（う、うわ……っ）

　押し当てられた感触に、瑛はびくりと震えた。

　それは信じられないほど大きくて硬くて……全身の血が瞬またたく間に沸ふつ騰とうする。

「大だい丈じよう夫ぶだ。きみの嫌がることはしない。だけど、このままじゃつらいだろう。下に戻もどる前に、これを鎮しずめないと」

「だから……ひとりにしてください……っ」

「いいや。きみをこんな状態にしてしまったのは俺のせいだ。俺が責任を持って対処する」

　ロッドの呼吸が荒くなる。逞しい腕うでの中で、瑛は声もなく身み悶もだえた。

　ロッドがやや乱暴にクローゼットの扉とびらを押し開けて、瑛を横よこ抱だきに抱き上げる。

　視界がぐるりとまわり、気がついたときには天てん蓋がい付きのベッドにどさりと押し倒たおされていた。

「瑛……」

「い、いやっ」

「静かに……大丈夫だ。ちょっと触るだけだから」

「あ、あ……っ」

　ドレスの中心にできた小さな膨らみを、ロッドの大きな手が優しく包み込む。

　初うぶな体が耐たえられるはずもなく、瑛は全身をびくびくと震わせながら射精した。

「……瑛……」

　触ったとたんにいってしまうとは思わなかったのだろう。ロッドが驚おどろいたように手を離し、目を見開いてじっとそこを見つめる。

（あ……）

　やってしまった。早く脱がないと、ドレスが汚よごれてしまう。

　しかし体は金かな縛しばりに遭あったように動かない。それなのに、はしたないペニスは下着の中でとろとろと残ざん滓しを漏らし続けていた。

「失礼」

　掠れた声で言って、ロッドが瑛のドレスの裾すそをたくし上げる。

　驚いて抵抗しようとするが、体に力が入らなくて弱々しく腰が揺ゆれるだけだった。

「…………」

　レースの下着に包まれた瑛のそこを目にして、ロッドが大きく息を吞のむ。

　白い小さなショーツは白はく濁だくでしとどに濡ぬれ、初うい々ういしいピンク色のペニスが透すけていた。

　ロッドに見られて恥ずかしいのに、瑛の中に奇き妙みような高こう揚よう感かんがこみ上げてくる。

「すまない、ちょっと我が慢まんしてくれ……っ」

「え？　あ、ああ……っ」

　ロッドが性急な手つきで小さな下着をずり下ろす。

　射精の余よ韻いんに震えるペニスが露あらわになり……ロッドが苦しげに呻く声が聞こえた。

「ひああ……っ」

　ふいに訪おとずれた快感に、瑛は目を見開いた。

　屈み込んだロッドが、瑛のものを口に含ふくんだのだ。

（う、うそ……）

　ロッドに、ペニスを口で愛あい撫ぶされている。

　熱い粘ねん膜まくに覆われて、堪こらえ性しようのないペニスは再び頭をもたげ始めていた。

「い、いやあ……っ」

　ロッドの荒い息遣いと、ぴちゃぴちゃと舐なめまわす音。

　ロッドにマックスのイメージが重なり、大きな獣けものに舐めまわされているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。　>>>♥

「あ、あ、あ……っ」

　まるで夢の中を漂ただよっているような感覚だ。これが現実なのかどうかもわからなくなってくる。

　初めて味わう激しい快感は、瑛から理性と意識を奪うばっていった──。







「……っ」

　はっと気がつくと、瑛は天蓋付きのベッドに横たわっていた。

　ドレスの裾はきっちりと直され、心配していた染しみもできていない。

（パンツは……？）

　先ほどまでの窮きゆう屈くつな感触が消えていることに気づき、おそるおそる腰こしに触れてみる。

　下着は、誰だれかによって脱ぬがされてしまったようだ。

　その誰かが誰であるか思い出し、かあっと顔が熱くなる。

「……大丈夫か？」

　バスルームの扉が開いて、ワイシャツ姿のロッドが現れた。

　ワイシャツには皺しわが寄り、髪かみも乱れている。おまけに頰ほおのあたりが紅潮しており、なんだかやけにセクシーだった。

「……っ」

　何があったか思い出し、慌あわててベッドの上に起き上がる。

　ロッドはばつが悪そうに目をそらし、乱れた前まえ髪がみをかき上げた。

「その……悪かった。暴走してしまった」

「………下着どこですか」

　蚊かの鳴くような声で尋たずねると、ロッドが肩かたをすくめた。

「濡れていたから脱がせた。ドレスが染みになると思って」

「…………それはどうも、お気き遣づかいありがとうございます」

　恥はずかしすぎるせいで、慇いん懃ぎんで突つっ慳けん貪どんな言い方になってしまう。

「洗って返すよ」

「いえ、結構です！　自分で洗います！」

「それが……今は返せないんだ」

　それがどういう意味かわからずにきょとんとすると、ロッドが苦く笑しようした。

「引かないでくれよ。俺もその、自分で処理する必要があって、ついついきみの下着を……」

　ロッドの言わんとしていることが伝わり、瑛は湯気が出そうなほど赤面した。

「かっ、返していただかなくて結構です！」

「じゃあ記念にもらっていい？」

「だめです！　やっぱり返してください！」

「俺の精液がべったりついてるけどいい？」

　ロッドのセリフに、瑛はふっと気が遠くなりかけた。

　これは現実だろうか。それとも自分はこんな破は廉れん恥ちな白昼夢を見てしまうほど欲よつ求きゆう不満なのだろうか。

「……では、お手数おかけして申し訳ありませんが、捨てておいていただけますか」

　両手で顔を覆おおい、棒読みのセリフを口にする。

「わかった。そうしよう」

　ロッドの言葉は信用できなかったが、ここで汚れた下着を渡わたされても困る。

「じゃあそろそろ下に戻ろう。きみの従兄いとこが心配しているみたいだ。バッグの中で何度か携けい帯たいが鳴っていた」

　ここに来た本来の目的を思い出し、瑛はベッドから立ち上がった。







　帰りの車中、瑛は黙だまって窓の外を眺ながめていた。

「お腹なか減ってないか？　何も食べてないだろう。どこか寄ろうか」

「……いえ、結構です。ありがとう」

　ロッドの気遣いに、ちらりと振ふり返って礼を言う。

　早くアパートに帰ってひとりになりたかった。今夜はもう、これ以上ロッドと顔を合わせていられる自信がない。

（うう……恥ずかしくて死にそう）

　ドレスの下に何も付けていないことを意識して、もじもじと膝ひざを摺すり合わせる。

　──ロッドに伴ともなわれて階下に戻もどると、広間の外の廊ろう下かで待ち構えていたレンが大おお股またで近づいてきた。

『瑛！　どこに行ってたんだ！　連れん絡らくつかないから心配したぞ！』

『ごめん……ちょっと手間取っちゃって』

『初めまして、ロッド・キングストンです。瑛とは、うちの犬を預かってもらった縁えんで親しくさせてもらってます』

　ロッドはにっこり笑って、右手を差し出した。

『ど、どうも、レン・ラザフォードです……瑛の従兄の』

　レンは突とつ然ぜん現れたロッドに目を白黒させつつ、握あく手しゆに応じた。

『心配させてすみません。瑛は二階で気分が悪くなって、少し休ませていたんです』

『そうなんだ……大だい丈じよう夫ぶか？』

　レンの目が、ミッションはどうなったのかと問いかけてきた。

　軽く頷うなずいて、瑛も目で『心配ない』と告げた。

『ラザフォードさん、瑛は私が送っていきます。あなたはどうぞパーティを楽しんでください』

『ええっ、そんな、いいですよ。俺ももう帰ろうと思ってたとこだし』

『レン、あとで電話するから』

　目で『余計なことは言わないで』と告げて、瑛は小さく首を横に振った。

　──落ち着かない気分で、膝の上のクラッチバッグをいじりまわす。

　自分の意思とは関係なく、ロッドとの関係が一気に進展してしまった。

（よりによって、ドレス姿のときにあんな……先週のドレスだったらばれなかったのに）

　このドレスを選んだアレハンドロを、恨うらめしく思う。

　おまけに下着はあんな……。

　恥ずかしい記き憶おくで頭が沸ふつ騰とうしそうになり、瑛は考えることをやめた。

　車はビーコンヒルを抜ぬけ、橋を渡わたってケンブリッジに入っていく。今回は近場なので、さほど長い間ドライブが続かないのが幸いだ。

　ロッドの運転するＳＵＶがアパートに着き、静かに停車する。

「……送ってくださってありがとうございました」

　ロッドの顔を見ることができなくて、瑛は早口で言ってドアを押し開けた。

「待って」

　腕うでを摑つかまれ、体がびくりと震ふるえる。

　おそるおそる振り返ると、ダークグリーンの瞳ひとみが間近に迫せまっていた。

「さっきは強ごう引いんな真似まねをして悪かった」

「……いえ」

　話を早く終わらせたくて、短く答える。

「怒おこってる？」

　顎あごをすくい上げられて、瑛はぎょっとした。

「そ、それは……当然でしょう？」

　瑛の言葉に、ロッドが肉感的な唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

「そうかな。きみは怒っているように見えない。どちらかというと、盛せい大だいに照れているだけのような……」

「……っ！」

　言い当てられて、瑛は真っ赤になった。

　違ちがうと否定しようとするが、口がぱくぱく動くだけで声が出ない。

「土曜日のデートが楽しみだ」

　言いながら、ロッドが唇を近づけてくる。

　避よけることもできずに、瑛はロッドに唇を重ねられてしまった。

「ん……」

　二度目のキスを味わおうと、無意識に目を閉じてしまう。

　けれど今度のキスは、軽く表面に触ふれただけですぐに離はなれていった。

「おやすみ、瑛」

　ロッドが指先で軽く瑛の唇をなぞる。

　物足りない気分で彼を見つめていたことに気づき……慌てて瑛は、逃にげるように車から降りた。







　　　８







　土曜日のデートは、ひどく緊きん張ちようした気分で始まった。

　迎むかえに来てくれたロッドも、当然そのことに気づいていたに違いない。

「おはよう」

「……おはようございます」

　アパートの扉とびらを開けた瑛は、視線をさまよわせながらぎこちなく挨あい拶さつを返した。

　今日のロッドは、濃のう紺こんのタートルネックのシャツに黒いジャケット、黒のパンツというシックな装よそおいだった。

　瑛のほうも、今日はよそ行きの服装だ。若草色のコットンセーターにベージュのコーデュロイのパンツ、茶色い革かわ靴ぐつ、そして春らしいアイボリーのスプリングコート。

「まずはランチにしようか。おすすめのイタリアンレストランがあるんだが、イタリアンは好きかな」

　車の助手席のドアを開けながら、ロッドが尋たずねる。

　幾いく分ぶんよそよそしく感じられるのは、ロッドも緊張しているからだろうか。

「ええ、大好きです」

　ロッドの顔を見ることなく、瑛は俯うつむいたまま答えた。

　車が発進すると、車内が沈ちん黙もくで満たされる。

（う……なんかすごい気き詰づまり……）

　こちらから何か話すべきか、しかし何を話せばいいのか迷っていると、先にロッドが口火を切ってくれた。

「きみの従兄、レンは無事に報ほう酬しゆうを受け取った？」

「ええ、おかげさまで家賃払はらえたみたいです」

　視線を下に向けたまま、答える。

　あの日、家に着くなりレンから電話がかかってきた。

『大丈夫か？　顔が赤かったけど、熱があったんじゃないのか？』

『うん……ちょっと風邪かぜっぽかったみたい』

『あの弁護士と何があったんだよ？』

『別に何も……玄げん関かんホールでばったり会って、彼がこの屋や敷しきの主人の孫だとわかって、二階のゲストルームを見たいって頼たのんだんだ。で、彼の目を盗ぬすんで嗅かぎ煙草たばこ入れをチェストに戻して……なんかすごく緊張してたせいか、気分が悪くなっちゃって』

『あいつに何かされたわけじゃないだろうな？』

『ううん、何も』

　噓うそをつくのは気が引けたが、真実を話すわけにもいかない。

「それはよかった。で、今日の予定なんだけど、美術館か博物館はどうかな」

「いいですね。科学博物館に行ってみたいです」

「よし、決まりだ」

　次の会話の糸口を探しているうちに目的地のレストランに着き、瑛はほっとして車から降りた。







　チャールズ川のほとりにある科学博物館は、大人も子供も楽しめる体験型の博物館だ。

「ここは初めて？」

　ロッドに問われ、瑛は首を横に振ふった。

「あんまりよく覚えてないんですけど、ジョージアに住んでた頃ころ、一度両親に連れてきてもらったことがあるらしいんです。それ以来だから……十五、六年ぶりです」

「へえ、俺は子供の頃、ここが好きでよく来ていたよ。だけど考えてみたら、俺もしばらく来てないな。最後に来たのは高校生のときだったかも」

　展示室を歩きながら、ロッドが懐なつかしそうに目を細める。

　イタリアンレストランでの美味おいしい食事のおかげか、今朝会ったときよりもずっと打ち解けた雰ふん囲い気きだ。ロッドもいつものペースを取り戻もどし、食後のコーヒーを飲む頃には冗じよう談だんも口にしていた。

「ロッドもビーコンヒルで育ったんですか？」

「いいや、俺は郊こう外がいのサマービルで生まれ育ったんだ。今も両親はそこに住んでる。サマービル、行ったことある？」

「いいえ、いつか行こうと思いつつ、なかなか行けなくて」

「じゃあ俺が案内するよ。それに……そのうち両親にも紹しよう介かいしたいし」

　ロッドの言葉に、瑛は驚おどろいてロッドの顔を見上げた。

　ダークグリーンの瞳は、真しん剣けんな眼まな差ざしで瑛を見つめていた。

「今日は来てくれてありがとう。正直、デートはキャンセルかと思ってた」

　それまで先日の話題には触れずに無難な会話でやりすごしていたロッドが、ついにそのことに触れてきた。

　ごくりと唾つばを吞のみ込み、瑛も覚かく悟ごを決めて口を開く。

「…………約束してましたから」

「きみのそういう律りち儀ぎなところは美点だと思うが、義理でつき合うことはないんだよ」

「いいえ、僕は来たくて来たんです」

　言いながら、顔が赤くなっていく。

　先日の一件の際は、ただ恥はずかしくて仕方がなかったが、時間が経たって思い返すと、決して嫌いやではなかったことに気づいた。

　それどころか、思い出すたびに胸が高鳴ってしまう。

　最初は少し怖こわかったけど、ロッドの手で快感にとろけてしまった。しようと思えばもっと無体なこともできたはずなのに、ロッドは必死に自分を抑おさえてくれた。

　キスも愛あい撫ぶも優やさしくて、ロッドの欲よく望ぼうを感じて瑛の体も高ぶった。

　──またロッドに会いたい。

　そして少しずつ、ゆっくり、関係を深めていきたい……。

　その気持ちに気づいて、瑛は今日のデートにある決意を持ってやってきた。

（僕はロッドに惹ひかれている。だから……自分の気持ちを正直に打ち明ける）

「それって少しは期待していいのかな」

　ロッドに問いかけられて、瑛ははっとした。

　そうだ、ここで言わなくては。けれどうまい言葉が見つからず、口から出てしまったのはあまりロマンティックとは言いがたい言葉だった。

「……お互たがいのことをよく知るためには、こうやって会うのがいちばんですから」

「……そうだね」

　ロッドも瑛の真意を測りかねているのだろう。少々困こん惑わくしたような様子だったが、それ以上突つっ込むことなく同意してくれた。

（うう……なんて言えば……いきなりあなたのことが好きになったみたいですって言うのも変だし）

　次の展示室に移動しようとすると、ふいにロッドが人けのない隅すみのスペースで立ち止まった。

「瑛、先日のことを釈しやく明めいさせてくれないか」

「え……？」

　振り返ると、ロッドが真剣な表情で瑛を見つめていた。

「俺はいつもはあんな強ごう引いんな真似まねはしないんだ。我ながらすごく理性的な人間だと自負している。だけど……こないだはきみの姿を見て、突とつ然ぜんたがが外れてしまって」

「……っ」

　先日の件を蒸むし返されて、瑛は真っ赤になった。

　けれど、ロッドがあのときどう思っていたのか知りたくて、黙だまって続きを待つ。

「その、いつもああいうことをしている男だと思われたくない。こないだのことだけでなく、偶ぐう然ぜんを装ってきみに会いにいったり、強引にデートの約束を取りつけたり、こんなに誰だれかを深追いしたのは初めてで、自分でも戸と惑まどっているんだ」

「……偶然を装ってって……マックスの散歩のときの？」

「そう。マックスを連れて、朝からきみのアパートのそばをうろうろしてた。どうしてももう一度会いたくて」

「……それは全然気づきませんでした」

　小声で呟つぶやくが、内心瑛はひどく狼狽うろたえていた。

　ロッドが……黙っていても女性が群がってくるようなタイプの彼が、そうまでして会いたいと思っていてくれたとは。

　これが他ほかの誰かだったら、腹が立ったり気持ち悪いと思ったりしただろう。けれど腹が立つどころか、くすぐったいような気持ちが湧わき上がってくる。

「一歩間ま違ちがったらストーカーだよな。ああいうことはもうしない。約束する」

「……話してくれてよかったです」

「怒おこってない？」

「怒ってません」

　ロッドを安心させるように、微笑ほほえんでみせる。

（どうしよう……すごく嬉うれしいかも……）

　それを言葉にしようかどうしようか迷っているうちに、後ろから小学生の集団がやってきて、なんとなく言いそびれてしまった。

「楽しそうだな」

　目を輝かがやかせて展示物に見入る子供たちに、ロッドが目を細める。

「ええ、あれくらいの年ねん齢れいがいちばん楽しそう」

　言いながら次の展示室に移動した瑛は、展示物を見てはっとした。

　子供の頃の記き憶おくが、ふいに鮮あざやかによみがえってきたのだ。

「ここ、覚えてる……。子供の頃、動物の剝はく製せいがすごく怖かったんです。だからこの部屋にも入れなくて」

「そうなんだ。俺はミイラが怖かった。実を言うと、今もちょっと苦手だ」

「僕もです」

　くすりと笑えみをこぼし、剝製の動物たちに目を向ける。

「ここに来たあと、しばらく夢でうなされました。どこの博物館だったか覚えてなかったけど、ここだったんだ……」

「十五年前というときみは七歳か。俺は十四……その頃ここによく来てたから、もしかしたらここですれ違ちがっていたかもしれないんだな」

「どんな十四歳でした？」

　瑛が尋たずねると、ロッドは顔をしかめて宙を見上げた。

「最悪。ちょうど反はん抗こう期真っ只ただ中なかでいつも不ふ機き嫌げんだったし、歯に矯きよう正せい金具を嵌はめて、似合わないのに髪かみを伸のばして顔を隠かくしてた」

「髪の長いロッド？　ちょっと想像できない……」

「きみは可愛かわいい子供だったんだろうな」

「人見知りが激しくて、いつも母親の陰かげに隠れてましたけどね」

　他た愛あいのない会話をかわすうちに、瑛は自分がリラックスしていることに気づいた。

　不思議だ。ロッドといるとどきどきするし緊きん張ちようするのに、同時にとても安らいだ気分にもなれる。

　他人に対してこんな気持ちを抱いだいたのは初めてだ……。

「瑛」

「……っ」

　そっと手を握にぎられて、瑛はびくりと震ふるえた。

　しかし握られた瞬しゆん間かんの振ふりほどきたい衝しよう動どうをやり過ごすと、心がじんわりと熱くなっていくのがわかった。

「……男同士で手をつないでると目立ちません？」

　言ったあとで、「ああ、そうだな」と手を離はなされてしまったらどうしよう、と考える。

　もう少しだけ、このままでいたい。

　黙って手をつないでいればいいのに、照れくさくてつい余計なことを言ってしまった。

「いいさ。さっきＸ線の展示室でも指を絡からめ合っていちゃついてたゲイカップルがいたし」

　そう言って、ロッドがつないだ手を持ち上げてくすりと笑う。

　手を離されなかったことにほっとして、瑛の口元にも自然と笑みが浮うかんだ。

「あれってやっぱりそうですよね？」

「ああ、別に珍めずらしいことじゃない」

　目を見合わせて、どちらからともなくくすくすと笑う。

　つないだ手の温ぬくもりから、心が幸せな気持ちに満たされていく。

　博物館をあとにするまで、瑛は雲の上を歩いているような気分をしみじみと味わった。







「夕食はうちで一緒に食べないか？　何かテイクアウトの料理を買って」

　帰りの車に乗ると、ロッドがさりげなく切り出した。

「……ロッドの家？」

「ああ、マックスがきみに会いたがってる」

「マックスが？」

「いやまあそれも噓うそじゃないけど、本当言うと、俺がきみとふたりきりになりたい」

　ロッドが正直に白状する。

　そして瑛の動どう揺ようを素す早ばやく察知し、急いで言い加えた。

「もちろん、きみの嫌いやがることはしない、絶対に。その……急ぐつもりはないんだ」

　しばらく視線をさまよわせたあと、瑛は小さく「ええ」と答えた。

　ロッドの家に行く……自分に気のある男の家に行くということがどういうことか、わからないわけではない。

　ロッドはセックスを強要したりはしないだろう。けれど、キスや、こないだゲストルームでしたようなことは起きるかもしれない。

　……それでもいい。手をつないだときからずっと、瑛もふたりきりになりたい気持ちが高ぶり始めていた。

「じゃあまず夕食を買いにいこう。寿司すしはどう？　実は大好物なんだ」

「僕も好きです」

「ああでも、アメリカ風にアレンジしてあるやつだから気に入るかどうか……」

「大だい丈じよう夫ぶです。僕はアメリカ暮らしのほうが長いから、正統派の日本の寿司よりカリフォルニアロールとかのほうが好きなんです」

「決まりだな」

　そう言って、ロッドは意い気き揚よう々ようとハンドルを切った。







　──ロッドの家は、瑛のアパートから徒歩十分ほどの場所にあった。

　都会の住宅街なので通りに面した間口は狭せまいが、奥に長細く伸びた二階建ての一いつ軒けん家やの裏には小さな庭もついている。

　一歩足を踏ふみ入れたとたん、瑛はこの家に懐なつかしさを感じた。子供の頃ころに住んでいた家によく似ていたからかもしれない。

　留守番をしていたマックスは、ロッドが瑛を連れ帰ったのを見て大喜びだった。

　尻しつ尾ぽを振って、瑛の行く先々についてきては「うちは気に入った？」というように顔を見上げてくる。

　夕食のあとロッドが居間の暖だん炉ろに火を熾おこしてくれて、ソファに並んで座ってロッドの子供の頃のアルバムを見せてもらった。

　本人の言うとおり、十四歳のロッドの長ちよう髪はつは実に似合っていなくて、ふたりで顔を見合わせて笑ってしまった。

「テニス、やってたんですか？」

「ああ。五歳のときに始めて、一時はプロを目指していた」

「……本当に？」

「本当。州のジュニアチャンピオンになったこともある。だけど、高校に入ってすぐに怪け我がで低迷して……その前から、才能の限界も感じ始めてた」

　暖炉の炎ほのおを見つめ、ロッドは淡たん々たんと口にした。

「マサチューセッツ州でいちばんでも、アメリカには五十の州がある。そして世界にはもっとたくさんの国があって、プロになってトップに上り詰つめるのはほんの一ひと握にぎりだ。完全に諦あきらめるまでに時間がかかったけど、別の道を進むことにしたんだ」

「そうだったんですか……」

　ロッドは生まれてこのかたずっと順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったのかと思っていた。彼にも挫ざ折せつや迷いがあったことを知って、意外な気持ちだった。

　この人のことを、もっと知りたい。

　過去だけでなく、今何を思っているのか、そしてどんな未来を思い描えがいているのか……。

「今度は瑛の写真を見たいな」

「ええ……近いうちに」

　ロッドがソファに座り直し、瑛のほうへ向き直った。

「きみと俺は……つき合ってるって思っていいのかな」

「……そういうことになりますかね？」

　生き真面目まじめな表情で訊きき返すと、ロッドが可笑おかしそうに笑った。

「まったく、なんというか、きみは本当に……」

　くすくす笑われて、瑛は真っ赤になって言い訳をした。

「きっと呆あきれてるんでしょうけど、僕はこういうことに慣れてないんです。正直に言いますけど、今までつき合ったことがあるのはひとりだけで、それも……あまり深い関係にならないうちにすぐに別れてしまったので」

「相手は男？」

　一いつ拍ぱく置いて、瑛は素す直なおに頷うなずいた。

「大学の同級生でした。その前にちょっと嫌なことがあって、当時はひどく落ち込んでいたんです。そんなとき優やさしい言葉をかけられて……。けど、自分でも本当に彼のことが好きなのかよくわからなかった。彼の言葉や態度にも疑問を持ってましたし。それでなかなか関係を深められなくて、そうしているうちに二ふた股またをかけられていることがわかって」

「最低だな」

「ええ、最低です。頭からビールをぶっかけてやりました」

「それは意外だ」

「言ったでしょう。僕はいざとなったら牙きばを剝むきますから」

「俺はきみに咬かみつかれない自信があるよ。ものすごく、愛しているから」

　不意打ちの言葉に、瑛は息を吞のんだ。

　ダークグリーンの瞳ひとみが、暖炉の炎のように静かに燃え盛っていた。

「きみのことは大事にする。本当に……きみに夢中なんだ」

　ロッドに抱だき寄せられて、瑛は熱い吐と息いきを漏もらした。

「……僕も……あなたのことが好きみたいです」

　意を決して告白すると、ロッドが苦しげに呻うめいた。

「瑛、その、きみが嫌がることはしない。だけど、少しだけ……」

「……嫌じゃありません。ええと、まだちょっと怖こわいですけど、少しだけなら……ああっ」

　ロッドが言葉にならない雄お叫たけびを上げて瑛の体をソファに押し倒たおす。

　足元で微睡まどろんでいたマックスが、驚おどろいて顔を上げるのがわかった。

「あ、ロッド、マックスが……っ」

　つぶらな瞳でじっと見つめられ、瑛は唇くちびるにむしゃぶりつこうとしているロッドを押しとどめた。

「マックス、いい子だから、あっちに行ってなさい」

　ロッドがキッチンを指さし、息を荒あらげて命令する。

　マックスはしぶしぶと立ち上がり、キッチンへ向かった。途と中ちゆう、心配そうに瑛のほうを振ふり返る。

「大丈夫だ、マックス。俺と瑛は愛を確かめ合うだけだ……その、全部じゃなくて、とりあえずほんの一部だが」

「んん……っ」

　上にのしかかってきたロッドに、深々と唇を貪むさぼられる。

　同時に脚あしの間にロッドの腰こしが割り込んできて、ズボン越ごしにふたつのペニスが擦こすれ合う。

「ん、んん……っ！」

　舌で口こう腔こう内を隈くまなく舐なめまわされ、股こ間かんに硬かたく勃ぼつ起きしたペニスを擦りつけられ、瑛はびくびくと身み悶もだえた。　>>>♥

　こんなことをされては、初うぶな体はひとたまりもない。

　ズボンの下でじわっと先走りが漏れる感かん触しよくに、慌あわててロッドの逞たくましい肩かたを押し返す。

「……だめ……っ」

「こうやって擦るだけだ」

「そうじゃなくて、もう、出るから……っ」

「わかった。まずズボンを脱ぬごう」

　ロッドが体を起こし、性急な手つきで瑛のベルトを外す。その間にも体は高ぶり続け、瑛のペニスは下着の中で痛いほど張り詰めていった。

「もうちょっと我が慢まんしてくれよ」

　ロッドが、瑛を傷つけないようにそっとファスナーを下ろしていく。

　今朝下ろしたばかりの水色のボクサーブリーフに、初うい々ういしいペニスの形がくっきりと浮うかんでいた。先せん端たんが当たっている部分には、溢あふれ出した先走りの恥はずかしい染しみが広がっている。

「……素す晴ばらしい眺ながめだ」

　ファスナーを下ろしてズボンを太ふと腿ももまでずり下げたロッドが、瑛の下着姿を見下ろしてうっとりと呟つぶやく。

　そして指先を、濡ぬれた染みの部分へと伸のばし……。

「あああ……っ」

　ロッドの指に亀き頭とうを撫なでられたとたん、限界が訪おとずれた。

　ボクサーブリーフの中に、熱い精液がほとばしる。

「瑛……！」

　着衣のまま射精する瑛を見つめ、ロッドが猛もう然ぜんと自分の服を剝はぎ取り始めた。

　タートルネックのシャツを脱ぎ捨て、ズボンのベルトを外し、もどかしげにズボンを脚から引き抜ぬく。

（あ……）

　紺こん色いろのボクサーブリーフ一枚の姿になったロッドを、瑛は潤うるんだ瞳で見上げた。

　服の上からでも逞しい体だとわかっていたが、実際は想像以上だった。

　厚い胸むな板いた、盛り上がった肩と上じよう腕わんの筋肉、割れた腹筋──そして、下着を突つき上げている猛たけ々だけしい屹きつ立りつ。

　ローライズの下着のウエストからは、既すでに先端の部分がはみ出していた。

　瑛に見せつけるように、ロッドがゆっくりと下着をずり下ろす。

（すごい……）

　赤黒く怒ど張ちようしたペニスは、信じられないほど大きかった。根元の玉は重たげに張り詰め、太くて長い茎くきが天に向かって真っ直すぐ勃たち上がっている。先端は大きく笠かさを広げ、肉厚の雁かりがひどくエロティックな形を作っていた。

「瑛のも、脱がせていいか？」

　瑛の腰を跨またぐようにして膝ひざ立だちになり、ロッドが上うわ擦ずった声で尋たずねる。

「……ん……」

　小さく頷くと、ロッドがやや乱暴な手つきで瑛のコットンセーターとその下のＴシャツをまとめて剝ぎ取った。

　そして息を荒げながら、濡れたボクサーブリーフを引きずり下ろす。

「ああ……っ」

　肌はだが直じかに触ふれ合う感触に、瑛は歓かん喜きの声を上げた。

　逞しい胸筋が平らな胸を擦り、硬い屹立が射精の余よ韻いんの残るペニスを擦り上げる。

　ロッドの背中にしがみつき、瑛は快感の波に身を委ゆだねた──。
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「もう無理だよ。できない」

「そう言わないで、あと一回だけ」

　──ダウンタウンにあるレンの事務所兼けん住居。

　瑛はレンの懇こん願がんに困り果てていた。

「こないだだって、かなり危なかったんだよ。とっさにクローゼットに隠かくれたけど、もし見つかっていたらただじゃすまなかった」

「ああ、こないだの任務はちょっと無理があったよな。でも今度はそう難しい仕事じゃない。パーティ会場と同じフロアだし、依い頼らい人によると長年勤めていた使用人が辞やめたばかりで、現場は混乱気味だとか」

「レンひとりで行ってよ」

「カップルじゃないと怪あやしまれるって言っただろう」

「そろそろ女性不信も治ってきたんじゃない？　誰だれか別の人を誘さそって行ったら？」

「おまえじゃなきゃだめなんだよおおお」

　レンにがっちり肩を摑つかまれて、瑛はよろめいた。

　ため息をついて、その手を振り払はらう。

「どうして依頼を断らなかったの？　家賃もローンも、こないだの報ほう酬しゆうで払えたんでしょう？」

「実は……こないだアマンダが電話してきて」

「アマンダ？　なんだって？」

　腕うでを組んで眉まゆ根ねを寄せると、レンはそばにあった椅い子すにどさりと腰かけた。

「このところビリーが元気なくて、病院に連れて行ったら腫しゆ瘍ようが見つかったって。手術すれば治る可能性があるらしいんだけど、ちょっと難しい症しよう例れいだとかで、手術代が結構な金額で……」

　ビリーが病気だと聞いて、瑛は顔を曇くもらせた。

「それは……気の毒だけど、でも今は彼女の犬でしょう？　それに、リッチな彼氏がいるんじゃなかった？」

「男とは喧けん嘩かして別れたって。やつの家を出て、今は友達の家に居い候そうろうしてるらしい。アマンダもそれほど稼かせぎが多いわけじゃないし、他ほかに金を貸してくれるあてもないらしくて……」

「…………」

　瑛も手近な椅子に腰かけて、ため息をついた。

　ビリーのことは、苦手ではあるが嫌きらっているわけではない。病気で苦しんでいるビリーを想像すると、どうにかしてやりたいという気持ちも湧わいてくる。

（でも……ロッドと約束したし……）

　博物館デートの夜、瑛とロッドは晴れて恋こい人びと同士になった。

　あれから二週間、互たがいの家を行き来したり、週末にはロッドの家に泊とまったりしている。セックスはまだだが、これ以上ないほど幸せな毎日だ。

「手術代いくらなの？　僕も協力するよ」

　レンの肩かたに手を置き、尋ねる。

「ありがとう。でもおまえだってそんなに生活に余よ裕ゆうないだろう？」

「貯金をかき集めれば、少しは出せるよ」

　しかしレンが口にした金額を聞いて、瑛はどんよりと表情を曇らせた。

「そんなにかかるんだ……僕の貯金じゃ焼け石に水だな」

「今度の仕事の報酬、ビリーの手術代とほぼ同額なんだ。ほんとはもう少し低かったんだけど、過去二回の実績を評価して欲しいって交こう渉しようして、金額を上げてもらった」

「そうだ、アマンダに協力してもらうのはどう？　これを機によりが戻もどるかもよ？」

「アマンダの両親は警察官だ。俺が違い法ほうスレスレの仕事しているのを快く思ってなかったのに、こんな仕事協力してくれるわけないよ」

「他に何か手はないの？」

「この仕事は失敗できない。そのへんの素人しろうとには任せられないんだ。その点おまえは実績もあるし、何より気が利きくし冷静だ。おまえ以上の適任者はいないよ」

「…………」

　立ち上がって、瑛は事務所内をうろうろと歩きまわった。

　頭の中に、ロッドの顔が浮かび上がる。そして病気に苦しむビリーの姿も……。

　やがてため息をつき、瑛は両手で髪かみをかき上げた。

「……わかった。やるよ」

「本当に!?」

「うん。だけど、これで本当に最後だからね」

「ありがとう！　ほんと、恩に着るよ！　さっそくアレハンドロに電話して、ドレス頼たのんでおくから！」

「ドレスは最初に着たやつにして。もうクリーニングから戻ってきてるでしょう？」

　体にぴったりしたドレスは二度と着ない。

　深いため息をついて、瑛は頷うなずいた。







　レンの事務所をあとにした瑛は、バッグからスマートフォンを取り出した。

「もしもし？　ロッド？　僕だけど……」

『ああ、瑛。どうした？』

「仕事中にごめんね。明後日あさつてなんだけど、ちょっと……講師の送別会に出席しなくちゃいけなくなって。悪いけどキャンセルさせてくれる？」

『そうなんだ。残念だな』

　明後日の夜は、ロッドとシーフードレストランに行くことになっていた。なかなか予約の取れない人気店だが、ロッドがコネを駆く使しして予約を取ってくれたのだ。

「ほんと、ごめん」

『いや、いいんだ。俺も急な仕事で予定変へん更こうさせてもらうことがあると思うし』

「週末は、予定どおり泊まりに行くから」

『ああ、楽しみにしてる。また電話するよ』

「うん」

『愛してる』

「……僕も」

　いつもだったらにやけてしまうセリフも、噓うそをついたあとは後ろめたい。

　電話を切って、瑛は空を見上げた。

　苦い後こう悔かいの味が、早くも喉のど元もとにこみ上げてきている。

　自分のことを大切にしてくれている恋人を裏切るような真似まねをするなんて、どうかしている。

　ロッドとは信しん頼らい関係を築いていきたいと思っているのに、自分からそれを壊こわすなんて……。

（……深刻に考えるな。ビリーを救うために、一回デートをキャンセルするだけだ）

　ロッドに打ち明けたら、きっと彼はビリーの手術代を出すと言い出すに違ちがいない。

　けれど、つき合い始めたばかりの恋人との間に金銭の貸し借りが絡からむのはどうしても嫌いやだった。

　ならば自分とレンで稼ぐしかない。

　バッグにスマホをしまい、瑛は憂ゆう鬱うつな足取りで駅に向かった。
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　──水曜日の夜。

　瑛とレンが向かったのは、バックベイにある高級マンション最上階の部屋だった。

「すごいな。部屋直通のエレベーターがあるマンションって、映画でしか見たことなかったよ」

「うん……そうだね」

　リビングの一角に立ち、レンの言葉に生返事をする。

　依い頼らい人によると、今日の会場は投資会社のＣＥＯの自宅で、パーティの名目は顧こ客きやくへの感謝を込めたカクテルパーティらしい。

　とはいえ、ちゃっかり新たな投資に関するプレゼンテーションの時間も取ってあり、要するに宣伝活動の一いつ環かんなのだろう。

「あの人、最初に行った別べつ荘そうのパーティでも見た……あの人も」

　会場を見まわして、小声で囁ささやく。

「ボストンの富ふ裕ゆう層が集まる場だからな。客も被かぶってるんだろう」

「怪あやしまれなきゃいいけど」

「同じドレスを着てきたのはまずかったかもな」

　レンに言われて、瑛は俯うつむいた。

　今日は最初に着たミッドナイトブルーのドレスに、ショートボブのウィッグをつけてきた。

　髪かみ型がたが違ちがえば印象が変わるだろうと思ったのだが、レンの言うとおり、同じドレスというのは結構わかってしまうものかもしれない。

「アレハンドロが用意したシルバーのやつを着ればよかったのに」

「嫌いやだよ……だってミニスカートだよ」

「おまえの脚あしなら絶対ばれないだろ。ところで」

　レンが瑛のほうへ向き直る。

「あの弁護士と、どうなんだ？　順調か？」

　レンには、ロッドとつき合い始めたことを報告してある。伯母おば夫ふう婦ふにはまだ内ない緒しよにしておいて欲しいと頼み、特別な人ができたと打ち明けた。

「……おかげさまで。今日もシーフードレストラン予約してくれてたんだけど、用事ができちゃって」

「悪かったよ。だけどまあ、あいつ、なかなかいいやつだよな。おまえのこと大事にしてくれてるし。アレハンドロが言ってたよ。つき合ってることを周囲に隠かくそうとする男がいちばんむかつくって」

「そうだね……殊こと更さら大声で言いたいわけじゃないけど、まるで悪いことみたいに隠されると傷つくよ」

　話しながら、瑛は先ほどからちらちらと送られてくる視線が気になっていた。

　バーカウンターに寄りかかってこちらを見ている若い男だ。

　明るい茶色の髪、生意気そうな顔立ち、身につけているのはいかにも高そうなスーツだが、今ひとつしっくりしていないのは、顔立ちに幼さが残っているせいだろうか。

「あの男、おまえに興味があるみたいだな」

　レンがぼそっと呟つぶやく。

「気づいてた？」

「ああ、おまえがここに入ってきたときから、ずっとおまえのこと見てる」

「……困ったな……」

　言いながら、ぎこちなくレンに腕うでを絡ませる。

「おい、どうしたんだよ？」

「協力してよ。僕たちがラブラブで割り込む余地なしってところを見せつけないと」

「ああ、そういうことか。それなら」

　作り笑え顔がおを浮うかべ、レンが瑛の腰こしに手をまわす。

「おまえ、ほっそいなあ。高校の頃ころと体重変わってないんじゃないか？」

「羨うらやましいでしょう」

　レンに触ふれられても、まったく気持ちが動かなかった。ロッドには、ほんの少し触さわられただけでどきどきしてしまうのに。

「こんなに細いと大変だろう」

　レンが意味ありげな表情を浮かべ、瑛の耳元で囁く。

「何が？」

「だってあの弁護士、すげえマッチョだし。体重倍くらい違うんじゃないか？」

「……変なこと言わないでよ」

　赤くなって、瑛はレンの手を押しのけた。

「はは、あいつの話題出すと、とたんに色っぽくなるな」

「……そろそろ行動開始しよう」

「了りよう解かい」

　レンと連れだって、隣となりの部屋に移動する。

　そこはリビングと続きの間になっており、壁かべ一面が本ほん棚だなになっていた。書しよ斎さいというほどの部屋ではなく、多分本はすべてお飾かざりだ。グランドピアノも置かれているが、今夜は演奏者がいない。

　ちらりと振ふり返り、瑛は部屋にいる客を見み渡わたした。先ほどの茶色い髪かみの男はここまでついてこなかったようで、ひとまずほっと安心する。

「部屋はあっち？」

「ああ、ダイニングルームの向こうに廊ろう下かがある。いちばん奥が夫人のオフィスだ。俺が行こうか？」

「ううん……僕がひとりになったら、あの茶色い髪の男に声かけられそうだし」

「そうだな。じゃあ頼たのむ」

「了解」

　小声で囁き合って、瑛はさりげなくダイニングルームへ向かった。

　キッチンから出てきたメイドと鉢はち合あわせしたので、「すみません、お水を一いつ杯ぱいくださる？」と微笑ほほえみかける。

「はいはい、ただいま」

　メイドがキッチンに引っ込んだ隙すきに、瑛は素す早ばやく廊下へ移動した。

（三回目となると、だんだん噓うそがうまくなっていくなあ……）

　あまり褒ほめられたことではないが、この仕事のおかげでだいぶ度胸がついてきたように思う。

　レンの小こ芝しば居い癖へきがうつってしまいそうで怖こわいが……。

　廊下に敷しかれた厚い絨じゆう毯たんが、ヒールの靴くつ音おとを消してくれた。夫人のオフィスのドアを軽くノックし、返事がないのを確かめてから中に入る。

　オフィスと言っても、夫人はビジネスをしているわけではない。富裕層によくいるいわゆるソーシャライトで、慈じ善ぜん団体の役員をしたり、チャリティパーティを開かい催さいしたりして社会に貢こう献けんしているらしい。

　オフィスには、大きなデスクが置かれていた。流線型の優美なデザインで、パソコンと電気スタンド、本が数冊置かれている。

　整然とした室内を見まわし、瑛は壁の一面に取りつけられた棚たなに向かった。

（ああ……なるほど。この人は中国の陶とう磁じ器きが好きなんだな）

　飾られている陶磁器のコレクションを見て、今回の嗅かぎ煙草たばこ入れと結びつく。

　今回の盗とう品ひんは、鼻び煙えん壺こという中国の嗅ぎ煙草入れだ。今までのものと少し形状が違い、小さな平たい壺つぼのような形をしている。

　正方形に区切られた棚をひとつひとつチェックすると、ちょうど目の高さにある段が鼻煙壺のコレクション置き場になっていた。

　レースの手て袋ぶくろを嵌はめ、クラッチバッグを開けて、翡ひ翠すいを思わせる美しい色合いの鼻煙壺を取り出す。

　空いたスペースにそっと置こうとしたそのとき──。

「ここで何をしている？」

　ふいにドアが開き、背後から誰だれかに声をかけられ、瑛はびくりとして固まった。

　慎しん重ちように鼻煙壺を置いてから、ゆっくりと振り返る。

「……勝手に入ってすみません。奥さまの陶磁器のコレクションを見せていただきたくて」

　用意しておいたセリフを口にしながら、瑛はこれはまずいことになったと感じていた。

　ドアの前に立ちはだかっているのは、先ほど瑛をじろじろ見ていた若い男だった。こんな状じよう況きようなのになぜかにやにやしており、ひどく気味が悪い。

「なぜここにコレクションがあるって知ってた？」

「それは……以前こちらにお邪じや魔ましたとき、奥さまに見せていただいたんです。とても素す晴ばらしかったので、もう一度見たくなって」

「ふうん……あんた、名前は？」

「……オリビアです。オリビア・ウィルソン」

　必死で頭を回転させて招待状の宛あて名なを思い出し、口にする。剝むき出しの背中には、冷や汗あせが噴ふき出していた。

「俺はトラビス。知ってるよな？」

「……前にどこかでお会いしましたっけ？」

「この家の長男だよ」

「ああ……ええ、奥さまからお聞きしています。お会いするのは初めてですわ」

　笑顔を作ろうとしたが、多分失敗だ。頰ほおのあたりが引きつり、脚が細かく震ふるえている。

　これは非常にまずい。ミッションの現場を、よりによってこの家の主人の息子むすこに見られてしまうとは。

　トラビスと名乗った男は、後ろ手にドアを閉めてずかずかと近づいてきた。

　思わずあとずさるが、すぐうしろが棚で、行き詰づまってしまう。

「今、これを持っていたな」

　トラビスが、今瑛が戻もどしたばかりの翡翠色の鼻煙壺を手に取る。

「……すみません、あんまり綺き麗れいだったので、手にとって見ていました」

　瑛の言葉に、トラビスの茶色い目が意地悪そうに輝かがやいた。

「これはうちから盗ぬすまれたものだ。警察に盗とう難なん届も出している。あんたが来るまで行方ゆくえ不明だったものが、今はここにある。これはどういうことかな？」

　トラビスの言葉に、瑛は全身の血の気が退ひいていくのを感じた。

（警察……盗難届……）

　依い頼らい人は、この事実を把は握あくしていなかったのだろうか。

「……私が部屋に入ったときには、ここに置いてありました」

　こうなったらしらを切り通すしかない。「疑われて心外だ」と言わんばかりの目つきでトラビスを睨にらみつける。

「気の強い女はあまり好きじゃないが、あんたはなかなかそそるな」

　明らかに自分より年下であろう男にそんなことを言われ、むっとする。

　トラビスの目つきは蛇へびのように執しつ拗ようで、残ざん酷こくそうな光も宿していた。

（まずい相手に見つかってしまった……）

　次し第だいに、トラビスを睨みつける視線が揺ゆらいでしまう。弱みを見せてはいけないとわかっていたが、瑛は自分が彼の持つ粘ねばつくような圧あつ迫ぱく感かんに屈くつしかけているのを感じた。

「まあ俺は、両親と違ちがってこの程度の盗みで目くじらを立てるほど心が狭せまくない。言えよ、あんたが盗んだんだろう？　警察に盗難届が出されたことを知って、慌あわてて返しに来たってところか」

「違います、本当に知らないんです……っ」

「ふうん。万が一そうだとしても、今俺がここで両親を呼べば、あんたは困った立場になるよな」

「……っ」

　トラビスは手て強ごわい男だった。

　確かに彼の言うとおり、瑛が何を言っても不利な立場に追い込まれるのは目に見えている。

　瑛の困り果てた姿に、トラビスは満足そうな笑えみを浮うかべた。

「今回は特別に見み逃のがしてやってもいい。ただし、当然ながら条件がある」

「……条件？」

　問い返す声が、掠かすれてしまった。

　いったいトラビスは何を要求する気だろう。

「あんたが来たときから、ずっと目をつけてた。あんたも気づいてただろう」

　腰こしに手を伸のばされて、瑛は全身の毛を逆立てた。

　無礼な手を叩たたき落とし、クラッチバッグを胸に抱だいて防ぼう御ぎよする。

「おっと……見た目に反して結構凶きよう暴ぼうなんだな。でもそれもいい。あんたみたいに綺麗な女になら、引っかかれるのも悪くない」

「な、何を……っ」

「わかってるんだろう？　一度ベッドの相手をしてくれよ。そうすれば、ここで見たことは黙だまっててやる」

　下げ卑びたセリフに、瑛はかっとした。

　こんな男の言うなりになるなんて、絶対にごめんだ。

　ここはどうにかして、自力で逃にげ出すしかない。

（だけど、どうやって？）

　視界の隅すみに、デスクの上に積み重ねられた分厚い本がちらりと入ってきた。

　考える暇ひまもなく二冊まとめて摑つかみ、トラビスめがけて振ふり下ろす。

「うわ！　おい、何するんだ！」

　ばしっという大きな音と手て応ごたえからすると、ハードカバーの本はトラビスの額に命中したらしい。

　しかし完全に倒たおせるほどの威い力りよくはなかったようで、激高したトラビスに腕うでを摑まれてしまった。

「調子に乗りやがって！」

　こんな豪ごう勢せいな邸てい宅たくに住んでいるにしては、トラビスの言こと葉ば遣づかいは下品だった。

　聞くに堪たえない悪態をつきまくり、瑛を壁かべに押さえつけてくる。

「やめろ！」

　キスされそうになり、瑛は素すに戻って叫さけんだ。

　女性のふりなどしている場合ではない。それに、男だとわかればトラビスも襲おそう気をなくしてくれるかもしれない。

「へへ、抵てい抗こうされるとますます燃えるぜ」

　しかし欲よく望ぼうに取りつかれたトラビスは、瑛が男だとは気づいてくれなかった。

「よせ！　僕は男だ！」

「そんな戯たわ言ごと、信じるとでも思ってんのか」

「ほんとに男だって……あ、あああ……っ」

　首筋に咬かみつかれて、瑛はじたばたともがいた。

　気持ち悪くて吐はきそうだ。こんなやつに……ロッド以外の男に触さわられるなんて。

　首筋を舐なめ上げた舌が、唇くちびるに迫せまってくる。

　必死で顔を背そむけ、トラビスの髪かみを引っ張るが、あと少しで唇を奪うばわれてしまう──。

　そのとき、ふいにドアの開く音がした。

　そして、誰かが鋭するどく息を吞のむ音。

「何をしているんだ！」

　血相を変えて飛び込んできたのは、なんとロッドだった。

　どうして彼がここにいるのか、なぜここに瑛がいるとわかったのか、わからないことだらけだが、ロッドの声を聞いたとたん、どっと涙なみだが溢あふれ出る。

「瑛から離はなれろ！」

　そう言って、ロッドはトラビスの襟えり首くびを摑んで引き剝はがした。　>>>♥

「いて！　何するんだよ！」

　トラビスが暴れ、口くち汚ぎたなく罵ののしるが、ロッドはいともたやすくトラビスの動きを封ふうじ、床ゆかに押さえつけてしまった。

「瑛、大だい丈じよう夫ぶか？」

　床にへたり込んだまま、こくこくと頷うなずく。

　ウィッグはずれて落ちかかり、靴くつは片方脱ぬげてひどい有様だが、とりあえず無事だ。

「トラビス！　いったいなんの騒さわぎなの？」

　少し遅れて、母親らしき女性も駆かけつけてきた。ゴージャスなドレスに身を包んだ、息子同様少々軽けい薄はくな感じのするご婦人だ。

「ママ！　こいつがうちからアンティークの鼻び煙えん壺こを盗んだ犯人だ！」

　トラビスが瑛を指さして喚わめく。

「違う。盗んだのは別人だ」

　トラビスを押さえつけたまま、ロッドが穏おだやかな口調で悪態を遮さえぎった。

「どういうことなの？　ちょっとあなた、トラビスを離して」

　夫人がおろおろしながらロッドを見下ろす。

「すみません、奥さん。押さえておかないと、ふたりとも怪け我がをしそうだったので」

　言いながら、ロッドが乱暴な仕草でトラビスを起こし、そばにあった椅い子すに投げつけるようにして座らせた。

「この……っ！」

「いいから、そこに座ってろ」

　立ち上がって食ってかかろうとしたトラビスを、ロッドは険しい目で睨みつけた。

　びしっと指をさされ、トラビスがふてくされた表情で椅子に倒れ込む。

「奥さん、息子むすこさんは彼を疑っているようですが、真犯人は別にいます」

「いったい誰だれが？」

　夫人はロッドの剣けん幕まくにすっかり怯おびえているようだった。両手を握にぎり合わせ、しきりに視線を左右に揺らしている。

「息子さんが、親友だと思っている人物です。名前はハンク・アッカード」

「ハンク？　まさか！　あいつにそんな度胸ねえよ」

　トラビスが小こ馬ば鹿かにしたようにせせら笑う。

「全部自白したぞ。今、警察で取り調べを受けている」

　トラビスの顔が、さっと青ざめる。ロッドが冗じよう談だんを言っているわけではないことは、トラビスにもすぐに理解できたようだ。

「噓うそだろう……マジで？」

「ああ、マジだ。人を見る目を養うんだな」

　言いながらロッドが振り返り、デスクの下に転がっていた靴を拾って、瑛に手を差し伸べる。

「大丈夫？」

　助け起こされて、瑛はがくがくと頷いた。

「……ごめんなさい……約束破って……」

「ああ、本当に。これからたっぷりお仕置きだな」

　口ではそう言いつつ、ロッドの目は優やさしく笑っていた。

「おいで、瑛」

「……っ！」

　抱だき締しめられて、瑛はその胸に顔を埋うずめて嗚お咽えつを漏もらした。







「昨日、俺のところにアッカードという実業家から高校生の息子の弁護の依い頼らいが来たんだ。きみたちが仕事をしたのとは別の屋や敷しきからアンティークの小物を盗ぬすみ、それが防犯カメラに一部始終映っていた。それで逮たい捕ほされて、勾こう留りゆう中だ。それだけならまあ珍めずらしくもない事件なんだが、その高校生が盗んだものを見てはっとした。盗んだのは嗅かぎ煙草たばこ入れだった。嗅ぎ煙草入れなんて、普ふ通つう高校生は興味持たないだろう？　それで、彼の親がきみたちに盗とう品ひんを返すよう依頼した人物だとわかったんだ」

　──ダウンタウンにある、レンの事務所。

　ロッドの説明に、瑛とレンは深々とため息をついた。

　瑛は着き替がえて化け粧しようを落とし、レンはパーティのスーツのままだ。ふたりとも少々放心状態で、黙りこくってロッドの言葉の続きを待っている。

「問い質ただしたが、父親も息子も否定した。だが俺には確信があった。そこで高校生の最近の行動をすべて洗ってみたところ、投資会社ＣＥＯの子息と交遊があること、そして今日そのＣＥＯ宅でパーティがあることがわかって、きみの従兄いとこに電話した。最初はしらばっくれていたけれど、すぐに依頼があったことを認めたよ」

「いきなり電話がかかってきてびっくりしたよ……すごい剣幕で、瑛に何をさせてるんだって責められて」

「すまない、ちょっと頭に血が上っていたもので」

　ロッドが苦く笑しようし、肩かたをすくめる。

「それで、瑛が見当たらないと言うから、嫌いやな予感がして駆けつけたんだ。メイソンがトラビスのことを知っていて、高校生ながら女おんな癖ぐせの悪さで有名で、切れやすい性格だと聞いていたから」

「……ほんとに助かりました……」

　消え入りそうな声で言って、瑛は俯うつむいた。

　さっきからずっと、自己嫌けん悪おの感情が渦うず巻まいている。

　ロッドとの約束を破り、噓をついてしまった。その上迷めい惑わくをかけることになってしまい、合わせる顔がない。

　ロッドに正直に打ち明けて、ふたりで相談して何か別の方法でビリーを助けることができたかもしれないのに……。

「今回のことは、全部俺の責任だ。警察にも事情を話す。おまえのことは言わないから、おまえも黙だまってろ。全部俺がひとりでやったことだ」

　レンの言葉に、ロッドも同意するように頷いた。

「幸いレンの依頼人も真犯人も、きみが助手を務めていたことを知らない。きみはこの件にはいっさい関かかわっていないんだ。いいね？」

　そしてレンのほうを向いて、仕事用の顔になる。

「あなたはあくまで善意でやったと強調することだ。未来ある青年のために、間ま違ちがいを正してやりたかったとかなんとか。まあ無罪放ほう免めんというわけにはいかないだろうが、社会奉ほう仕し活動で済むように俺が弁護する」

　瑛の心に、自己嫌悪に加えて罪悪感がむくむくと広がっていく。

「でも……俺も片棒担かついじゃったのに」

　そう言うと、ロッドが宥なだめるように瑛の背中を撫なでた。

「この程度のことで警察の書類を増やすことはないさ。充じゆう分ぶん反省しただろう？」

「……うん」

「これに懲こりて、危ない真似まねは二度とするな。気が咎とがめるんだったら、何かボランティア活動をしなさい。誰かの役に立つことで、罪つみ滅ほろぼしになる」

「ええ、そうします」

　ロッドの目を見つめ、瑛は力強く頷いた。

「本当にどうもありがとうございます。それとあの、瑛をどうぞよろしく」

　レンが立ち上がり、ぺこっと頭を下げる。

　瑛も立ち上がり、改めてロッドに「ありがとう」と囁ささやいた。

「うん、お礼のキスは？」

　屈かがんだロッドに訊きかれて、瑛は目を見開いた。レンの前でそんなことを言われて、見る見る顔が赤くなる。

　そんな瑛を、ダークグリーンの瞳ひとみが面おも白しろそうに見守っていた。

（うう……恥はずかしい……だけどこういうとき、素す直なおにならないと……）

　意を決して、瑛は背せ伸のびをした。

　そして、軽く唇くちびるを触ふれ合わせるだけのキスをする。

「……っ」

　今度はロッドが驚おどろいたように目を見開いた。まさか瑛のほうからキスするとは思っていなかったらしく、ひどく狼狽うろたえた表情になる。

「……待ってくれ。今キスしたら止まらなくなる。これから警察に行かないと……」

　焦あせったように言ってポケットを探さぐり、キーホルダーを摑つかみ出す。

「二時間くらいで戻れると思う。悪いが先に帰って、マックスに餌えさをやっておいてくれないか」

「ええ……わかりました」

　鍵かぎを受け取り、瑛は頷うなずいた。

「タクシーを呼ぼう」

　スマホを取り出しかけたロッドを、レンが手を振ふって制止する。

「いやいや、俺が車で送りますよ。責任持って、必ず」

　にやにやと笑いながら、レンは瑛にウィンクしてみせた。







　レンの車に乗り込むと、瑛は気になっていたことを尋たずねた。

「ビリーの手術代……どうする？」

「ああ……それなんだけど、アマンダから電話があって、半額分はどうにか集められそうだって。だからあと半分、俺がどうにかするよ」

　ハンドルを握にぎりながら、レンが淡たん々たんと応じる。

「僕にも協力させて。たとえ微び々びたる額でも、協力したいんだ」

「ありがとう。でもま、一応今回の依頼人にも請せい求きゆうしてみるわ。ミッション失敗だったけど、息子むすこが警察に勾留されてるのを隠かくして俺たちに仕事を続行させようとしたんだからな。迷惑料くらいもらわないと」

「そういうの、言い方ひとつで恐きよう喝かつになるんじゃない？」

「そこらへんはちゃんと心得てるさ。保険調査員時代にはもっと危ない橋も渡わたってきたし」

　そう言って、レンは瑛を安心させるように微笑ほほえんだ。







　二時間後、ロッドが家に帰ってきた。

　玄げん関かんで出で迎むかえて、軽くハグとキスをかわす。

「おかえり……勝手にキッチン使わせてもらったよ。お腹なか減ってると思って、冷蔵庫にあったものでツナキャセロール作ったんだけど……」

「ほんと？　嬉うれしいよ、腹ぺこだ」

　ふたりでダイニングテーブルを囲み、遅おそい夕食をとる。

　マックスはロッドが帰宅したのを見て安心したらしく、部屋の隅すみに置かれた犬用ベッドに寝ねそべってふたりを見上げていた。

「あの……今日は本当にありがとう」

「いいんだ、それよりも俺たちのこれからについて話したいんだが」

「これから？」

「ああ……提案なんだが、ここへ引っ越こしてこないか？」

「……ええ？」

　ロッドの提案に、瑛は目を丸くした。

「ちょっと急ぎすぎかなとも思ったんだが、俺は仕事が忙いそがしいし、きみも大学院に進学すれば今よりもっと忙しくなる。外でデートするのもいいけど、一いつ緒しよに住めば、もっと一緒に過ごす時間が増えるだろう？」

　いったん言葉を切って、ロッドは瑛の顔を見つめた。

「それにまあ……今回の件で思ったんだが、きみのことが心配なんだ。信用してないわけじゃないけど、俺の目の届くところにいて欲しいと思って」

　ロッドの言葉に、瑛は項うな垂だれた。

　それを言われると、反論できない。

　以前だったら、子供扱あつかいされているようで腹が立ったかもしれない。けれど今は、ロッドが本当に心配してくれていることがわかっているので、不ふ愉ゆ快かいな気持ちにはならなかった。

「ほんとに……いいの？」

「ああ、うちは全然構わない。部屋も余ってるからきみの勉強部屋も確保できるし……できれば寝しん室しつは一緒がいいんだが」

　寝室という言葉に、どきりとする。

　かあっと頰ほおを赤らめた瑛に、ロッドが慌あわてて言い加えた。

「いやあの、セックスを急せかしているわけじゃないんだ、本当に。今のままでも充分満足してるから」

「……ええ、わかってます」

「で、返事は？」

「僕も……そうしたいです。もっとマックスと一緒に過ごしたいし」

　言いながら、部屋の隅で寝ね息いきを立てているマックスに視線を向ける。

　素直にあなたと一緒に過ごしたいと言えない自分に、瑛は内心じたばたしてしまった。

（うう、照れくさい。でも、ちゃんと言わなきゃ……っ）

「……それに、あなたとも」

　小声でつけ加えると、ロッドがくすくすと笑った。







「あ……っ、だめ……っ」

「ん？　ここ触さわられるの、嫌いやなのか？」

　指先で瑛の乳ち首くびをいじりまわしながら、ロッドが笑いを含ふくんだ声で尋ねる。

「ん……くすぐったい……っ」

「それって気持ちいいってこと？」

「わかんな……あ、あ、ああ……っ」

　つんと尖とがった乳首に舌を這はわされ、瑛はびくびくと身み悶もだえた。

　同時に、下着の中で先走りがとろとろと溢あふれ出す。

「瑛が気持ちいいのかどうか、見み極きわめるのは簡単だ。口ではわからないと言いつつ、ここは素直に気持ちいいって言ってる」

「あ、い、いや……っ」

　下着の上からペニスをまさぐられ、瑛は太ふと腿ももを擦すり寄せた。

　ロッドはベッドでは少し意地悪だ。

　汚よごれるから脱ぬぎたいのに、瑛が汚すまで下着を脱がせてくれない。

「だめ、もう、出るから……っ」

「いいよ、出して」

　乳首を口に含みながら、ロッドが優やさしい声で答える。

「パンツ、汚れる……っ」

「大だい丈じよう夫ぶ、引き出しに替かえを用意してある」

　言いながら、ロッドは快感を煽あおるように乳首に歯を立てた。

「あ、あ、あああ……っ」

　乳首を貪むさぼられ、下着の上からペニスを揉もみしだかれて、瑛はあっというまに上り詰つめてしまった。　>>>♥

　白いビキニスタイルの下着が、とろりとした白はく濁だくで濡ぬれていく。

　汚してしまったのは、ロッドと恋こい人びと同士になったあと、ちょっぴり背伸びして買った勝負下着のうちの一枚だ。これでも買うのにかなり勇気がいったのだが……ロッドが引き出しに用意している替えのパンツは、とんでもなくエロティックな形のものばかりだ。

「もういったんだ、可愛かわいいな」

　下着の濡れた部分を指先でなぞりながら、ロッドが満足げに微笑ほほえむ。

　祖父の家のパーティで瑛が下着に粗そ相そうするのを目まの当たりにして以来、ロッドはこのシチュエーションをいたく気に入っているらしい。

「あん……っ」

　残ざん滓しを漏もらしているペニスをつつかれて、甘い吐と息いきが漏れてしまう。

「俺はまだこんな感じ」

　硬かたくて太い屹きつ立りつを濡れた場所に擦こすりつけられて、瑛は声もなく身悶えた。

　瑛のパンツは脱がせてくれないくせに、ロッドはさっさと裸はだかになってしまった。瑛だって、ロッドの逞たくましい勃ぼつ起きが下着を突つき上げているさまを見るのが好きなのに……。

（だけど、そんなこと言えない）

　ロッドの先走りと瑛の下着から染しみ出した精液が、絡からみ合ってぬちゃぬちゃと音を立てる。

　ロッドの大きな手がパンツの中に潜もぐり込み……瑛の尻しりの割れ目をなぞり始めた。

「あ、あ……っ」

　太い指で蕾つぼみをまさぐられ、背中を仰のけ反らせる。

　セックスはまだいいと言いつつ、この頃ごろロッドはそこを執しつ拗ように愛あい撫ぶするようになった。

　行こう為いのたびに指が少しずつ奥に潜り込んでくるようになり……何度目かの愛撫で、前ぜん立りつ腺せんを擦られていってしまった。

　さらに先日は、舌も入れられてしまった。蕾の内側の粘ねん膜まくをねっとりと舐なめられ、あまりの快感に、射精と同時に少しの間気を失ってしまったほどだ。

　ゲイだと自覚した時期が早かったので、瑛はいわゆる耳みみ年どし増まだ。

　そのせいで過か剰じようにセックスを怖こわがっていたところもあるのだが、こうしてロッドに触ふれられるようになって、耳年増で蓄たくわえた知識がポジティブな方向へ大きく傾かたむき始めている。

（ロッドのおっきいの……あそこに入れられたらどんな感じなんだろう）

　この頃ひとりになると考えてしまうのは、そのことばかりだ。

　ロッドとつき合う前はあんなものをお尻の穴に入れるなんて無理だと思っていたが、今では早くロッドのものが欲しくてたまらない。

「ロッド……！」

　蕾の浅い場所を指でかきまわされて、たまらなくなって瑛はロッドにしがみついた。

「痛かった？」

　首を横に振ふる。痛みはまったくない。もっと太いものが欲しいだけだ。

「嫌ならもう触らない」

　ロッドの指が、蕾からするりと抜ぬけていく。

「い、嫌じゃない……っ」

　慌ててその手を摑つかみ、瑛は蕾に擦りつけた。

「瑛……」

「もっと、ここ、いじって……っ」

「いいのか？」

「ん……っ」

　下着が邪じや魔まで、もどかしげな手つきでビキニをずり下げていく。なんとか片方脚あしから引き抜き、瑛は大きく脚を広げた。

「あ、あ……もっと、ロッドのこれ……入れて……！」

　ついに我が慢まんできなくなり、瑛はロッドの逞しい屹立を握にぎった。

　ロッドが驚おどろいたように息を吞のみ、魅み惑わく的な声で低く呻うめく。

「瑛……！」

　大きく笠かさを広げた亀き頭とうを押し当てられ、蕾が淫みだらに収縮する。

「本当に、いいのか？」

　先走りでぬるぬるした亀頭を擦りつけながら、ロッドが上擦った声で尋たずねる。

「ん……欲しい……っ、あああ……っ！」

　恥はずかしい願望を口走ったとたん、ロッドがずぶりと押し入ってきた。

　指や舌とは比べものにならない圧あつ倒とう的な質量に、瑛は艶つやめいた悲鳴を上げた。

「悪い、痛かったか？」

「ううん、もっと、奥に来て……っ」

　淫らな言葉が止まらなかった。

　誰だれにも言ったことのない秘ひめた欲よく望ぼうが、ロッドの前ではすべて暴あばかれてしまう──。

「ひああんっ、す、すごい、太い……っ」

　亀頭がめり込んできて、瑛は素す直なおに感想を口にした。

　何度も手のひらで包み込んだことがあるが、蕾で感じる太さは桁けた違ちがいだ。狭せまい場所を押し広げられる感かん触しよくが、体がばらばらになってしまいそうなほど気持ちいい。

「瑛、あんまり煽らないでくれ……っ」

「あ、あ……っ、指でしてくれたみたいに、ロッドのおっきいので、中擦って……っ」

「……っ！」

　ロッドのたがが外れた瞬しゆん間かんが、瑛にも伝わってきた。

　獣けものじみた声を上げ、瑛の最さい奥おうまで深々と押し入ってくる。

「あああ……っ」

　初めて味わう快感に、瑛は全身を弓なりに反らした。

　初めてなのに、気持ちいい。ロッドが時間をかけて中を馴ならしてくれたおかげで、瑛の蕾はすっかり淫らな蜜みつ壺つぼと化していた。柔やわらかく蠢うごめいてロッドの巨きよ根こんに絡みつき、奥へ奥へと誘さそい込む。　>>>♥

「なんてことだ……瑛のここ、天国みたいだ……」

　最奥まで突き入れたところでロッドが動きを止め、熱い吐息を漏らす。

「い、いや、言わないで……っ」

　ロッドの牡おすの形が生々しく伝わってきて、瑛は息も絶え絶えに喘あえいだ。

「初めてなのに、俺のものをいやらしく締しめつけてきて……ああ、もう限界だ……っ」

　ロッドが低く呻き、中で勃起がびくびくと激しく動いた。

「ひあ……っ、あ、あああ……っ」

　体の奥で、ロッドが射精している。

　瑛の敏びん感かんな粘膜にぴったり密着し、濃のう厚こうな精液をたっぷりとぶちまけている……。

「瑛……愛してる……！」

　ロッドが掠かすれた声で囁ささやいてくれたのは覚えている。

「僕も……っ」

　囁き返した言葉が、ロッドの耳に届いたかどうかはわからない。

　ロッドがずるりと腰こしを引いて、張り出した雁かりの部分が敏感な粘膜を引っかいたのだ。

「あああああ……っ！　そ、それ、だめ……！」

　目め眩まいがするような絶頂に、一いつ瞬しゆん体が硬こう直ちよくする。気がつくと、いつのまにかぴんと張り詰つめていたペニスが薄うすい精液を漏もらしていた。

「これが気持ちいいのか？」

「あ、あっ、あひ……っ、いく、いく……っ」

　肉厚な雁で中を擦こすり立てられて、瑛は我を失って身み悶もだえた。

　さっきいったばかりなのに、ロッドのものは再び力を漲みなぎらせている。リズミカルな抽ちゆう送そうが気持ちよすぎて、どうにかなりそうだ。

（これがセックス……、ロッドと、こんなエッチなことするなんて……っ）

　つながっている部分が、濃のう密みつな官能と幸福に満たされていく。

　ロッドの逞たくましい体に抱だかれながら、瑛は愛する人とひとつに溶とけ合う悦よろこびを知った──。
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　──八月初しよ旬じゆんの土曜日。

　その日、ボストンは朝から雲ひとつない晴天に恵まれていた。

「瑛、起きて。朝ご飯だよ」

「ん……」

　大きな手に髪かみを撫なでられ、うなじのあたりに密ひそやかな電流が走る。

「ほら起きて。今日から貴重なバカンスだ。一分も無む駄だにできないぞ」

「……ロッド……ちょっと張り切りすぎ……」

　寝ね返がえりを打って、瑛はごしごしと目を擦った。

　ゆうべたっぷり愛し合ったので、全身がだるい。それだけでなく、快感の余よ韻いんが体のあちこちに残っていて、少し触れられただけであっというまに燃え盛ってしまいそうだ。

（もう勘かん弁べんしてって言ったのに、ロッドがしつこいから……っ）

　三度目の交わりに突とつ入にゆうしてしまったときの経けい緯いを思い出し、かあっと頰ほおが熱くなる。

　体はだるいが、セックスは最高だった。

　一いつ緒しよに住み始めてから、そろそろ二ヶ月になる。もう何度も交わっているのに、抱かれるたびに快感が深まっていく。

　底なしの官能の淵ふちにはまっていきそうで、怖いくらいだ……。

「あ……っ」

　ベッドからはみ出していた足の甲こうを舐なめられて、びくりと体が反応する。

　形のいい足をぺろぺろ舐めまわしていたのは、マックスだった。なかなか起きてこない瑛を心配し、起こしにきてくれたらしい。

「ま、マックス……、だめ、ちょっと……っ」

「マックスに舐められてそんな色っぽい声を出すなんて、人間のパートナーとしては見過ごせないな」

　両手にマグカップを持って寝しん室しつにやってきたロッドが、瑛とマックスを見下ろして苦く笑しようする。

「変なこと言わないで。マックスに誤解される」

　照れくさくて──いまだに瑛はセックスのあとロッドと顔を合わせるのが照れくさいのだ──瑛は寝返りを打ってロッドに背中を向けた。

　ナイトテーブルにマグカップを置いて、ロッドがベッドにどさりと腰かけて覆おおい被かぶさってくる。

「俺が舐めたときは、必死で我が慢まんして声を聞かせてくれなかったくせに」

「……っ」

　耳元で囁かれ、瑛はシーツの下に潜もぐり込んだ。

　そうだ、先週ロッドに足の甲を舐められて……マックスに舐められたとき真っ先にそのことを思い出してしまったなんて、恥はずかしくてとても言えない。

「とにかく起きて、支し度たくして。湖こ畔はんのロッジが俺たちを待っている」

「……わかった」

　シーツを被かぶったまま、返事をする。

　ロッドが十日間の休きゆう暇かを取り、今日からマックスも一緒にニューハンプシャーの湖水地方のリゾートで過ごすことになっている。

　同居を始めてから週末に一いつ泊ぱく旅行に出かけたことはあるが、こんなに長い滞たい在ざいは初めてだ。ロッドは〝ハネムーン〟にしたかったらしく、当初はヨーロッパなども候補に挙げていたのだが、いろいろ考えた末に近場でふたりきりでゆっくり過ごそうということになった。

　滞在するのは、キングストン一族の誰かが所有している別べつ荘そうだ。

　同居することが決まったとき、ロッドは瑛を家族に紹しよう介かいしてくれた。

『だけど……男同士で同どう棲せいするなんて言ったら、ご両親がびっくりされるんじゃない？』

　不安になって尋たずねた瑛に、ロッドは問題ないと言って笑った。

『うちはそういうのに慣れてるんだ。父方の伯お父じと、母方の従兄いとこが、それぞれ同性のパートナーと結けつ婚こんしてる。パートナーはまだいないが、ゲイをカミングアウトしている親しん戚せきもいるし』

　ボストンの名士一族と聞いて身構えていたのだが、ロッドの家族は皆みな気さくで明るい人たちばかりだった。

『ロッドに愛するパートナーができてよかったわ。この子は恋れん愛あい感情が欠落してるんじゃないかって心配してたから』

　ミセス・キングストンは、そう言って瑛を歓かん迎げいしてくれた。

　実を言うと、男同士であること以外にも日本人だということも気にしていたのだが……キングストン一族は人種に関しても偏へん見けんがなく、実際瑛がパーティで見かけた叔母おばさんもアフリカ系だったし、他ほかにも南米や東南アジアからの移民と結婚している人もいるらしい。

　そしてロッド自身も、ユダヤ人の血を受け継ついでいるそうだ。

『母方がユダヤ系だから、うちはクリスマスとハヌカの両方やるんだ。賑にぎやかだぞ。親戚中集まって質しつ問もん攻ぜめにされると思うから、覚かく悟ごしておいたほうがいい』

『すごいね……大家族って感じ』

　ひとりっ子の瑛にとって、大家族は憧あこがれだった。自分がその一員になれたことが、すごく嬉うれしい。

　瑛の両親はまだ少々戸と惑まどっているようだが……頭ごなしに反対したりはせず、息子むすこの選せん択たくを尊重しようと努力してくれている。

　そしてもうひとつ、昨日嬉しい知らせが舞まい込んできた。

　レンとアマンダが、紆う余よ曲きよく折せつを経て再び同居することになったのだ。彼らの愛犬ビリーが手術することになり、何度も顔を合わせているうちに焼けぼっくいに火がついたらしい。

　ビリーは大きな手術を乗り越こえて、順調に回復に向かっている。先日マックスと一緒にお見み舞まいに行ったら、傷口が開きそうなほど喜んではしゃぎまくって大変だった。

（ほんと幸せだ……）

　シーツの中でうーんと伸のびをして、少々痛む腰こしを押さえながら起き上がる。

　シャワーを浴びてこようとクローゼットを開け、瑛は眉まゆ根ねを寄せた。

（服、ほとんど全部スーツケースに入れちゃったんだ）

　昨日のうちに荷造りをして、車に積み込んでしまった。とりあえず着るものはないかと引き出しの中をごそごそ探す。

「瑛、起きたかー？」

　階下からロッドに尋ねられ、「起きた！」と叫さけび返す。

「ロッド、ちょっとバスローブ借りていいー？」

「いいよー、右のいちばん下に予備が入ってるからー」

「ありがとー」

　一階と二階でやり取りして、瑛はロッド用の衣い裳しようケースを開けた。

　濃のう紺こんのバスローブを取り出し……ひらりと足元に落ちた何かを拾おうと屈かがむ。

（……え？）

　白い布きれを拾い上げ、瑛は眉根を寄せた。

　──レースがついた、女物のショーツだ。一いつ瞬しゆんかつての女性の忘れものかと思って目の前が真っ暗になるが、見覚えのある形状に恥ずかしい記き憶おくがむくむくとよみがえってくる。

（こ、これは……っ！）

　ロッドの祖父の家のパーティに潜せん入にゆうした際、ロッドに触さわられて粗そ相そうをしてしまったときの……。

「瑛、たまごは目玉焼き？　それともスクランブル？」

　にこにこしながら寝室に入ってきたロッドに、瑛はＴバックのショーツを突つきつけた。

「…………これは何？」

「ええっ!?　あ、ああー……見つかっちゃったか」

　さほど悪びれた様子もなく、ロッドがへらっと笑って肩かたをすくめる。

「……捨てたんじゃなかったの？」

「いやいや、捨てるなんてもったいなくて。ああ、大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと洗せん濯たくしてあるよ。まあ同棲前に何度か使ったんだが、その都度洗ってたし」

「つ、使った!?」

　驚おどろいて目をつり上げると、ロッドが慌あわてて両手を振ふった。

「誤解しないでくれ。俺は穿はいてない。穿こうと思ってもこのサイズじゃ無理だ。ただちょっと、独り寝ねの寂さびしい夜に、瑛の可愛かわいいペニスを思い出しながら……」

「ストップ！　お願いだからそれ以上言わないで」

　真っ赤になって、瑛はロッドの言葉を遮さえぎった。

「まあ見つかっちゃったし、もう隠かくしておかなくていいよな？　なんといっても俺たちの記念の品だ。そうだ、これをハネムーンに持って行こう。なんなら今穿いてくれても……」

「…………お断りします」

「なんで？　Ｔバックは嫌きらいじゃないだろう？　俺が買ってきたやつ穿いてくれてるし、ゆうべは穿いたまま……」

「……これについてはあとでゆっくり話し合いましょう」

　頭から湯気を出しながら、瑛はバスルームに駆かけ込んで扉とびらを閉めた。

「怒おこってる？」

　ドアの外から、ロッドが幾いく分ぶん心配そうな声で問いかけてくる。

「…………恥ずかしくて消え入りたいだけだから、ほっといて」

「はは、瑛は恥ずかしがり屋だなあ。気にするな。この場合、恥ずかしいのは俺のほうだろう？　瑛のパンツをこっそり使ってたわけだから」

「……ロッド、恥ずかしいって思ってないでしょう？」

「あー……そうかもな。ま、シャワー浴びたら降りておいで。朝ご飯作って待ってるから」

「…………」

　長いため息をついて、瑛はバスルームの扉にもたれた。

　恥ずかしくてたまらない。

　だけど、別の誰だれかのものではなかったことに、ほっとしている。

　そして、ロッドがあのときのショーツを大事にしまっていたことに、ときめきさえ感じている……。

（重じゆう症しようだ……）

　肩かたを抱だくようにして、瑛は吐と息いきを漏もらした。

　ロッドはやると言ったらやり遂とげる男だ。どんなに抗あらがっても、ハネムーンであのショーツを穿く羽目になってしまいそうな気がする。

　すごく、恥ずかしい。

　でも同時に、ロッドに見られることを予感して体は高ぶり始めている──。

　ハネムーンバカンスは始まったばかりだ。

　甘い期待に胸を疼うずかせながら、瑛はシャワーのコックをひねった。







　あとがき




　こんにちは、神じん香かうららです。

　お手にとってくださって、どうもありがとうございます。




　今回はアメリカの古都ボストンを舞ぶ台たいに、恋こいに臆おく病びような受けが極ごく上じよう紳しん士しな攻せめにあの手この手でぐいぐい迫せまられるお話であります。

　私はアメリカのテレビドラマが好きでよく見てるんですが、中でもパーティのシーンがすごい好きなんですよ。実際に行きたいとはあんまり思わないんですが、華はなやかなフォーマルパーティから高校生のどんちゃん騒さわぎまで、パーティの場面はなぜかテンションが上がります。何か特別なことが起こりそうなわくわく感があるからでしょうか。

　今回の主人公・瑛も、訳あって潜入したパーティで特別なことがありました（笑）。

　めでたくロッド×瑛＋マックスのラブラブ同どう棲せい生活が始まりましたが、ロッドは瑛とふたりきりのときはずーっと鼻の下が伸のびっぱなしになりそうです。ロッドの甘い囁ささやきに盛せい大だいに照れつつも、瑛もロッドのそばにいるときがいちばん安心できることと思います。マサチューセッツ州は同性婚こんが認められているそうなので、いずれ正式に結けつ婚こんすることでしょう。




　さてさて、この本が店頭に並ぶのは四月の終わり頃ごろかと思いますが、今回の文庫は私にとって大変感かん慨がい深い一冊となりました。

　十年前の二〇〇五年四月、初めての文庫が出版されました。そのときイラストを描かいてくださったのが、こうじま奈な月づき先生だったのです。十年目の節目にこうしてまたこうじま先生にイラストをつけていただけることになり、すごく感激しております……！

　改めまして、こうじま奈月先生、素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました。今回は表紙にマックスがいて、口絵の瑛は下着姿！　今からすごく楽しみです。

　そして担当さま、このたびも大変お世話になりました。今回も原げん稿こうがなかなか上がらなくてご心配をおかけしてしまい、本当に本当に申し訳ありません……。

　最後になりましたが、読んでくださった皆みなさま、どうもありがとうございました。

　ロッドと瑛の甘々ロマンス、お口に合いましたでしょうか？　ご感想などお聞かせいただけると嬉うれしいです。

　またどこかでお目にかかれることを願いつつ、このへんで失礼いたします。





神香うららでした。


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト／こうじま奈月

デザイン／齊藤陽子（CoCo.Design）










極ごく上じよう紳しん士しの溺でき愛あいエスコート








神じん香かうらら





[image: ]





平成27年5月1日　発行





(C) Urara Jinka 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『極上紳士の溺愛エスコート』

平成27年5月1日初版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8697（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/image/img-008.jpg





item/image/img-007.jpg





item/image/img-006.jpg





item/image/img-005.jpg





item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg





item/image/img-002.jpg





item/image/img-001.jpg





item/image/cover.jpg
Vel w:;g\— :r——_r/»_‘
&\J\W,’h I J
3/

"7J7J;»J_;L






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/rubygallery-001.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		極上紳士の溺愛エスコート



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/kuchie-001.jpg
AN

%
£
\‘.n o
24
— N, Q /
. S
Y D)
A\ LA
e *ds
= Ag/:v .*@\ &E\WA\\
40 4
> %)
//\\@ Egieny )
Lo )ﬂ/





